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第１章 計画の改定にあたって 

１. 計画の背景 

みどりの基本計画とは、都市緑地法＊第４条の規定に基づくもので、都市における緑地の適正

な保全及び緑化の推進に関する措置として、江戸川区(以下、「本区」という。)の「緑地の保全

及び緑化の目標」、「緑地の保全及び緑化の推進のための施策に関する事項」などを定める計画で

す。また本計画は、生物多様性基本法＊第13条に基づく「生物多様性＊の保全および持続可能な

利用に関する基本的な計画(生物多様性地域戦略)」の内容を内包する計画とします。 

本区では、昭和46(1971)年に「区民一人あたり10

本の樹木、10㎡の公園面積」を目標に掲げ、長い年

月をかけてみどりのまちづくりに取り組んできまし

た。平成14(2002)年５月には、「江戸川区水と緑の行

動指針＊」を策定し、その後、社会情勢の変化や、区

内のみどりの新たな課題に対応するため、平成

25(2013)年４月に「江戸川区みどりの基本計画」を

策定しています。 

公園や緑地、草地、街路樹、樹林、農地といった

多様なみどりに加え、河川や海などの豊富な水辺環

境を有する本区では、みどりの基本計画に基づき、

みどりや水辺環境の整備、農地の保全を行っていま

す。また、区内ではみどりを愛する区民活動が活発

に行われており、そのような活動に対する支援など

も行っています。 

区による様々な取組や区民との協働の結果、平成

元(1989)年に「区民一人あたりの公園面積 10㎡(海域

含む）」、令和４(2022)年に「区民一人あたりの樹木

数10本」を達成しています。さらに、平成30(2018)

年には、葛西海浜公園が東京都内で初めて「ラムサ

ール条約湿地＊」として登録されました。 

今回の計画改定にあたっては、本区の上位関連計画に示された方針との整合を図るほか、これ

まで以上に生物多様性に着目し、社会情勢や法制度の変化、国や都の動向、本区における水とみ

どりの現況などを踏まえて十分に反映させることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラワーガーデン 

  

 

整備前の新川 

 

整備後の新川 
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【国の取組】 
〇都市緑地法 

〇都市公園法＊ 
〇生物多様性基本法 
〇生物多様性国家戦略＊ 
 
【東京都の取組】 
〇都市計画区域 
マスタープラン 

〇都市づくりの 
グランドデザイン＊ 

〇東京が新たに進めるみど
りの取組 
〇東京都生物多様性 
地域戦略 

〇緑確保の総合的な方針 
〇都市計画公園＊・ 
緑地の整備方針 
〇海上公園ビジョン 
〇葛西海浜公園保全活用計画 

江戸川区 

みどりの基本計画 
 

生物多様性 

地域戦略 

江戸川区 

水と緑の 

行動指針 

（他の関連計画） 

〇江戸川区景観計画 

〇江戸川区地域防災計画 

〇みんなで「いまの生命(いの

ち）」と「みらいの地球」を守

る計画（江戸川区気候変動適

応計画） 

など 

２. 計画の位置づけ 

本計画は、本区の将来都市像を示している「2100年の江戸川区(共生社会ビジョン）＊」および

「2030年の江戸川区(SDGsビジョン）＊」を上位計画としています。また、本区のまちづくりの

基本的な考え方を示す「江戸川区都市計画マスタープラン＊」や国・東京都の関連計画とも連携

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３. 「ともに生きるまち」を目指して 

本区では、令和４(2022)年８月に、「2100年の江戸川区(共生社会ビジョン)」及び「2030年の

江戸川区(SDGsビジョン)」を策定しました。 

「2100年の江戸川区(共生社会ビジョン)」では、江戸川区のみんなで考える2100年の姿や、本

区が目指す「ともに生きるまち」の未来を示しています。また、「2030年の江戸川区(SDGsビジ

ョン)」では、2030年までに本区が目指すまちの姿を描いています。SDGs＊の「誰一人取り残さ

ない」という理念が、本区の「ともに生きるまち」の理念と一致することから、その実現に向け

てSDGs17の目標達成を推進しています。 

これらのビジョン策定にあたり、「2100年の江戸川区の姿」について区民の皆さまから意見募

集を行いました。意見募集で頂いた数多くのご意見は、本計画にも反映しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 計画期間 

本計画の計画期間は概ね10年間とします。  

江戸川区都市計画マスタープラン 

2030年の江戸川区(SDGsビジョン) 

2100年の江戸川区(共生社会ビジョン) 
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５. みどりの役割 

都市におけるみどりには、「都市環境改善」、「生物多様性保全」、「防災」、「都市景観や歴史文

化形成」、「レクリエーション」などの多面的な機能を総合的に果たし、わたしたちの暮らしを支

える重要な役割を担っています。みどりの主な役割は以下のとおりです。 

 

(1) 都市環境改善の機能 

みどりは、その蒸散作用によってヒートアイランド現象＊を緩

和する効果を持っています。また、水とみどりのネットワークに

より、海からの風を都市に送り込む「風の道」が形成され、都市

における暑熱環境が緩和されます。温室効果ガスの増加に起因す

る地球温暖化の防止、脱炭素社会＊の実現にも、CO2の吸収源とし

てみどりが重要な役割を担っています。 
 
(2) 生物多様性保全の機能 

みどりは、様々な生物の生息場所になっており、都市における

生物多様性の確保に大きく貢献しています。公園や緑地、街路

樹、水辺、学校や住宅地のみどりなどが繋がることで、豊かな自

然が連なる生物の移動経路にもなります。 
 
(3) 防災の機能 

公園や農地など、みどりのオープンスペース＊は、地震や水害

などの大規模災害時に人々の命を守る重要な防災拠点として機能

します。街路樹などの樹木は、火災の延焼防止や建物の倒壊防

止、建物からの落下物の被害軽減などの機能を有し、避難路や緊

急輸送路を確保する効果を発揮します。樹木や樹林地などのみど

りは、雨水の貯留・浸透機能により、局所的な豪雨による浸水や

洪水などの災害を緩和する機能もあります。 
 
(4) 都市景観や歴史文化形成の機能 

公園や街路樹、水辺などの美しいみどりは、都市景観を形成す

るうえで重要な役割を果たします。また、名木、大木や屋敷林＊、

農地など、本区の文化や歴史などと深く関わっているみどりは、

都市の景観に厚みや風格をもたらし、個性と魅力ある地域づくり

に繋がります。 
 
(5) レクリエーションの機能 

子どもたちの遊び場や、多様な世代の散策、休息の場として、

また、余暇活動やスポーツ・健康づくり・自然学習のための活動

の場として、公園や水辺などのオープンスペースは重要な役割を

担っています。魅力的な公園緑地や水辺空間などは、観光資源と

しても役立ち、地域の賑わいや交流を生み出す拠点ともなりま

す。   
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６. みどりを取り巻く社会情勢 

国や東京都の動向より、みどりを取り巻く社会情勢のポイントを整理し、計画の改定にあたっ

てはこれらの内容を踏まえます。 

 

(1) 国の動向 

近年の社会情勢の変化により、国では、みどりに関する新たな政策の方針などを示していま

す。また、新型コロナウイルスの流行による新しい生活様式に沿ったまちづくりの必要性や、

持続可能な世界の実現に向けた取組の必要性が高まっています。 

 

① 新たなステージに向けた緑とオープンスペース政策の展開について 

（平成28(2016)年５月公表） 

国土交通省は平成28(2016)年５月に「新たなステージに向け

た緑とオープンスペース政策の展開について」において、「ス

トック効果＊をより高める」、「民との連携を加速する」、「都市

公園を一層柔軟に使いこなす」の３つの政策を重視すべきとし

ています。 
 

これまでの考え方  重視すべき視点  これからの考え方 

・整備、面積の拡大を重視 ⇒ 
ストック効果を 

高める 
⇒ 

・既存のストック（公園緑地など）を

使うこと･活用することを重視 

・行政主体の整備 ⇒ 
民との連携を 

加速する 
⇒ 

・区民、NPO、民間などと連携した

活用 

・画一的な都市公園の 

 維持管理 
⇒ 

都市公園の 

柔軟な利用 
⇒ 

・地域と連携し、まちづくりにおい

て都市公園を利用 

 

② グリーンインフラ＊推進戦略（令和元(2019)年７月策定） 

社会資本整備や土地利用などのハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機

能を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるグリーンインフラに関す

る取組を推進しています。 

今後は、本戦略を踏まえ、プラットフォームの創設などグリーンインフラ主流化のための

環境整備、推進のための支援の充実など、様々な取組を推進することになっており、これら

の支援制度を活用したグリーンインフラの視点を持った地域づくりが求められています。 

 

③ 生物多様性国家戦略2023-2030（令和５(2023)年３月閣議決定） 

生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する国の基本的な計画です。平成24(2012)年に

閣議決定された生物多様性国家戦略は令和２(2020)年に計画期間を終え、令和５(2023)年３

月に新しい国家戦略が閣議決定されました。 

次期国家戦略では、生物多様性損失＊と気候危機の「２つの危機」への総合的対応を明示

し、新型コロナ危機を踏まえた社会の根本的変革に合わせた計画内容となっています。「自

然と共生する社会」を目指し、健全な生態系の確保や生態系による恵みの維持・回復により、

自然資本を守り活かす社会経済活動を広げることを目指します。  
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④ 新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性（論点整理）（令和２(2020)年８月公表） 

「三つの密」の回避、感染拡大防止と経済社会活動の両立を図る新しいまちづくりが必要

であり、「都市(オフィス等の機能や生活圏)」、「都市交通(ネットワーク)」、「オープンスペ

ース」、「データ・新技術等を活用したまちづくり」の今後のあり方と新しい政策の方向性、

「複合災害への対応等を踏まえた事前防災まちづくり」の新しい方向性が示されています。

「オープンスペース」については以下に示す方向性が重要となっています。 

●グリーンインフラとしての効果を戦略的に高めていく 

●ウォーカブル＊な空間とオープンスペースを組み合わせてネットワークを形成する 

●まちに存在する様々な緑とオープンスペースについて、地域の多様なニーズに応じて柔

軟に活用する 

●災害・感染症などのリスクに対応するため、いざというときに利用できる緑とオープン

スペースの整備 

●比較的長期にわたる日常的な活用など、柔軟かつ多様なオープンスペースの活用の試行、

これを支える人材育成、ノウハウの展開など 

 

⑤ SDGs(Sustainable Development Goals)（平成27(2015)年９月） 

持続可能な世界を実現するための17の目標（ゴー

ル）のうち、「目標11 住み続けられるまちづくり

を」「目標13 気候変動に具体的な対策を」「目標14 

海の豊かさを守ろう」「目標15 陸の豊かさも守ろ

う」「目標17 パートナーシップ＊で目標を達成しよ

う」などが、水とみどりに特に関連する目標となっ

ています。 

 

(2) 東京都の関連計画 

東京都では、国の動向を踏まえた都市づくりや、みどり、水辺に関する独自の方針を示して

います。 

 

① 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスタープラン） 

（令和３(2021)年３月改定） 

都市計画決定の方針の一つに「緑と水の潤いある都市の構築」が示されており、(１)自然

的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針、(２)環境負荷の少ない都市の形成に

関する都市計画の決定の方針、(３)ヒートアイランド現象の緩和に関する方針、(４)循環型

社会＊の形成に向けた方針が定められています。 

 

② 都市づくりのグランドデザイン（平成29(2017)年９月策定） 

2040年代の目指すべき東京の都市づくりの目標を「活力とゆとりのある高度成熟都市」と

し、「四季折々の美しい緑と水を編み込んだ都市の構築」を打ち出しています。具体的には、

「あらゆる場所で緑を感じられる都市をつくる」、「水辺を楽しめる都市空間を創出する」を

施策として掲げています。 
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③ 東京が新たに進めるみどりの取組（令和元(2019)年５月公表） 

「都市づくりのグランドデザイン」で示す都市像の実現に向け、今ある貴重な緑を守り、

あらゆる場所に新たな緑を創出することで「東京の緑を、総量としてこれ以上減らさないこ

と」を目標としています。今後の取組として主に以下のポイントがまとめられており、本区

は「中枢広域拠点域」および「新都市生活創造域」に位置づけられており、みどりの拠点と

軸の形成、みどりの質の向上、民間と連携したみどりの創出などが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市づくりのグランドデザインで示す４つの地域区分 

地域区分 主な取組 

全域 

みどりの拠点の形成(都市計画公園・緑地の整備促進) 

みどりの軸の形成(道路・河川・崖線・丘陵地等) 

みどりの量的な底上げ(市街地区域全域へ緑化地域の指定促進) 

質の高いみどりの保全・創出(市民緑地認定制度の活用促進) 

民間が創出するみどり 

1 中枢広域 

拠点域 

みどりの拠点の形成(都市開発諸制度等の活用によるみどりの創

出)・みどりの軸の形成 

  ２ 新都市生活 

創造域 

環七周辺から環八周辺の緑のネットワークの充実(大規模公園の

整備)・営農継続支援・農地の貸借の促進・生産緑地＊の買取支援・

田園住居地域の指定促進 

３ 多摩広域 

拠点域 

営農継続の支援・農地の貸借の促進・生産緑地の買取支援・田園住

居地域の指定促進・公共が保全するみどり(保全地域等における生

物多様性の保全) 

４ 自然環境 

共生域 
公共が保全するみどり(保全地域等における生物多様性の保全) 

 

  

本
区
の
地
域
区
分 

 

圏央道 

武蔵野線 

環状７号線 

大島町 利島村 新島村  神津島村 三宅村 

御蔵島村 八丈町  青ヶ島村  小笠原村 

地域区分図 

出典：東京が新たに進めるみどりの取組(東京都) 
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④ 東京都生物多様性地域戦略（令和５(2023)年４月改定） 

本戦略の計画期間は令和４(2022)年度から令和12(2030)年度までの９年間であり、長期的

な目標として、2050年を見据えた将来像を設定しています。 

東京都における2030年の目標は「自然と共生する豊かな社会を目指し、あらゆる主体が連

携して生物多様性の保全と持続可能な利用を進めることにより、生物多様性を回復軌道に乗

せる(＝ネイチャーポジティブ＊の実現）」としています。 

 

⑤ 緑確保の総合的な方針（令和２(2020)年７月改定） 

2040年代の東京の姿に向けた緑施策を計画的に推進していくことを主な目的としており、

都と区市町が合同で検討策定した「既存の緑を守る」、「緑のまちづくりへの取組」、「緑の確

保を更に推進する取組」の方針が示されています。 

 

⑥ 都市計画公園・緑地の整備方針（令和２(2020)年７月改定） 

都と区市町が合同で検討策定した、みどりの軸や拠点の中核となる都市計画公園・緑地の

計画的・効率的な整備促進と整備効果の早期実現に向けた方策を示しています。本整備方針

では、水とみどりのネットワークの形成・充実、災害に強い都市の実現、良好な都市景観の

形成、質の高い生活環境の創出、地域の資源を活かした個性ある地域づくりが目標として掲

げられており、本区でも東京都と連携した取組が求められています。 

 

⑦ 東京都の水辺空間の魅力向上に関する全体構想（平成18(2006)年２月策定） 

来訪者にも居住者にも魅力的な水辺空間の創造に向け、「水辺のにぎわい」「舟運」「水辺

景観」「水辺環境」の視点から取組を展開し、にぎわい拠点の創出や水辺を活かした活動の

推進、舟運ネットワークの強化などの方針が示されています。 

 

⑧ 海上公園ビジョン（平成29(2017)年５月策定） 

海上公園のリニューアルや運営面での充実強化を図っていくことを目的とし、生物多様性

保全など自然環境面での取組を強化するとともに、地域や民間との連携により新たな賑わい

を創出し、臨海地域のブランド力、東京の都市力の向上につなげていくことが示されていま

す。 

 

⑨ 葛西海浜公園保全活用計画（令和３(2021)年３月策定） 

葛西海浜公園の自然環境の保全とさらなる利活用を目指し、関係団体と行政が相互に連

携・協力するための方向性が示されています。また、ラムサール条約第３条第１項では、保

全や利用に関する計画策定などが規定されており、本計画はそれに相当するものです。 
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(3) 本区の上位計画・関連計画など 

本区は、令和３(2021)年５月に、「SDGs未来都市」に選定され、本計画の上位計画において

もSDGsの理念に合致する将来目標を掲げています。また、本区の各種計画は、国や東京都の

動向が踏まえられているとともに、近年の本区の特徴や課題を考慮し、新たに策定・改定がさ

れています。 

 

① 2100年の江戸川区（共生社会ビジョン）（令和４(2022)年８月策定） 

江戸川区のみんなで考える2100年の姿、本区の目指す「ともに生きるまち」の未来を示し

ており、一人ひとりの個性を大切にしながら、みんながずっと住み続けたいと思える「誰も

が安心して自分らしく暮らせるまち」を目指します。 

 

② 2030年の江戸川区（SDGsビジョン）（令和４(2022)年８月策定） 

SDGsの「誰一人取り残さない」という理念と、「ともに生きるまち」の理念が一致して

いることから、SDGsのゴールである2030年までに、本区が目指す「ともに生きるまち」の

実現に向けた目標や、具体的な施策を示しています。 

 

③ ともに生きるまちを目指す条例（令和３(2021)年７月施行） 

本条例は、本区、区民及び事業者が目指すまちの姿を示すとともに、区、区民及び事業者

の役割を明らかにし、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会を実現することを目的と

して制定されました。 

 

④ 江戸川区都市計画マスタープラン（平成31(2019)年３月改定） 

「地域力で育む 暮らしやすいまち 活力あふれるまち 江戸川」を将来像とし、将来都

市像の一つとして「水とみどりが暮らしに憩いを与える「快適環境都市」」を掲げています。 

 

⑤ 江戸川区景観計画＊（令和５(2023)年４月改定） 

「水と緑に育まれた、多様な「江戸川らしさ」を活かした景観まちづくり」を目標として

います。 

 

⑥ 江戸川区地域防災計画（令和３(2021)年修正） 

震災時の延焼遮断帯＊、避難場所、防災活動の拠点として、公園などの新設・拡充や維持

管理に努めるとしています。また、水と緑のネットワークと防災空間の確保を一層推進する

こととしています。 

 

⑦ みんなで「いまの生命(いのち)」と「みらいの地球」を守る計画 

（江戸川区気候変動適応計画＊）（令和４(2022)年12月策定） 

「自然災害に関する影響への対策」として、親水公園＊・親水緑道＊の貯留機能の健全化

など、「健康や生活・共生に関する影響への対策」として、農の風景育成地区の指定などの

事業を示しています。 

 

⑧ 農の風景育成地区（令和５(2023)年４月指定） 

本区でも多くの農地が残っている鹿骨地域の一部が、「農の風景育成地区」として指定さ

れました。本区の貴重な資源である農の風景を育成・保全していくために、本地区を中心と

して、地域のみなさまとともに農に関する取組を実施していきます。  
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農地は、農作物の生産だけでなく、潤いのある「農の風景」の形成や、災害時の避難空

間などとしても役立つ貴重なオープンスペースとして、多面的な機能を有しています。 

東京都では、減少しつつある農地を保全し、農のある風景を将来に引き継ぐための「農

の風景育成地区制度」を平成23(2011)年に創設しました。 

本制度は、農地や屋敷林などが比較的まとまって残る地区を指定し、地域のまちづくり

と連携しながら、農の風景を保全・育成していくためのものです。令和５(2023)年４月現

在、都内の６地区が農の風景育成地区に指定されています。 

本区は23区中４番目の農地面積を有し、中でも鹿骨地域では農地が多く残っており、区

の特産である小松菜や花卉
か き

などが生産されています。一方で、区内の農地面積は年々減少

傾向にあり、鹿骨地域でも同様に、今後の農地減少が懸念されています。 

本区では、農の風景を守っていくために、農家や農業関係者および区民とともに、今後

の「農」のあり方についての意見交換や、農家訪問などによる検討会の開催を行いまし

た。意見交換では、農業振興、担い手の確保、食育、マルシェなどのイベント開催の促進

など、様々なご意見を頂戴し、それぞれの立場でできることを考える場となりました。 

今後は、農の風景育成地区に指定された鹿骨地域を中心に、意見交換の結果をまとめた

「農の風景育成計画書」に基づき、農の風景を守るためのプログラムを展開していきます。 

 

 
鹿骨地域農の風景育成地区 構想図 

 

  
 コラム  農の風景育成地区とは 
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(4) 近隣自治体の動向 

緑地の保全や緑化の推進、生物多様性の保全について取組を進めていくためには、近隣自治

体の方針や取組との整合を図りながら、広域的な視点で水とみどりのネットワークや生物多様

性への対応、具体的な施策を検討していく必要があります。 

ここでは、近隣市の緑の基本計画で示されている水とみどりの拠点および軸やエコロジカル

ネットワーク＊を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近隣自治体の状況
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第２章 本区の現状と課題 

１. 本区の概況 

(1) 位置・地形 

本区は、東京都の東側に位置し、面積は49.09㎢となっています。荒川や江戸川の大河川と東

京湾に囲まれ、利根川水系の堆積作用によって形成された沖積平野であり、低く平らな土地が

広がっていることが特徴です。 

また、区面積の７割が海抜ゼロメートル地帯(地表標高が満潮時の平均海水面よりも低い土地）

であり、高潮による浸水被害の危険が高い地域が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本区位置図 

東京低地の地盤高平面図 

※ 出典：「東京の低地河川事業」東京都建設局河川部

（区が一部編集） 

凡 例 
 

  満潮面以上であるが高潮の脅威にさらされる地域（A.P.＋5.0m） 

満潮面以下の地域（A.P.＋2.0m） 

干潮面以下の地域（A.P.±0m） 

主な水準点 
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(2) 人口 

本区の人口は、令和４(2022)年10月１日現在、約69万人となっています。 

推計では、令和２(2020)年までは増加傾向が続き、その後減少に転じています。年少人口(０

～14歳)は一貫して減少し、生産年齢人口(15～64歳)は令和２(2020)年から令和７(2025)年にか

けてピークとなり、以降減少に転じます。一方で老年人口(65歳以上)は令和22(2040)年から令

和32(2050)年にかけてピークを迎えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本区全体の将来人口の推計（上位・中位・下位推計結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢３区分別の将来人口推移 
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(3) まちづくりのあゆみ 

本区は、昭和７(1932)年に小松川町・松江町・葛西村・瑞江

村・鹿本村・篠崎村・小岩町が合併し、人口10万人のまちとし

て誕生しました。また、その地形の特徴から、江戸時代以来、

水田の開発が進み、現在も残る農地の基礎ができあがりまし

た。その後、第二次大戦や大規模な台風被害などの苦難の時代

を経て、急激な都市化の時代を迎えます。 

昭和30年代の高度経済成長期、本区では、急速に都市化が進

み、自然の破壊、公害、交通災害、ゴミ問題、緑の消失など、

多くの環境問題が発生しました。 

このような状況の中、昭和46(1971)年に「環境をよくする10

年計画」が策定され、「ゆたかな心、地にみどり」を合言葉に

掲げるとともに、本区を脅かす様々な環境問題からまちを守る

活動を始めました。 

また、土地区画整理事業＊や都市計画道路などの都市基盤の

整備を進めるとともに、樹木数と公園面積の目標「区民一人あ

たり10本10㎡」を掲げ、緑化活動を推進していきました。昭和48(1973)年には全国初の親水公

園である古川親水公園が完成し、その後も水とみどりを活かした快適な環境整備を着実に進め

てきました。 

平成11(1999)年には地域の特徴を活かしさらなる暮らしやすさや魅力づくりを追求し具体化

するため、「江戸川区街づくり基本プラン(都市計画マスタープラン）」を策定しました。このプ

ランに基づき、計画的に土地区画整理事業や都市計画道路の整備などの基盤を整備するととも

に、各地域の特性に合せた地区計画によるまちづくりや、密集住宅市街地整備促進事業＊を活用

した防災性の向上を積極的に推進し、災害に強いまちの形成も図っています。 

今後は、みどりのまちづくりに加え、小岩駅周辺における市街地再開発事業＊の実施や、区役

所本庁舎移転構想などにより、さらに発展を遂げていくことが予想されます。 

  

稲田の水揚げ 

（昭和７(1932)年・小岩付近） 

小松川地区の街並み（現在） 小松川地区の街並み（昭和61年(1986)年） 
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(4) みどりのあゆみ 

本区では、昭和30年代からの高度経済成長期

の急激な都市化により、多くのみどりが失われ

ていきました。また、農業用水や水上交通の役

割を担っていた水路は、生活排水の流れるドブ

川と化し、区全域が環境悪化の一途をたどって

いました。 

そのような状況を嘆いた当時の江戸川区と区

民が手を取り合い、「ゆたかな心、地にみどり」

を合言葉に掲げ、昭和45(1970)年からは区内各地で区民との協働による「環境浄化活動」が始

まりました。その後、美化運動、緑化運動など快適な環境を守り育てる活動に拡大、昭和

59(1984)年に現在の「環境をよくする運動」に発展しました。現在では、区内全域で、毎年５

万人以上が活動しています。 

樹木数と公園面積の目標「区民一人あたり10本10㎡」を掲げ、公園の整備、道路や公共施設

への植栽を進めるとともに、苗木の即売会などを通して区民にも庭先やベランダをみどりで飾

ってもらうよう、街にやすらぎと潤いをもたらすみどりの確保を積極的に進めてきました。 

 

 

また、本区の特徴である豊富な水辺環境を活かし、昭和48(1973)年に、全国初の親水公園で

ある古川親水公園が完成。都会の中では回復不可能と思われていた「清流」がよみがえり、国

内外で大きな反響をよびました。 

古川親水公園の完成を契機として、昭和49(1974)年に「古川を愛する会」が結成されました。

その後、順次整備が進んだ親水公園、親水緑道の完成に伴い、「小松川境川親水公園を愛する

会」、「一之江境川親水公園を愛する会」など、沿川の町会・自治会を中心とした「愛する会」

が次々を発足し、地域コミュニティの醸成にもつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

葛西地区ゴミ公害 

１万人の美化運動 花と緑の卸売会（小岩駅北口） 

かつての古川 古川親水公園完成時（昭和48(1973)年７月） 
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平成17(2005)年からは、道路や公園、河川の保全、美化活動を区民が主体的に行うボランテ

ィア活動「アダプト制度＊」が開始され、ボランティアの育成や支援、学習会など様々な取組を

行ってきました。令和４(2022)年のボランティア登録は、総計10,366人となり、本区のみどり

は、緑化運動が始まった当初から、区民によって支えられてできたものであるといえます。 

平成27(2015)年には、「新川千本桜」が完成。江戸情緒あふれる水辺空間と桜並木の整備が行

われ、新たな都市空間が形成されています。また、平成30(2018)年10月には、葛西海浜公園が

ラムサール条約湿地に登録されるなど、本区の豊かな自然環境は世界的にも評価されています。

さらに、平成元(1989)年には、公園面積の目標「区民一人あたり10㎡※」、令和４(2022)年には、

樹木数の目標「区民一人あたり10本」を達成しました。東京23区では最大の公園面積を有し、

区民一人あたりの街路樹本数も東京23区で最多となっており、長年にわたる緑化運動の成果が

大きく現れています。その緑化活動も令和２(2020)年に50周年迎えました。 

令和５年(2023)年からは、総合レクリエーション公園で区内初の指定管理者による管理運営

を開始し、民間事業者を活用することでサービスを向上させ、効率的かつ効果的な運営を行っ

ています。また、民間の幅広い知見と柔軟な提案を取り入れるため、「公募設置管理制度

(Park-PFI＊事業)」、「DB(デザインビルド)事業＊」も一体的に実施しています。 

今後も民間活力を導入し、区民と共に、江戸川区らしいみどりを保全し、創造していきます。 

※「区民一人あたり10㎡」の公園面積には、海域も含んでいます。 

 

 

 

 

  

新川千本桜 フラワーガーデン 

 

ラムサール条約湿地に登録された葛西海浜公園 

江戸川区緑化運動 

PRマスコットキャラクター「江戸ッキー」 

江戸川区の緑化運動50周年記念事業として、みどりの大切さの普及啓発を目的と

し、親しみの持てるマスコットキャラクターのデザインを募集した結果、238件の

応募の中から決定しました。 

江戸川区に生えている大木から生まれた妖精で、頭の一部と洋服を彩る水色は江

戸川区に流れる川をイメージしています。 
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本区の主なみどりの整備・活動、受賞のあゆみは、以下の通りです。 

 
年代 整備のあゆみ 活動、受賞のあゆみ 

1970
年代 

・下水道事業受託開始（S48） 
・古川親水公園開園（S48） 
・篠崎ポ二一ランド開園（S50） 

・葛西地区ゴミ公害追放総決起大
会開催（S45） 

・「ゆたかな心、地にみどり」の
標語決まる（S45） 

・環境部発足（23区で初めて）
（S45） 
・第１回環境浄化推進中央大会開
催（S46） 
・樹木数と公園面積の目標「区民
一人あたり10本10㎡」を設定
（S46） 

・緑化推進要綱（S48） 
・区の木=クスノキ、 
区の花=ツツジ(サツキ)決定
（S53） 

1980
年代 

・小松川境川親水公園開園(S57) 
・総合レクリエーション公園 
一部開園（S58） 

・親水さくらかいどう完成
（S63） 
・葛西親水四季の道完成（H1） 
・平成庭園・源心庵完成（H1） 
・葛西臨海公園・葛西海浜公園一
部開園（H1） 

・第１回緑のフェスティバル開催 
（S59） 
・公園面積の目標「区民一人あた
り10㎡※」を達成（H1） 

 

1990
年代 

・新長島川親水公園開園（H3） 
・新左近川親水公園開園（H5） 
・下水道 100％概成（H7） 
・一之江境川親水公園完成（H8） 
・新中川「健康の道」完成
（H10） 

・公園アイデア検討会(松江公園)
の開催（H8） 

・第17回緑の都市賞「内閣総理大
臣賞」を受賞（H9） 

2000
年代 

・大島小松川公園完成（H14） 
・小松川千本桜完成（H15） 
・本郷用水親水緑道完成（H20） 
※親水緑道18路線、 

17.68km全線完成 
・新川千本桜整備（H19～） 

・公園ボランティア登録制度の開
始（H13） 

・区民参加によるフラワーロード 
花壇コンクールの開始（H13） 

・第11回全国川サミットin江戸川
開催（H14） 

・アダプ卜制度開始（H16） 
・第16回全国川サミットin荒川開
催（H19） 

・全国花のまちづくり江戸川大会
開催（H20） 

2010
年代 

・一之江抹香亭開園（H22） 
・新左近川親水公園でオリンピッ
ク・パラリンピックに向けたカ
ヌー場の整備（H31） 

・江戸川区景観条例制定（H23） 
・善養寺「影向の松」国の天然記
念物に指定（H23） 

・「一之江境川親水公園を愛する
会」が「手づくり郷土賞国土交
通大臣表彰」を受賞（H24） 

・葛西海浜公園がラムサール条約
湿地に登録（H30） 

2020 
年代 

・総合レクリエーション公園に指
定管理者制度、Park-PFI制度な
どの導入（R5） 

・樹木数の目標「区民一人あたり
10本」を達成（R4） 

※「区民一人あたり10㎡」の公園面積には、海域も含んでいます。 
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動
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計
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江
戸
川
区
み
ど
り
の
基
本
計
画 

2100年の江戸川区
（共生社会ビジョン） 

（R4） 

江戸川区長期計画 

（Ｓ６０） 

 

江戸川区長期計画 

（H14） 

【西暦】 【主な実 】 【時代】【みどりの関連計画】 
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２. 区のみどりの現状 

(1) 区全体のみどりの量 

東京都が実施した調査を基に区が独自に集計をした結果では、平成25(2013)年と平成

30(2018)年を比較すると、樹林や公園･緑地(樹林)などの増加割合が高く､原野･草地などの減少

割合が高くなっています｡また､平成30(2018)年の緑被率＊は18.5％､みどり率＊は30.8％となっ

ています｡ 

本区における緑被面積・緑被率及びみどりの面積・みどり率の経年変化 

分類 
H25 H30     → 30 

面積（ha） 割合（%） 面積（ha） 割合（%）  面積（ha） 割合（%） 

樹林 380.6 7.8 396.7 8.1  +16.1 +0.3 

原野・草地 209.0 4.3 184.0 3.8  -25.0 -0.5 

公園・緑地（樹林） 116.0 2.4 121.8 2.5  +5.8 +0.1 

公園・緑地 

（原野・草地） 
136.8 2.8 134.7 2.7  -2.1 -0.1 

農用地（樹林） 6.4 0.1 6.1 0.1  -0.3 0.0 

農用地（草地） 1.1 0.0 2.8 0.1  +1.7 0.0 

農用地（緑被地以外） 55.8 1.1 46.6 1.0  -9.2 -0.2 

水面・河川・水路 

（樹林） 
2.6 0.1 7.8 0.2  +5.2 +0.1 

水面・河川・水路 

（草地） 
13.6 0.3 8.9 0.2  -4.8 -0.1 

緑被面積・緑被率 922.0 18.8 909.5 18.5  -12.5 -0.3 

公園・緑地（水面） 26.8 0.6 26.7 0.5  -0.1 0.0 

公園・緑地 

（緑被地・水面以外） 
104.1 2.1 104.2 2.1  +0.1 0.0 

水面・河川・水路 

（緑被地以外） 
472.7 9.6 472.3 9.6  -0.4 0.0 

みどりの面積・ 

みどり率 
1,525.6 31.1 1,512.7 30.8  -12.9 -0.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの面積の推移 

※ 東京都が実施した調査を基に区が独自に集計  

         3
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※端数処理を行っているため、合計 が一致していない場合があります。 
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本区のみどりの状況 

※ 東京都が実施した調査を基に区が独自に編集 



19 

 

 

第
２
章  

本
区
の
現
状
と
課
題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑被率は、特定区域の面積に対して緑被地が占める面積の割合を示したものであり、平

面的な緑の量を把握するための指標となります。緑被地とは、樹木や芝生等で覆われた土

地のことで、樹木被覆地、草地、屋上緑地をあわせたものです。 

みどり率は、特定区域の面積に対して樹林地、草地、宅地内の緑(屋上緑地を含む）、公

園、街路樹、河川、水路等が占める面積の割合を示したものです。緑被率に「公園内の緑

で覆われていない面積の割合」と「河川等の水面が占める割合」を加えたものがみどり率

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑被地等の概況 

 

緑被地等の分類 

樹木被覆地 樹木、樹林に覆われた土地。樹冠投影部分 

草地 草本類に覆われた土地 

裸地 人工構造物や樹木等で被覆されておらず、土壌が露出している土地 

水面 河川や湖沼(プールは除く)の水部 

屋上緑地 建物の屋上部や人工地盤上にある樹木または草地 

 

 

緑 

 

被 

 

率 

 樹林地が占める割合  

み 

 

ど 

 

り 

 

率 

草地が占める割合 

農地が占める割合 

宅地等の緑が占める割合 

道路の緑が占める割合 

公園が占める割合 

（公園内の緑で覆われている面積の割合） 

（公園内の緑で覆われていない面積の割合） 

河川等の水面が占める割合 

緑被率とみどり率の関係 

出典：「緑の東京計画」（平成12(2000)年12月(東京都)） 

 

 コラム  緑被率・みどり率 
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(2) 公園の現状 

① 公園の整備、拡充 

本区の公園(陸域)は、令和４(2022)年時点では495箇所､366ha､区民一人あたりの公園面積

は5.31㎡となっています｡なお､海域を含む場合､496箇所､777ha､区民一人あたりの公園面積

は11.3㎡となり､｢区民一人あたりの公園面積10㎡｣という目標を達成しています｡ 

前計画策定時(平成25(2013)年)から令和４(2022)年までの間で､陸域のみの公園面積は年

平均0.87haずつ増加しており､年々公園の整備や拡充は進んでいます｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園面積の推移（陸域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園面積の推移（海域含む） 

 

※令和４(2022)年４月に「江戸川区立児童遊園設置及び管理に関する条例」が廃止され、児童遊園・広

場は、条例上区立公園に分類分けされています。 
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② 公園のバリアフリー化 

区立公園では、「江戸川区立公園等の移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置の

基準に関する条例＊」に基づき、公園の出入口の段差解消などの公園施設のバリアフリー化

を進めています。また、平成３(1991)年から障害者団体との意見交換会を毎年実施し、実際

に公園などを利用する方からの要望を反映するように努めています。 

令和５(2023)年２月時点で、区立公園の76.7％で入口のバリアフリー化が完了しています。 

 

③ 公園施設の整備状況 

令和４(2022)年時点では､面積1,000㎡以上の公園のうち約８割は､遊戯施設や休養施設､広

場などの複合施設が整備されています。500㎡未満の公園のうち複合機能のあるものが､前計

画策定時の30.0％から60.0％となっており､小規模公園の整備も進んでいます｡ 

※複合的な機能を有する公園…遊戯施設と休養施設が共に含まれている公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園の規模と機能の関係（1,000㎡以上の公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園の規模と機能の関係（500㎡未満の公園）  
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④ 規模別の公園状況 

前計画策定時と令和４(2022)年時点の比較では､公園規模別の割合はほぼ変わっていませ

ん｡1,000㎡以下の公園が約50％と半数を占め､１ha以上の公園は約６％となっています｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内は公園数       

規模別の構成比（箇所数） 

 

⑤ 整備経過年別の公園の状況 

前計画策定時と令和４(2022)年時点を比較すると､整備後30年以上が経過する公園が増加

し､57.0％から68.9％となっています｡前回策定時の平成25(2013)年以降､密集住宅市街地整

備促進事業などに伴い改修した公園は全22箇所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※（ ）内は公園数       

整備経過年区分ごとの公園割合 
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⑥ 所有区分別公園の状況 

所有区分が民有地の公園は、前計画策定時(平成25(2013))の69箇所から11箇所減り、令和

４(2022)年時点で58箇所となりました。一方で区有地の公園は46箇所増加しています｡ 
 

区立公園の所有区分別の公園現況 

 
H25 R4     →   

公園数 面積(㎡) 公園数 面積(㎡)  公園数 面積(㎡) 

国有地 28 959,838 25 953,375  -3 -6,463 

都有地 74 229,811 72 229,146  -2 -665 

区有地 290 978,363 336 1,099,636  +46 +121,273 

民有地 69 65,372 58 55,804  -11 -9,568 

合 計 461 2,233,384 491 2,337,962  +30 +104,578 
 

※令和４(2022)年４月に「江戸川区立児童遊園設置及び管理に関する条例」が廃止され、児童遊園・

広場は、条例上区立公園に分類分けされています。 

 

⑦ 公園配置 

公園配置の状況として､｢1,000㎡未満の公園の外周から半径100m､1,000㎡以上の公園の外

周から半径250m､対象河川(江戸川、荒川、旧江戸川(一部除く）、中川、新中川、旧中川、新

川)及び河川敷の外周から半径100mの圏域を描き､圏域の中に含まれない地域｣を身近な場所

に公園が不足している地域としています｡ 

公園数の増加などにより､公園の充足圏(図面の白色部分)は増加しています。 

※図１及び図２は前計画における条件(河川及び河川敷含まず)での比較です。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 平成25(2013)年時点の公園充足状況 図２ 令和４(2022)年時点の公園充足状況 

公園充足率84.5％ 公園充足率70.0％ 
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図３ 令和４(2022)年時点の公園充足状況 

(親水公園、親水緑道、河川敷を公園として含んだ公園充足率)  

公園充足率92.3％ 
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身近な公園には、子どもたちが遊ぶための施設やベンチなどの

休養施設、様々な用途に使える広場など、複合的な機能を備えて

いることが求められます。 

公園の実態調査結果から、面積が概ね1,000㎡以上の公園では、

このような複合的な機能を有し、休息や散歩、遊び場など、様々

な利用がなされている公園が多いことが確認されています。 

しかし、500㎡程度の面積では、幅広いニーズに対応できる施設

整備には限りがあることから、身近な公園である街区公園の面積

については、1,000㎡以上確保することを目指し、目標とする面積

を2,500㎡とします。 

また、1,000㎡以上の公園の整備が難しい地域においては、複数の狭小な公園がそれぞ

れ機能を分担し、地域として複合的な機能を有することで公園機能の充足を図るため、面

積の大小に限らず整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇公園充足率とは 

公園の充足圏とは、公園や緑地などの外周から100ｍもしくは250ｍの圏域のことです。

また、公園充足率とは、本区の面積に対して、充足圏が占める割合のことです。 

 

〇充足圏の設定について 

都市公園法運用指針＊において街区公園は参考として誘致距離標準を250ｍとしていま

す。 

本計画においてもこの考え方を踏襲し、1,000㎡以上の大きな公園については250ｍの充

足圏を設定します。また、本区では300㎡程度の公園が多く、これらの公園は３園合わせ

ることで1,000㎡以上の公園と同等の機能を有するとみなせることから、充足圏は1,000㎡

以上の公園のおよそ１/３の100ｍと設定します。なお、河川・河川敷については遊具など

を原則設置しておらず単独では公園として複合的な機能を有していないため、充足圏は

1,000㎡未満の公園と同じ100ｍに設定します。 

 コラム  身近な公園の整備方針、公園充足率の考え方 
 

 
公園イメージ 
（500㎡未満） 

 
公園イメージ 

（500㎡以上、1,000㎡未満） 
 

公園イメージ（1,000㎡以上） 
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〇都市公園の種類について 

都市公園は、区民が身近に利用できる街区公園から大規模なスポーツ施設備えた運動

公園など様々な規模、種類のものがあります。公園がもつ機能、目的、利用対象によっ

て、下表のように区分されます。 

種類 種別 内容 

住
区
基
幹
公
園 

街区公園 
主として街区内に居住する者の利用に供することを目的とする公園

で１箇所当たり面積 0.25haを標準として配置する。 

近隣公園 
主として近隣に居住する者の利用に供することを目的とする公園で

１箇所当たり面積２haを標準として配置する。 

地区公園 

主として徒歩圏内に居住する者の利用に供することを目的とする公

園で１箇所当たり面積４haを標準として配置する。都市計画区域外

の一定の町村における特定地区公園（カントリ－パ－ク）は、面積

４ha以上を標準とする。 

都
市
基
幹
公
園 

総合公園 

都市住民全般の休息、観賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に供

することを目的とする公園で都市規模に応じ１箇所当たり面積 10～

50haを標準として配置する。 

運動公園 

都市住民全般の主として運動の用に供することを目的とする公園で

都市規模に応じ１箇所当たり面積 15～75ha を標準として配置す

る。 

大
規
模
公
園 

広域公園 

主として一の市町村の区域を超える広域のレクリエ－ション需要を

充足することを目的とする公園で、地方生活圏等広域的なブロック

単位ごとに１箇所当たり面積 50ha以上を標準として配置する。 

レクリエーシ

ョン都市 

大都市その他の都市圏域から発生する多様かつ選択性に富んだ広域

レクリエ－ション需要を充足することを目的とし、総合的な都市計

画に基づき、自然環境の良好な地域を主体に、大規模な公園を核と

して各種のレクリエ－ション施設が配置される一団の地域であり、

大都市圏その他の都市圏域から容易に到達可能な場所に、全体規模

1000haを標準として配置する。 

緩
衝
緑
地
等 

特殊公園 
風致公園、動植物公園、歴史公園、墓園等特殊な公園で、その目的

に則し配置する。 

緩衝緑地 

大気汚染、騒音、振動、悪臭等の公害防止、緩和若しくはコンビナ

ート地帯等の災害の防止を図ることを目的とする緑地で、公害、災

害発生源地域と住居地域、商業地域等を分離遮断することが必要な

位置について公害、災害の状況に応じ配置する。 

都市緑地 

主として都市の自然的環境の保全ならびに改善、都市景観の向上を

図るために設けられている緑地であり、1 箇所当たり面積 0.1 ヘク

タール以上を標準として配置する。但し、既成市街地等において良

好な樹林地等がある場合あるいは植樹により都市に緑を増加又は回

復させ都市環境の改善を図るために緑地を設ける場合にあってはそ

の規模を 0.05 ヘクタール以上とする。（都市計画決定を行わずに借

地により整備し都市公園として配置するものを含む） 

緑道 

災害時における避難路の確保、市街地における都市生活の安全性及

び快適性の確保等を図ることを目的として、近隣住区または近隣住

区相互を連絡するように設けられる植樹帯及び、歩行者路または自

転車路を主体とする緑地で、幅員 10 メートルから 20 メートルを標

準として、公園・学校・ショッピングセンター・駅前広場等を相互

に結ぶよう配置する。 
 

 出典：「都市公園の種類」（国土交通省） 
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図 本区における公園・緑地などの充足圏イメージ 
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(3) 樹木の現状 

① 樹木数 

前計画策定時に､区内の総樹木数は約625万本､区民一人あたり約9.2本でした｡令和４

(2022)年に、樹木数約690万本となり､｢区民一人あたりの樹木数10本｣という目標を達成しま

した｡令和５(2023)年時点では、樹木数約698万本、区民一人あたり10.02本となっています。 
 

② 街路樹数 

区内の街路樹本数(高中木のみ・親水緑道含む)は、令和４(2022)年時点で約６万１千本で

す。 

 

③ 保護樹数 

保護樹＊の登録数は、前計画策定時は352本でしたが、令和４(2022)年時点では､279本とな

っています。毎年､登録本数より解除本数が上回り､全体的に減少傾向が続いています｡解除

理由としては､自宅の建替えによる伐採や枯死が多くなっています｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護樹指定本数の推移 
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(4) 農地の現状 

① 農地面積 

令和４(2022)年時点では､宅地化農地＊(16.0ha)と生産緑地(34.10ha)を合わせて50.1haの

農地が存在しています｡前計画策定時から令和４(2022)年までの約10年間では､全体で13.6ha

減少しており､減少傾向が続いています｡一方で、本区では生産緑地を買い取り、公園として

整備する取組を進めています。農地を守ることと並行して、農地の新たな活用についても積

極的に検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地面積の推移 

公園として整備された元生産緑地の一例（一之江ももこの郷） 

 

② 農業後継者 

平成27(2015)年では､農業後継者のいる戸数は48戸まで減少しています｡また､平成

27(2015)年には全員が50歳以上となっていることから､農業後継者の高齢化が進んでいます｡ 
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(5) 水辺の現状 

本区には７つの河川(荒川、中川、江戸川、旧江戸川、新中川、旧中川、新川）、５つの親水

公園(9.6km）、18の親水緑道(17.7km)があり、区民の憩いの場として機能しています。 

新左近川親水公園では、東京2020オリンピック・パラリンピックに向けたカヌー場の整備も

行い、機能の拡大を進めている水辺空間もあります。 

また、葛西臨海公園の隣接地には、国内初の人工カヌー・スラローム会場が整備され、東京

2020オリンピック・パラリンピックでは、カヌー(スラローム)競技の会場として使用されまし

た。このように、近年は水上スポーツやレクリエーションの場としての水辺の利活用を進めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区内の水辺空間  
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(6) 動植物の生息状況 

河川や海岸、緑道などが豊富な本区においては、そこで生息する動植物も多種多様です。 

本区では、貴重な自然環境の保全や次世代の環境保全に役立たせることを目的として、毎年

河川や海域などを中心に水辺環境調査を実施しており、平成30(2018)年には親水緑道での生物

調査を実施しました。 

国内で絶滅が危惧されている種や、希少な在来種などの重要種が確認されている一方で、生

態系に被害を与える特定外来生物＊も確認されています。以下に、各調査の結果を整理します。 

 

① 河川や海域で見られる生物 

毎年実施している水辺環境調査では、河川や海域などに生息・分布している「植物・鳥類」

と「魚類・底生動物(水中や水辺に住んでいる貝やエビ、カニ、水生昆虫）」の調査を実施し

ています。近年の調査結果は、下表のとおりです。 

コアジサシは前計画策定時には繁殖が確認されていましたが、年々確認される数が減少し

ています。ミゾコウジュやウラギク、タコノアシなどの希少な在来種は現時点でも生息が確

認されています。 

また、平成30(2018)年10月に、葛西海浜公園が東京都内で初めて「ラムサール条約湿地」

として登録されました。葛西海浜公園では、毎年、スズガモやカンムリカイツブリをはじめ

多くの渡り鳥が越冬や休息のため飛来します。このほか、クロツラヘラサギなどの世界的に

希少な野鳥やミサゴやトウネンなど東京都で絶滅が危惧されている野鳥も飛来しています。

さらに、東なぎさ(干潟)は、トビハゼの重要な生息地の一つとして良好に維持されています。

河川では絶滅が危惧されているミナミメダカやニゴイの生息もみられました。 

 

植物・鳥類の調査結果               （種数） 

 
平成 28 
(2016)年 

平成 29 
(2017)年 

平成 30 
(2018)年 

令和元
(2019)年 

令和２
(2020)年 

令和３
(2021)年 

調査場所 
荒川 

東なぎさ 

新中川 

東なぎさ 

江戸川 

旧江戸川 

東なぎさ 

荒川 

東なぎさ 
新中川 

江戸川 

旧江戸川 

種数 

植物 
385 

（9） 

356 

（8） 

379 

（9） 

385 

（5） 

263 

（6） 

450 

（22） 

鳥類 
131 

（97） 

119 

（53） 

105 

（26） 

114 

（26） 

34 

（17） 

45 

（22） 

※( )は重要種：環境省レッドリスト、東京都レッドリストに記載されている種 
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魚類・底生動物の調査結果              （種数） 

 
平成 28 
(2016)年 

平成 29 
(2017)年 

平成 30 
(2018)年 

令和元 
(2019)年 

令和２ 
(2020)年 

令和３ 
(2021)年 

調査場所 

荒川 

葛西人工海浜

（東なぎさ） 

新中川 

葛西人工海浜

（東なぎさ） 

江戸川 

旧江戸川 

葛西人工海浜

（東なぎさ） 

荒川 

葛西人工海浜

（東なぎさ） 

新中川 
江戸川 

旧江戸川 

種数 

魚類 
19 

(8) 

18 

(8) 

29 

(12) 

19 

(9) 

7 

(2) 27 

(10) 底生 
動物 

35 

(9) 

27 

(13) 

50 

(16) 

36 

(12) 

9 

(5) 

※( )は重要種：環境省レッドリスト、東京都レッドリストに記載されている種 

 

 

 

 

 

  

タコノアシ コアジサシ 

ヤマトシジミ トビハゼ 
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② 親水緑道で見られる生物 

平成29(2017)年及び平成30(2018)年に、計17箇所の親水緑道で生物調査を実施し、区内の

親水緑道だけでも91種もの生物が確認されています。 

生物の隠れ家や住処となるような水生植物が多く生息している地点や、石組などが設置さ

れている地点には、多種多様な生物が確認される傾向にあります。ニホンウナギやヤマトシ

ジミなどの希少生物が確認された一方で、アメリカザリガニやカダヤシなどの特定外来生物

が多い親水緑道もありました。 

調査を実施した親水緑道と、確認された種(一部抜粋)及び種数は以下の通りです。 

調査結果 

親水緑道名 
確認された種 

（一部抜粋） 

確認された 

種数 

(全体) 

1 下小岩親水緑道 
・モツゴ 

・カダヤシ（特定外来生物） 
10 

2 親水さくらかいどう 
・シオカラトンボ(ヤゴ) 

・オイカワ 
8 

3 葛西親水四季の道 
・ユビナガスジエビ 

・アベハゼ 
15 

4 西小岩親水緑道 
・ヒメタニシ 

・モツゴ 
14 

5 鹿本親水緑道 
・テナガエビ 

・ニゴイ（重要種・平成 30(2018)年確認） 
15 

6 上小岩親水緑道 
・スジエビ 

・オイカワ 
14 

7 興農親水緑道 
・ヌマチチブ 

・テナガエビ 
15 

8 流堀親水はなのみち 
・モツゴ 

・シオカラトンボ(ヤゴ) 
16 

9 仲井堀親水緑道 
・ヤマトシジミ（重要種・平成 30(2018)年確認） 

・ボラ 
10 

10 篠田堀親水緑道 
・アメリカザリガニ（条件付特定外来生物） 

・モツゴ 
18 

11 鎌田川親水緑道 
・タモロコ 

・オイカワ 
16 

12 鹿骨親水緑道 
・ブルーギル（特定外来生物） 

・モツゴ 
20 

13 左近川親水緑道 
・二ホンウナギ（重要種・平成 29(2017)年確認） 

・ミミズハゼ（重要種・平成 29(2017)年確認） 
48 

14 本郷用水親水緑道 
・モツゴ 

・オイカワ 
19 

15 椿親水緑道 
・ニゴイ（重要種・平成 30(2018)年確認） 

・スジエビ 
15 

16 東井堀親水緑道 
・ヤリタナゴ（重要種・平成 30(2018)年確認） 

・オイカワ 
22 

17 宿川親水緑道 
・ヤマトシジミ（重要種・平成 30(2018)年確認） 

・マハゼ 
16 

合   計 ― 
291種 

（91種） 

※合計の( )は重複している種数を除いた種数 
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③ 親水公園で見られる生物 

令和４(2022)年～令和５(2023)年に、計５箇所の親水公園で生物調査を実施し、42種もの

生物が確認されています。親水公園では、魚類だけではなく、カルガモ(鳥類)やヤゴ(昆虫)

も確認され、多様な水辺の生物が生息しています。特に、荒川河口と接続している新左近川

親水公園では、21種類の生物が確認され、淡水生物のほか、テナガエビやマハゼなど汽水性

の生物も確認されました。 

調査を実施した親水公園と、確認された種(一部抜粋)及び種数は以下の通りです。 

調査結果 

親水公園名 
確認された種 

（一部抜粋） 

確認された 

種数 

（全体） 

1 一之江境川親水公園 

・ボラ 

・スジエビ 

・カダヤシ（特定外来生物） 

13 

2 古川親水公園 

・シラタエビ 

・チチブ 

・イトミミズ 

7 

3 新長島川親水公園 

・ヨコエビ 

・ユスリカ幼虫 

・カダヤシ（特定外来生物） 

3 

4 小松川境川親水公園 

・モツゴ 

・ドジョウ 

・アメリカザリガニ（条件付特定外来生物） 

11 

5 新左近川親水公園 

・テナガエビ 

・マハゼ 

・ヤマトシジミ（重要種・令和５(2023)年確認） 

21 

合   計 ― 
55種 

（42種） 

※合計の( )は重複している種数を除いた種数 
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④ 河川や親水公園・緑道などで分布・確認された生物 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※図上の丸数字は植物の調査地区を示しており、結果は資料編（資-18～31）に掲載 

河川や親水公園・緑道などで分布・確認された生物 
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出典：環境省ホームページ 

30by30｜環境省 (env.go.jp)/ 

https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/30by30alliance/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 コラム  30by30目標＊が目指すもの 
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(7) 民有地などの緑化の現状 

本区では、「江戸川区住宅等整備事業における基準等に関する条例＊」(以下、「住宅等整備基

準条例」という。)に基づいたみどりの創出を継続して実施しています。平成25(2013)年から令

和４(2022)年までに、開発などに伴い、計18.62haの緑地面積が創出されています。また、良好

な景観の形成を図るため、平成23(2011)年に「江戸川区景観計画」を策定し、５地区を景観地

区として都市計画決定しました。さらに、区内の48地区で地区計画を策定し、緑化に努めてい

ます。 

 

住宅等整備基準条例の概要 

対象 

・３階以上かつ10戸以上の共同住宅又は一団の土地に40戸以上の特定共同住宅を建築す

る事業 

・一団の土地を３区画以上に分割し、一以上の戸建て住宅を建築する事業 

・事業区域面積300平方メートル以上で建築物を建築する事業 

内容 

（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅等整備基準条例により創出された民有地の緑地面積の推移 

 

 

 

  

1 3 
1  1

1  3

  0 

   3

1   1   

    

1 31

  03

0 0

0  

1 0

1  

  0

   

3 0

   

（ 013）

   

（ 01 ）

   

（ 01 ）

   

（ 01 ）

   

（ 01 ）

 30

（ 01 ）

 1

（ 01 ）

  

（ 0 0）

 3

（ 0 1）

  

（ 0  ）

（  ）

地上部の環境空地につ

いて、形態、規模、配

置基準を定めている。 

 

【住居系用途地域 

空地部分の35%】 

建築物上の緑地について、

形態、規模を定めている。 

 

【人が入れる屋上の20%】 
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景観地区・地区計画の指定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

古川親水公園沿線景観地区 ＪＲ小岩駅周辺景観地区 
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３. 区民および区の取組 

(1) 区民の取組 

本区では清掃や美化運動に努めてまいりましたが、行政の力だけで区内すべてのごみをなく

し、植栽をいつもきれいに維持することは難しいのが現状です。 

そこで、「私たちのまちは私たちの手で(良くする）」という郷土愛に基づく「環境を良くする

運動」を中心に区民と協働で、地域の浄化活動や美化運動を実施してまいりました。 

また、公園や道路、水辺などの身近な公共スペースを自分たちの財産としてより良い環境に

していくため、ボランティア(アダプト制度)による清掃活動などが行われています。 

アダプト活動登録者数は、前計画策定時では、285団体・303個人・総計8,501人でしたが、令

和４(2022)年時点では、418団体・334個人・総計10,691人に増加しています。個人、団体、企

業、商店会など、様々な主体が周辺のみどりや公園に関心を持ち、ボランティアなどへの活動

参加者は年々増加し、登録団体数は約1.5倍になりました。 

以下に、区民の取組の一例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アダプト活動登録者数の推移 
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① 公園・緑のボランティア 

区内の公園・緑地や緑道において、個人、市民団体、商店会、企業、保育園・幼稚園や小

中学校など、多くの方々が公園ボランティアとして活動し、みどりあふれる公園やまちなか

の整備を行っています。活動内容は参加いただく方によって様々ですが、公園や緑地での花

の植え付けをはじめとして、まちなかに設置されているプランターの維持管理や清掃活動な

ど、幅広い活動がなされています。 

 

愛する会一覧 

団体名 内容 

小松川境川親水公園を愛する会 清掃活動 

一之江境川親水公園を愛する会 清掃活動 

東井堀親水緑道を愛する会 清掃活動 

葛西「四季の道」「新長島川」水と緑に親しむ会 清掃活動 

篠田堀親水緑道を愛する会 清掃活動 

古川親水公園を愛する会 清掃活動 

小松川千本桜を愛する会 清掃活動 

東井堀親水緑道に夢を託す会 清掃活動、花の手入れ 

 

 

  

親水緑道清掃活動風景 親水緑道清掃活動風景 

ローズボランティア活動風景 小岩フラワーロード活動風景 
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② 水辺のボランティア 

本区には、一級河川が７河川あります。水辺のボランティアは、河川敷の清掃や水辺にお

ける環境学習などの活動を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 桜守のボランティア 

本区には、小松川千本桜や新川千本桜をはじめとする桜の名所が多数あります。これらの

桜を元気に育てるため、「見守り活動」、「育てる活動」、「広める活動」を行っています。 

また、「桜の輪 母校の桜を育てようプロジェクト」として、平成26(2014)年から北小岩

小学校で、桜の花数調査、桜の健康管理について、害虫の予防策、桜のストラップづくりな

ど、様々な桜に関する授業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ まちかどボランティア 

区内の各地域で、自分たちのまちをもっときれいにしたいという思いから、道路の清掃や

点検、ポケットパーク＊の手入れなど、多くの方が「まちかどボランティア」を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水辺の清掃活動風景 水辺の清掃活動風景 

桜守ボランティア活動風景 

 

桜守ボランティア活動風景 

 

まちかどボランティア活動風景 

 

まちかどボランティア活動風景 
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(2) 本区の取組 

本区では、NPO法人などと連携しながら、みどりのまちづくり活動に関わるボランティアの

育成や学習会、イベントなど、様々な取組を行っており、区民のボランティア活動を積極的に

支援しています。また、生物多様性確保や、地球温暖化・ヒートアイランドの対策、循環型社

会の実現に向けた取組など、様々な視点で継続的に取組を実施しています。 

 

本区やNPO法人などによる取組 

取組 内容 主体 

人
材
育
成 

公園ボランティアの 

育成支援 

ボランティア活動に興味を持った区民に対

し、講座、講習会などを実施。 

江戸川区 

(水とみどりの課) 

ウェルカムガーデン

活動 

地域住民と一体となって身近なみどりを育

む「花いっぱい運動」の支援と普及啓発の

拡大を図る。 

公益財団法人 

えどがわ環境財団 

花とみどりの 

環境学習 

環境教育冊子を活用し、これまで区民と協

働で進めてきた緑化事業の歴史や、これか

らの未来に向けた取組、豊かな自然環境で

学ぶ環境教育を実施。 

公益財団法人 

えどがわ環境財団 

エコアクション 

講座 

多くの区民が環境について学び、自ら環境

に配慮した行動を起こすきっかけづくりの

場としていくことを目的とする。また「エ

コタウンえどがわ」を実現するため、地域

における環境活動を率先して実践できる人

材を育成する。 

認定NPO法人 

えどがわエコセンター 

21世紀子ども放課後

環境学習 

すくすくスクールの子どもたちを対象に、

ゲームをしながら環境について学んでもら

うことを目的として活動。 

認定NPO法人 

えどがわエコセンター 

小中学校における 

出前授業の実施 

学校向けの環境学習プログラムを、総合学

習の時間やPTAの集まりなどで「出前授

業」として提供。 

認定NPO法人 

えどがわエコセンター 

学校農園 

学校農園をとおして、児童・生徒への食

育、環境教育などの充実を図ることを目的

とする。小学校９校で学校農園(借地など利

用)設置済み。 

教育委員会事務局 
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取組 内容 主体 

生
物
多
様
性
の
確
保 

水辺環境調査 

荒川、江戸川、新中川、葛西沖の水辺環境

調査や、親水緑道、親水公園における自然

環境生物調査を実施。 

江戸川区 

(気候変動適応課) 

自然復元・再生事業 

河川海岸のクリーン作戦を通じて自然環境

の復元を推進。絶滅種や生物多様性に関す

る啓発を推進。 

認定ＮＰＯ法人 

えどがわエコセンター 

荒川クリーンエイド 

荒川のゴミを数えながら拾うことを通じ

て、自然環境の回復と荒川に集い思いを寄

せる人々の交流を作り出す活動。 

ＮＰＯ法人 

荒川クリーンエイド・

フォーラム 

東なぎさ 

クリーン作戦 

普段は立ち入り禁止区域の葛西海浜公園

「東なぎさ」に船で渡り、漂着ごみのクリ

ーンアップを行う。ごみ拾い後は自然観察

会を実施。 

認定ＮＰＯ法人 

えどがわエコセンター 

東なぎさ生物調査 

葛西海浜公園東なぎさに生息する生物を継

続的に調査・把握するため、鳥類調査、底

床生物調査を実施。 

認定ＮＰＯ法人 

えどがわエコセンター 

循
環
型
社
会
の
実
現 

生ごみリサイクル 

講習会 

発泡スチロール箱と手作りコンポスト＊を

使用した楽しい生ごみ堆肥作り。 

認定ＮＰＯ法人 

えどがわエコセンター 

緑の３R 

（リサイクル・リユ

ース・リデュース） 

区民が家庭で使わなくなった園芸土や鉢を

回収し、再生・再利用する取組を行うこと

で、緑のもったいない運動の啓発と環境保

全を図る。 

公益財団法人 

えどがわ環境財団 

寄贈樹木の受入れ・ 

植栽推進 

一般家庭などから寄贈された樹木を公園な

どの公共施設へ移植し、区の財産として保

全・活用。 

江戸川区 

（水とみどりの課） 

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策 

みどりのカーテン＊ 

モニター講習会 

モニターを募り、みどりのカーテンを広め

る活動。 

講習会と年２回のアンケートを実施。 

認定ＮＰＯ法人 

えどがわエコセンター 

もったいない運動 

えどがわ 

地球温暖化防止のための省エネ活動。例え

ば給食を残さず食べる、電気をこまめに消

す、レジ袋をもらわないなどの行動にみん

なで取り組む活動。 

認定ＮＰＯ法人 

えどがわエコセンター 

グリーンプラン 

推進校 

えどがわエコセンターと協働し、園・学校

における環境学習を推進するモデル校。え

どがわエコセンターからは各種情報の他、

教材教具などの費用を学校に提供し、学校

での環境学習が充実するよう支援を実施。

令和４(2022)年時点で、小学校17校、中学

校３校がモデル校に指定。 

認定ＮＰＯ法人 

えどがわエコセンター 
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公園ボランティアの育成支援 公園ボランティアの育成支援 

生物多様性の確保 

（荒川クリーンエイド） 

生物多様性の確保 

（東なぎさクリーン作戦） 

循環型社会の実現 

（生ごみリサイクル講習会） 

循環型社会の実現 

（生ごみリサイクル講習会） 

地球温暖化やヒートアイランド対策 

（みどりのカーテンモニター講習会） 

地球温暖化やヒートアイランド対策 

（花とみどりの環境学習） 
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４. 区民意識 

本区では、昭和51(1976)年から「江戸川区民世論調査」を実施しています。 

また、令和３(2021)年４月～５月に、本区が目指す2100年の「明るい未来」について意見募集

を行う「みんなのえどがわ大会議」を実施し、「広報えどがわ」や区ホームページなどを通じて、

区内外の方から約8,000件の意見が集まりました。 

 

(1) 江戸川区民世論調査 

① 公園や緑化などに関する満足度の経年変化 

「公園・水辺」、「緑化」、「街の景観」の満足度※をみると、「公園・水辺」に対する満足度

が最も高くなっており、平成24(2012)年から令和４(2022)年までで4.0ポイント増加してい

ます。また、３項目全てにおいて、平成24(2012)年から令和４(2022)年の間で満足度は向上

しているものの、大きな増加は見られません。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ※満足度・・・「満足」と「やや満足」と答えた割合の合計 

公園や緑化などに関する満足度の経年変化 
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地域別にみると、公園や緑化などに関する満足度について各地域で同じような傾向が見ら

れ、「満足」「やや満足」の割合が高いのは葛西地域、最も低いのは小岩地域となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

地域別「公園・水辺の整備」に関する満足度（満足度の高い順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域別「緑化の推進」に関する満足度（満足度の高い順） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

地域別「街の景観」に関する満足度（満足度の高い順）  
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② 今後推進してほしい施策 

今後推進してほしい施策をみると､水害対策が46.7%と最も多く､次いで震災対策32.8%､防

犯対策(安全･安心まちづくり)32.6%となっています｡ 

地域別にみると、全地域において上位３施策は水害対策、震災対策、防犯対策(安全・安

心まちづくり)となっており、すべての地域で水害対策が最も多くなっています。 
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公園やみどりに関する施策 
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※「その他」は回 の少なかった施策をまとめて整理   

「今後推進してほしい施策」の地域別割合 

 

(2) みんなのえどがわ大会議 

「江戸川区民世論調査」とは別に令和３(2021)年４月～５月に実施した「みんなのえどがわ

大会議」において、2100年の本区の姿について意見募集を行いました。 

その結果、「自然(緑、みどり)が豊かなまちを目指す」という意見が非常に多く(「自然・

緑・みどり」という単語は延べ約2,800回出現）、次いで、「公園」、「子ども」、「笑顔」、「災害」

といった単語が多く出現しています。 

また、「子どもから高齢者まで、障害者も外国人も、全ての人が笑顔で暮らせるまちを目指す」

という趣旨の意見も非常に多くなっています。 

その他、経済的な発展を求める意見においても、自然との共存や、水とみどりを活かした産

業の発展を求める声が多く、環境問題への関心の高さがうかがえる結果となっています。 
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５. 区のみどりの課題 

(1) 前計画の目標達成状況 

前計画では、みどりの将来像の実現に向け「みどりを守る」「みどりを育む」「みどりを創る」

の基本方針に対応したみどりの量や質を表す６項目の目標を設定しました。 

令和４(2022)年４月時点で、「身近な公園の充足率」については目標を達成し、残りの５項目

については目標を達成できていません。しかし、未達成の５項目のうち３項目については、平

成25(2013)年時点(前計画策定時)の よりも増加しています。 

 

前計画の目標達成状況 

みどりの目標 H25時点  R4目標  R4現状  

基本方針 

１ 

みどりを

守る 

〇農地(生産緑地)の面積 

⇒農地(生産緑地)を守り、新たな農地の

確保を目指します。 

38.45ha 40ha 34.10ha 

 

〇保護樹の本数 

⇒保護樹を守り、新たな地域のみどりを

確保します。 

352本 400本 279本 

 

基本方針 

２ 

みどりを

育む 

〇緑化の推進に満足している区民の割合 

⇒残る４割の方の半数に満足していただ

ける花と緑の場を増やします。 

57.7％ 80％ 62.8% 

 

〇アダプト活動登録者数 

⇒アダプト活動にたずさわる仲間を増や

します。 

8,501人 20,000人 10,691人 

 

基本方針 

３ 

みどりを

創る 

〇身近な公園の充足率 

⇒歩いて行ける(徒歩５分程度)身近な公

園を増やします。 

70％ 75％ 
84.5% 

（92.3%） 

 

〇公園整備に満足している区民の割合 

⇒残る４割の方の半数に満足していただ

ける公園整備をします。 

61.9％ 80％ 65.9% 

 

※令和４(2022)年現状 の矢印は平成25(2013)年からの増減を表しています 

※身近な公園の充足率R4現状 （ ）は親水公園、親水緑道、河川敷を公園として含んだ公園充足率 

 

  



50 

 

 

第
２
章  

本
区
の
現
状
と
課
題 

(2) 前計画の施策 施状況と課題 

前計画に掲げた基本方針に対する施策の実施状況および課題は、以下の通りです。 

 

① みどりを守る 

大径木や樹林地の保全と活用、樹木、樹林地所有者への支援など、貴重な緑を守るための

取組が計画通り実施できていません。特に保護樹の指定は新規が４本、解除が72本と保全が

進んでいない状況です。 

農地については、生産緑地地区や区民農園が減少しており、計画通り進んでいません。そ

のため、農地を農地として保全するための新たな支援策や取組を検討する必要があります。

その一方で、農の風景育成地区の指定、ふれあい農園などの農とふれあう機会の充実、営農

への支援については計画通り進んでいます。 

また、親水公園や親水緑道における自然性の向上など、河川における自然、生態系の保全

や水環境の保全は計画通り進んでおり、今後も継続していきます。 

 

② みどりを育む 

ボランティアの発掘と育成に関しては、各種イベントや講座の実施など、計画通り進んで

います。今後は更なるボランティアの確保に向け、SNSを活用した情報提供など、新たな

取組も検討します。 

みどりの活動の支援に関しては、小中学校での出前講座など積極的に活動を進めており、

みどりの意識を高めるための活動と合わせて学校教育と連携した取組を今後も推進していき

ます。 

また、生物調査の実施、生態系に配慮した対策の充実などの取組も計画通り進めており、

今後は本計画に生物多様性地域戦略を包含することで、一体的な取組を進めます。 

福祉との連携については、今後も継続し、植物との触れ合いを通じて、より豊かな暮らし

やすい地域づくりを進めます。 

 

③ みどりを創る 

歩いて行ける公園の充実、既存公園のリフレッシュなど、身近な公園を充実させるための

施策は計画通り進んでいます。特に歩いて行ける公園については、40公園を新規整備してお

り、充足率も84.5％(92.3％)となっています。今後も継続するとともに、民間と連携するな

ど、新たな社会情勢に対応した公園整備を検討していきます。 

また、拠点となる公園や災害から暮らしを守る公園整備も計画通り進んでおり、今後も継

続していきます。 

公共用地や民有地の緑化推進については、今後実施内容を見直しながら継続していきます。 

みどりの繋がりについては計画通り進めており、緑化だけではなく、歩道の有効幅員の確

保や歩いて楽しい歩行空間の確保などを検討します。 

みどり豊かな水辺空間について、河川沿いのさくら並木は、ボランティアの参加などを促

し、区民との協働体制のもと維持管理していくことを、今後も継続していきます。 
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(3) みどりの課題 

これまでに整理された内容を基に、本区のみどりの課題を整理しました。2100年を見据えて、

今後も引き続きみどりの課題解決に向けて取り組んでいきます。 

 

① みどりを守るためのさらなる取組 

前計画では特別緑地保全地区や保護樹林の新規指定

を施策として掲げていましたが、平成25(2013)年から

令和３(2021)年の間に特別緑地保全地区や保護樹林の

新規指定はありませんでした。また、樹木の伐採行為

の届出制度も実施まで至っていません。 

「みんなのえどがわ大会議」でも「自然(緑、みど

り)が豊かなまちを目指す」という区民意見が非常に

多く、2100年の本区の姿として、豊かな自然を残して

いくことが望まれています。 

しかし、樹林地や大径木の保存と利活用など「みど

りを守る」取組は、所有者や民間事業者の理解と協力

が必要なため、新たな施策の検討が必要です。 

 

② 農地の保全と活用 

農家の高齢化、住居や施設などの開発行為による土

地の減少から農地は生産緑地、宅地化農地ともに年々

減少を続けています。 

農地は江戸川区らしい風景や人と土とのふれあいの

場を提供する貴重なみどりとしてだけではなく、災害

時のオープンスペースとして防災機能も有していま

す。区民世論調査では、「水害対策」、「震災対策」の

区民要望が多くなっており、農地の防災機能を十分に

活用していくことが求められています。 

こうした多様な機能を持つ農地や生産緑地の保全・

活用により、身近なみどりの充実を図る必要がありま

す。 

 

③ 協働によるみどりの保全と創出 

本区では、みどり豊かなまちづくりを進めるなか

で、区民と区の協働による様々な活動が行われていま

す。アダプト活動登録者数は増加傾向ですが、良好な

みどりのまちづくりを進めるためには、活動の担い手

の育成をこれまで以上に推進する必要があり、周知方

法や新規参加者の確保方法など、施策の見直しが必要

です。 

 

  



52 

 

 

第
２
章  

本
区
の
現
状
と
課
題 

④ 身近な公園や水辺の整備 

本区では、大規模な公園や街路樹など積極的にみど

りの整備を進めており、23区内で最も広い公園面積を

誇っています。また、徒歩５分程度の歩いて行ける身

近な公園の充足率も84.5％(92.3％)と、目標 を達成

しています。 

しかし、「公園・水辺」「緑化」「街の景観」に対する

区民満足度は、10年間でほぼ変化がありません。本区

では身近な公園の整備を着実に進めていることから、

今後は区民満足度につながる公園や水辺の質を高める

整備を行い、子どもから高齢の方まで、障害者も外国

人も、全ての人が笑顔で暮らせるまちづくりに資する

ことが求められています。 

 

⑤ みどりによる防災ネットワークの形成 

大規模災害の発生リスクが高まる中、公園などのオ

ープンスペースは、防災上も重要な役割を担っていま

す。本区においても、大島小松川公園や篠崎公園が新

たに避難場所に指定されるなど、防災ネットワークの

形成を推進しています。 

また、区民世論調査で今後推進してほしい施策は、

水害対策、震災対策、防犯対策の順となっており、区

民の防災に対する意識も年々高くなっています。 

今後は、公園の高台化や防災機能の充実、火災時の

延焼遮断機能を持つ親水公園や緑道、街路樹を防災ネ

ットワークとして活用するなど、災害に強く、安心し

て暮らせる環境を作っていく必要があります。また、

公園の防災機能の周知や公園を活用した防災イベント

の実施など地域防災力向上のためのソフト対策も実施

する必要があります。 

 

⑥ 社会情勢の変化への対応 

本区はSDGs未来都市として、上位計画において

「ともに生きるまち」を目指し、SDGs17のゴール毎

の主な目標を位置づけており、みどりの基本計画にお

いても、「目標11 住み続けられるまちづくりを」「目

標13 気候変動に具体的な対策を」「目標14 海の豊かさを守ろう」「目標15 陸の豊かさも

守ろう」「目標17 パートナーシップで目標を達成しよう」など関係する目標の達成に貢献

することを目指す必要があります。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、身近なみどりやオープンスペースの柔

軟な活用に対するニーズが高まっています。江戸川区らしい水とみどりを創出するにあたっ

ては、オープンスペースの活用に加えて、脱炭素社会の推進、生物多様性への適応、グリー

ンインフラの取組推進など、新たな社会情勢の変化にも対応する必要があります。  
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第３章 基本方針と目標 

１. 基本理念 

(1) みどりの将来像 

 

 

 

 

本区では、平成14(2002)年策定の「江戸川区水と緑の行動指針」で『水・みどり、ともに

生きる豊かな暮らし』をみどりの将来像に設定し、平成25(2013)年に策定した「江戸川区み

どりの基本計画」においても、引き続き同じ将来像を掲げてきました。 

これは、豊かな水辺とふれあい、身近なみどりを育てる喜びをともに感じながら、自然と共

生し、区民が毎日を楽しく生活する姿を表現したみどりの将来像です。 

本区を取り巻く状況は日々変化し続けていますが、本区では今後も区民と区が協働しながら、

これまで育てたみどりの質をいっそう高め、全ての人が笑顔で暮らせるまちを築き、水とみど

りが暮らしに憩いを与えるみどり豊かな都市を目指していきます。 

そこで本計画では、これまでの将来像に江戸川区らしい風景の重要な要素である『農』を追

加し、さらに、本区の豊かな自然資源を活かした生物多様性の保全を掲げ、新たに『水・みど

り・農、ともに生きる豊かな暮らし～えどがわ ecological プラン～』を将来像としま

す。自然の豊かさだけでなく、心の豊かさや人と人との関わりなど、みどりを通じて豊かな暮

らしを実感できる江戸川区を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水・みどり・農、ともに生きる豊かな暮らし 

～ えどがわ ecological プラン ～ 
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2100年の江戸川区のイメージ 
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(2) 水とみどりの将来構造 

みどりの将来像を実現するための水とみどりの将来構造を以下のように設定します。 

 

都市構造を構成する要素 

・交流や賑わいと自然と触れ合う環境を創出する「拠点」 

・拠点間を連携する河川など「軸」 

・親水緑道や親水公園など拠点や軸を繋ぐ「ネットワーク」 

 

拠点 

①自然交流拠点 

葛西臨海公園・葛西海浜公園、カヌー・スラロームセンター、新左近川親水公園、江戸川・旧

江戸川河川敷、旧中川を「自然交流拠点」として位置づけ、水とみどり、自然との触れ合いに

よる広域的な交流や賑わいの創出を図ります。 

②みどりの拠点 

大規模な公園である篠崎公園、宇喜田公園、大島小松川公園、総合レクリエーション公園を

「みどりの拠点」として位置づけ、各公園がもつ機能の特長を活かし、生物多様性の確保に配

慮しながら多様な機能で自然に親しむことができる空間形成を進めとともに、広域的な交流や

賑わい創出を図ります。 

③農とみどりの拠点 

特産である小松菜、花卉
か き

をはじめ、各種農産物を生産している農地が集積するエリアを「農と

みどりの拠点」として位置づけます。農地の保全を図りながら、農業に由来する歴史・文化の

体験機会の創出や農と触れ合うことのできる空間、農と一体となったまちなみ景観を形成しま

す。 
 

軸 

①水とみどりの軸 

荒川・中川、江戸川・旧江戸川、新中川、旧中川、新川を「水とみどりの軸」として位置づ

け、生態系の保全や水辺に親しむことができる環境を充実するとともに、水辺を活かした賑わ

い創出を図ります。 
 

ネットワーク 

①水とみどりのネットワーク 

拠点と軸を緑道や街路樹などの連続したみどりで結ぶことによって、回遊性のある、アメニテ

ィ性の高い都市環境を創出します。また、河川や親水公園・親水緑道などの自然環境は、生態

系に配慮しながら保全するとともに生物生息のネットワークとして活用し、生物多様性の確保

を図ります。 

さらに、ネットワークが不足する地域の整備や軸と隣接する公園、公有地・民有地とも連携

し、水とみどりの総合的な環境を充実させます。 
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水とみどりの将来構造 
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(3) 生物ネットワーク 

第１章で示した近隣自治体における水とみどりの拠点や軸などをもとに、本区におけるエコ

ロジカルネットワークや生物多様性拠点を設定します。周辺自治体とのつながりを踏まえた上

で、本区内にある生物の拠点となるような緑地や公園などの拠点を、河川や親水緑道などの軸

で繋ぎ合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本区における生物ネットワーク 
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生物は環境の中でしか生きられない

という宿命を持っています。生物の生

活に大きく作用する環境は気温と降水

量です。熱帯雨林には多くの生物が生

活しています。この地域は気温が高

く、降水量の多い場所です。気温と降

水量が豊かな地域は、生態系の基本と

なる植物が生活するのに最適な場所で

す。生態系における食物連鎖の原点と

なる植物が豊かな地域ともいえます。

植物は 機物から有機物を生成できる

唯一の生物です。このため植物は生産者と呼ばれています。地球的にみると熱帯雨林の地域

はもちろん、中緯度の大陸東岸の地域も夏雨気候帯に位置していることから植物の生育が旺

盛な場所です。日本もこの夏雨気候帯の地域に位置しています。 

多くの植物が生活していることは、これを食料とする動物も多いことになります。植物の

種類が多いと初めに植物を食べる一次消費者としての動物の種類も多くなります。次に一次

消費者を捕らえて食べる二次消費者としての動物がいます。動物はさらに順番に次々に食べ

物としての動物を捕らえて生活していきます。最終的に他の動物に捕らえられることが い

動物を高次消費者といいます。このことからみると人も高次消費者といえます。 

多くの生物が生活するには、基礎となる植物が生活する場所が必要です。植物と動物が共

存している自然の森や林では、さらに枯れた植物や死んだ動物などを食料とする生物がいま

す。これらの生物を分解者といいます。分解者は有機物を 機物に還します。これまでの生

産者、消費者、還元者を生物群集といいます。これと大気、温度、水、土、代謝や体成分の

材料などを 機的環境といいます。この生物群集と 機的環境によって生態系が構成されて

います。多くの生物の種類と個体による生物群集が生物多様性です。この生物群集は 機的

環境と密接な関係をもちながらが生態系を形成しています。植物の生活に不備な 機的環境

の下では生物多様性を実現させることはできません。 

  

 コラム  都市における生物多様性 
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日本は植物の生育に都合の良い気候帯に位置しています

が、自然界とは異なり人がつくった都市は高温、乾燥の環

境になっています。都市の環境は人工環境ということがで

きます。都市は、人の日常生活と経済活動が高密度に展開

されている場所として、道路をはじめ建築などの構造物で

地表は覆われています。基本的に地表で生活する植物にと

って、都市は植物が生活する地表と生育の場としての地上

と地下空間も狭小になっています。必然的に都市の生物群

集は脆弱な状態になります。また偏った生き物が旺盛にな

る状況が起こります。 

都市でも水撒きした場所

や水溜りにトンボが飛来

し、クスノキ科の街路樹にアオスジアゲハ、ミカン科の庭木

などにカラスアゲハが飛来するなど植物と動物との関係をみ

ることができます。また、砂利を敷いた屋上にコアジサシが

営巣しヒナが誕生するなど人工的な 機的環境が動物の行動

と一致する事例が見られています。 

都市における生物多様性は、緑地を確保し草花や樹木を植

栽することにより１次、２次消費者の生活を担保する環境整

備が必要です。また、水要因が豊かな地域では水生植物（抽

水植物、浮葉植物、沈水植物、ヤナギ類）を水の動態に合わ

せて植栽することで動物を誘い込むことは有効です。広場で

夏草を伸ばした場所は秋の虫の生活の場となり、秋の夜の観

鳴の場所などになります。 

生物多様性は自然性の高い森や林、里山などがイメージの対象になっていますが、 機的

環境によって生物多様性の原点である食物連鎖の生物は変化します。特に人の関わり方が大

きく影響します。都市は、特殊な 機的環境によって緑を基盤とした生態系の中の食物連鎖

が切断されているともいえます。その中でも、ある種の生物は生活史を展開しています。都

市の 機的環境に対応した生物群集に焦点を当てた生物多様性の創出が求められます。 

 

江戸川区みどりの基本計画改定委員会 委員長 濱野 周泰 
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２. 基本方針 

基本理念を実現するため、下記の３つの基本方針を設定します。 

 

 

 

 

 

本区の豊かなみどりを形成する大径木や樹林地、農

地などは、区民が身近にみどりを感じることのできる

貴重な場所です。また、このようなみどりは、生物に

とっても重要な生息地となります。 

しかし近年これらの貴重なみどりが徐々に失われつ

つあり、特に農地面積は年々減少を続けており、次世

代に継承するための対策が求められています。また、

親水公園や親水緑道は江戸川区らしい景観を作り出し

ている重要な要素であり、今後も守り活かしていくこ

とが必要です。 

これらの水とみどりを守っていくために、保全のた

めの取組だけでなく、積極的な活用を進め、生物多様

性保全の視点からも、区民が望む「自然が豊かなま

ち」を目指します。 

 

 

 

 

 

 

本区の貴重なみどりや農を次世代に継承し、生物多

様性の保全を推進していくため、学校教育と連携し、

子どもたちや次世代を担う新たな人材の発掘や育成を

していくとともに、ボランティア活動の推進やイベン

トの開催などを通じて、子どもから高齢者にまで、み

どりを育む活動を広げていきます。 

また、より多くの区民に水とみどりの活動に関心を

持ってもらうための情報発信など、区民のみどりに対

する意識を高めるための取組を推進します。 

今後も区民・事業者・区が、それぞれの役割を担い

ながら一丸となってみどりを育んでいきます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

基本方針１ みどりを守る 

 

基本方針２ みどりを育む 
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新型コロナ危機を契機に、運動不足の解消やストレ

ス緩和の効果が得られる身近な自然資源である公園や

水辺などのオープンスペースは、人々が憩い集う場所

として重要性が高まっています。また、公園・緑地、

水辺空間、都市農地など、まちに存在する様々なオー

プンスペースは地域の多様なニーズに応じて柔軟に活

用することが求められています。 

みどりの量の確保だけでなく、自然生態系の保全に

配慮したみどりづくりや、良好で持続可能な都市環境

の形成に資するみどりの創出・活用など、みどりの質

への配慮が重要になります。 

具体的には、これまでと同様に歩いて行ける公園を 

充実させるだけでなく、社会情勢に合わせた新たな公園の整備や、既存公園の見直し、農地と

公園との一体的な活用による公園整備など、地域特性を活かし、新たなニーズに対応したオー

プンスペースの整備を進めます。なお、公園やオープンスペース整備の際には、エコロジカル

ネットワークを意識しつつ、生物の生息環境となる空間の確保に努めます。 

また、公園・水辺の整備や管理運営に民間活力などを導入し、賑わいづくりを推進するな

ど、誰もが笑顔で暮らせるまちを目指します。 

本区では、首都直下地震や都市型水害などに対する、区民の防災意識が年々高まっていま

す。公園の高台化、公園の防災施設の整備や防災農地の活用など、災害から暮らしを守り、安

心して暮らせるまちづくりを進めるとともに、地球温暖化やヒートアイランド現象の緩和につ

ながる水とみどりのネットワーク化を進めます。 

 

 

 

  

 

基本方針3 みどりを創る 
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３. みどりの目標 

本区が目指す「みどりの将来像」の実現に向け、「量(ハード）」・「質(ソフト）」について、「生

物多様性」の視点も踏まえた目標を設定します。 

 

計画目標 １ 《ハード目標》 

区民と協働でみどりづくりを推進する 

指          標 現状値 目標値 

区内のみどり率 30.8 ％ 31 ％ 

区民一人あたりの公園面積（陸域） 5.3 ㎡ 5.5 ㎡ 

身近な公園の充足率 92.3 % 97 % 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

 

みどりの量の豊かさを計る指標である「みどり率」は、本区が昭和45(1970)年から「ゆたかな

心、地にみどり」をスローガンに、区民一人あたりの樹木数と公園面積の目標 を10本、10㎡と

して継続して区民と協働で取り組んでいる緑化運動の成果を示す指標でもあります。 

公園面積は平成元年に葛西海浜公園の開園により海域を含み区民一人あたり10㎡を達成し、樹

木数は令和４(2022)年に区民一人あたり10本を達成しました。 

これからは、「区民と協働でみどりづくりを推進する」を目標とし、区民一人あたりの陸域公

園面積10㎡を目指します。そこで、この目標の達成状況を指標として「区内のみどり率」「区民

一人あたりの公園面積」「身近な公園の充足率」を指標に設定します。 

 

  

 
緑化運動 

 
緑化運動 
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計画目標 ２ 《ソフト目標》 

江戸川区らしい魅力あふれるみどりを実感できるまちづくりを推進する 

 

 
 

指          標 現状値 目標値 

「公園」「水辺」の整備に満足している区民の割合 66 ％ 80 ％ 

アダプト活動加入者  10,366人 12,300 人 

「みんなのこうえん」の公園  １ 園 16 園 

生物の住処となる 

バイオネスト＊を設置している公園  
5 園 65 園 

 自然観察会や生物調査などの年間参加者  1,713 人 2,000 人 

 

本区では昭和45(1970)年から実施してきた緑化運動により、現在では23区で一番広い公園面積

を誇っています。これらの「公園」や「みどり」に対し、区民が愛着を持って、今以上に活用で

きるようにするには、区民の皆様から愛着を持っていただくことが重要です。 

そこで、「江戸川区らしい魅力あふれるみどりを実感できるまちづくりを推進する」ことを目

標に、これを計る指標として「公園」「水辺」の整備に満足している区民の割合」、「アダプト活

動加入者 」を設定します。 

また、本区は３方向を河川・海に囲まれ、23区内では比較的豊かな自然環境や生態系を有して

います。この自然環境や生態系の豊かさは本区の魅力でもあります。そこでこの魅力を計る指標

として、「バイオネストを設置している公園数」「自然観察会や生物調査などの年間参加者数」を

設定します。 

 

 

 

 

  

 
アダプト活動 

 
バイオネスト 
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   コラム  地域で育む 

『みんなのこうえん』プロジェクト＊ 
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第４章 みどりの施策 

１. 施策の体系 

 

将来像 
基本 
方針 方針 施策 

      

水
・
み
ど
り
・
農
、
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
暮
ら
し 
～
え
ど
が
わ e

c
o
lo

g
ic

a
l 

プ
ラ
ン
～ 

１
．
み
ど
り
を
守
る 

(1) 
貴重なみどりを
守ります 

 ① 大径木や樹林地の保全と活用 

② 樹木、樹林地所有者への支援 

 
   

(2) 
農を守り 
活用します 

 ① 農地の保全と活用 

② 営農への支援 

③ 農とのふれあいの機会の充実 

 
   

(3) 
水の恵みを守り 
活かします 

 ① 水辺における自然、 

生態系の保全 

② 水環境の保全 

     

２
．
み
ど
り
を
育
む 

(4) 
みどりの運動 
を広げます 

 ① ボランティアの発掘と育成 

② みどりの活動の支援 

 
   

(5) 
みどりの意識 
を高めます 

 ① みどりを育む大切さの普及啓発 

② 学校教育との連携 

③ 福祉との連携 

④ 生物多様性に関する普及啓発 

    

(6) 
循環型社会の 
形成に向けた 
取組を広げます 

 ① SDGsとの連携 

② リサイクルの促進 

     

３
．
み
ど
り
を
創
る 

(7) 
身近な公園を 
充実させます 

 ① 歩いて行ける公園の充実 

② 既存公園のリフレッシュ 

    

(8) 

「拠点となる公
園」、「特色あ
る公園」を整備
します 

 ① 地域の拠点となる公園、 

特色ある公園の整備 

② 都立公園の整備 

    

(9) 
災害から暮らしを
守るまちづくりを
します 

 
① 水とみどりを活用した 

防災まちづくり 

    

(10) 
公共用地や 
民有地の緑化を
進めます 

 ① 公共用地の緑化推進 

② 民有地の緑化推進 

    

(11) 
みどりのつなが
りを広げます 

 
① 水とみどりのネットワーク形成、 

ヒートアイランド対策の推進 

    

(12) 
みどり豊かな 
水辺を創ります 

 ① 河川景観の向上 

② 水辺利用の促進 
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２. 施策の内容 

 

基本方針１ みどりを守る 

方 針 施 策 事 業 

(1) 

貴重な 

みどりを 

守ります 

① 
大径木や樹林地の 

保全と活用 

・樹木伐採行為の届出制度の導入 

・都市開発諸制度を活用した保全 

・景観重要樹木としての指定 

② 
樹木、樹林地所有者 

への支援 

・大径木などの維持管理支援 

・老朽化した大径木などの定期診断助成 

(2) 
農を守り 

活用します 

① 農地の保全と活用 

・農の風景の創出と保全 

・農地の防災機能の周知・拡充 

・農地の公園用地としての活用 

・生産緑地の減少対策 

② 営農への支援 

・農業経営基盤強化への支援 

・農業ボランティアの派遣 

・営農困難農地のあっせん 

・農産物の直売支援 

③ 
農とのふれあいの 

機会の充実 

・区民農園の新規開設 

・生産緑地の活用 

・体験型農園・ふれあい農園の整備と促進 

・幼稚園・保育園、小学校と連携した農地の

活用 

・農地を活用した農作物の直売所、農家レス

トランなどの立地誘導 

・農を活かした賑わいの創出 

(3) 

水の恵みを 

守り活かし 

ます 

① 
水辺における自然、

生態系の保全 

・水辺における自然、生態系の保全 

・親水公園や親水緑道における自然性の向上 

② 水環境の保全 
・河川の水質改善 

・雨水地下浸透化や雨水利用の促進 
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(1) 貴重なみどりを守ります 

① 大径木や樹林地の保全と活用 

樹木伐採行為の届出制度の導入 

◼ 一定基準以上の大径木について伐採する際の届出提出制度の導入を検討します。 

 

都市開発諸制度を活用した保全 

◼ 都市開発諸制度(再開発等促進区を定める地区計画、高度利用地区、特定街区及び総

合設計)を活用した建築が行われる際はみどりの保全について、民間開発事業者と連

携した取組を検討します。 

 

景観重要樹木としての指定 

◼ 景観計画と連携し、地域のシンボルとして広く親しまれている樹木などについて、景

観重要樹木としての指定を検討します。 

 

② 樹木、樹林地所有者への支援 

大径木などの維持管理支援 

◼ 保護樹に対する賠償責任保険の加入や剪定枝、落葉の回収・

処分方法など、維持管理に対する支援策について検討します。 

◼ 大径木などの適切な剪定方法やトラブルの対応方法、維持管

理に関する相談先などを示すパンフレットを作成するなど、

維持管理方法に関する情報提供を進めます。 

◼ 大径木などへの近隣住民の理解を醸成するため、保全してい

く必要性や日々の管理などについて知ってもらう機会を増や

していきます。 

 

老朽化した大径木などの定期診断助成 

◼ 老朽化した保護樹の定期診断に対して、樹木医の紹介や、維持管理に関する支援を行

うことを検討します。 

◼ 公園や学校などにおける地域から長く愛着を持たれている樹木については、地域のシ

ンボルツリーとして、樹木診断実施などの保全策を検討します。 
 

  

一之江抹香亭は、江戸前期から、抹香(香料)づくりを生業としていた

一之江村の旧家跡で、庭には、推定樹齢750年のタブの木があります。 

タブの樹皮は、抹香の原料にしていたと伝えられており、この木は通

称「抹香屋のタブ」と呼ばれています。 

 

 コラム  抹香屋のタブ 
 

 
大径木の維持管理 
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(2) 農を守り活用します 

① 農地の保全と活用 

農の風景の創出と保全 

◼ 鹿骨地域において、「農の風景育成地区」を指定して

おり、今後は営農者や地域住民と協力して、魅力の

発信や農を守る機運の醸成、農家の支援などを行い、

地域連携により農の風景を保全していきます。 

◼ 営農者や地域と協働で農業体験や本区の農業の魅力

を PRするイベントを開催します。 

◼ 経営規模の拡大などを目指す農家による自身所有の宅地などを農地へ整備する取組を

支援し、農地の創出を図ります。 

 
農地の防災機能の周知・拡充 

◼ 農地所有者の協力により、防災協力農地として協定を結び、避難空間などとして活用

を進めていくとともに、看板を掲示することで、その農地が生産の場以外にも地域に

とって重要であることを区民に周知していきます。 

◼ 災害時に生活用水を確保できるよう、防災兼用農業用井戸の整備を推進します。 

 
農地の公園用地としての活用 

◼ 農の風景育成地区内の農地や営農継続が困難となった生産緑地については、公園用地

として活用するために積極的に買取を検討し、農をテーマにした公園を整備するなど、

農の保全に努めます。 

 
生産緑地の減少対策 

◼ 区内全域において、生産緑地指定の計画的な誘導や一定規模以上の宅地化農地の保全

に努めるなど、住宅と農地が共存したまちづくりを進めます。 

◼ 生産緑地地区指定後 30 年を経過する生産緑地について、今後も農地として維持でき

るよう、農地所有者の意向も踏まえながら、特定生産緑地＊地区への指定を推進する

など、生産緑地の保全に努めます。 

◼ 営農の困難となった生産緑地に対し、都市農地貸借円滑化法＊に基づく生産緑地の貸

借を推進し、生産緑地の減少防止に努めます。 

 

  

 
農の風景育成地区（鹿骨） 

 
農の風景育成地区（鹿骨） 

 
農の風景創出イメージ 
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② 営農への支援 

農業経営基盤強化への支援 

◼ 生産緑地で都市農業を経営している企業的経営農家などを対象に、流通関連施設や生

産基盤などの施設整備事業に対して補助を行うことにより、農業経営の安定化、近代

化を促進します。 

◼ 各地の農業先進地の視察や品種改良技術の向上、情報交換などのために農業継続の意

欲のある農家が集まる講座を行い、農業経営のための基盤強化を支援します。 

 
農業ボランティアの派遣 

◼ 農業に関心を持つ区民を、高齢化や労働者不足の農家に対してボランティアとして派

遣します。ボランティアは、農作業全般にわたる営農の人的支援を実施し、同時に農

家から指導を受けることで農業技術の向上にもつなげます。 

 
営農困難農地のあっせん 

◼ 高齢化や後継者不足などにより農業の継続が難しい「営農困難農家」と農業経営の拡

充を希望している「耕作可能農家など」の間で調整・あっせんを行うことで、営農の

継続を図ります。 

 

農産物の直売支援 

◼ 本区の農産物の地元販路拡大のために、農産物を販売する直売所を紹介した「直売所

マップ」を活用します。緑のイベントでの配布や、本区の施設に設置するなど、様々

な機会を通じて、本区の農産物の紹介と販売支援に努めます。 

 

  

 
花の祭典 ～フラワーフェスティバル～ 

 
ファーマーズクラブの活動風景 
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③ 農とのふれあいの機会の充  

区民農園の新規開設 

◼ 本区の区民農園は、野菜などの栽培や収穫を体験することで、農業を身近に感じたり、

興味を持ってもらうことを目的としています。より多くの区民が利用できるよう、既

存農園の整備に加え、区民農園の新規開設を推進します。 

 

生産緑地の活用 

◼ 「農家の生業としての農業」を尊重しつつ、区民が農業にふれあう場の拡充のため、

農業体験の場や農産物の直売所などとして生産緑地の活用を進めます。 

 
体験型農園・ふれあい農園の整備と促進 

◼ 「体験型農園」は、農家が開設して利用者に作付けから収穫までの栽培指導を行いま

す。農業経営の形の一つとして、また、区民の農業体験の場として、設置を促進しま

す。 

◼ 「ふれあい農園」は、農家が育てた作物を区民が収穫し、収穫の喜びを味わえる農園

です。「ふれあい農園」に協力してくれる農家の発掘を進め、農のレクリエーション

が体験できる場の提供を促進します。 

 

幼稚園・保育園、小学校と連携した農地の活用 

◼ 東部地域(篠崎町三丁目)は、農地が集積しており、生産緑地や農業ボランティアの研

修農地、学校農園、大規模な区民農園などの多様な形態の農地があります。 

◼ 今後も区内の幼稚園・保育園、小学校と連携し、農業体験の場を提供するなど、農地

の活用を推進します。 

 
農地を活用した農作物の直売所、農家レストランなどの立地誘導 

◼ 農地を活用した農産物の直売所、農家レストランなどの立地誘導により、賑わいの創

出を図ります。 

 
農を活かした賑わいの創出 

◼ 都市農業への関心を高めるため、農地を活用したイベントや収穫体験など、区民が農

と触れ合う機会を増やすなど、農を活かした賑わいの創出を図ります。  

 
体験型農園の栽培指導 

 
ふれあい農園 
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(3) 水の恵みを守り活かします 

① 水辺における自然、生態系の保全 

水辺における自然、生態系の保全 

◼ 都会の子どもたちにとって、水辺は体験学習や環境教育の

場としても貴重な空間です。今後もＮＰＯを中心とする保

全活動や、特定外来種の駆除などに継続して取り組んでい

きます。 

◼ ビオトープ＊などを整備する際には、地域住民も管理に参

加できるように配慮するとともに、自然観察会の開催など

により、水辺の自然、生態系の大切さについての普及啓発

に努めます。 

 
親水公園や親水緑道における自然性の向上 

◼ 区内には、多くの親水公園や親水緑道が整備され、水とみ

どりのネットワークが形成されています。これらは、区民

の憩いの空間としてだけでなく、生物にとっても重要な生

息・移動空間です。そのため、水辺の生物の生息環境の向

上や水質の浄化に役立つように、地域の特長を活かしなが

ら、自然環境に配慮した水辺環境の保全・創出を進めま

す。 

◼ 親水公園・親水緑道は、かつての川や農業用水路としての歴史性を有し、周辺には寺

社など歴史的・文化的資源が点在しています。周辺のまちなみの緑化により、親水公

園・親水緑道を軸としたみどりを増やし、ゆとりやうるおいのある景観形成を進めま

す。 

 

② 水環境の保全 

河川の水質改善 

◼ 親水河川・親水公園・親水緑道などでは、植物のもつ浄化能力を利用した水質改善に

取り組みます。 

 
雨水地下浸透化や雨水利用の促進 

◼ 水は、人間のみならず、植物や昆虫などの生物にとっても

欠くことのできない大切な要素です。水の自然循環を損な

わないためにも雨水を活用する取組や、都市型水害を緩和

するためにも雨水が地面にしみこむ取組が大切です。 

◼ 道路や駐車場などの舗装の透水化や雨水貯留施設の整備を

推進します。民有地についても、「住宅等整備基準条例」

に基づいて、一定規模以上の事業に対する雨水貯留槽など

の設置に取り組みます。  

 
小松川境川親水公園 

 
体験学習の様子 

 
東部交通公園に整備された 

雨水貯留槽 
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基本方針２ みどりを育む 

方 針 施 策 事 業 

(4) 

みどりの 

運動を 

広げます 

① 
ボランティアの 

発掘と育成 

・人材の発掘や育成の支援 

・学習会や観察会の実施 

・地域による公園の維持管理 

 【みんなのこうえん】 

・みどりのまちなみレポーターの推進 

② 
みどりの活動の 

支援 

・人材の派遣 

・水とみどりの情報発信 

・みどりの基金の活用 

・事業者、NPO、エリアマネジメントなどと連

携した活動の推進 

(5) 

みどりの 

意識を 

高めます 

① 
みどりを育む 

大切さの普及啓発 

・みどりを育む意識の向上 

・身近な取組の支援 

・みどりに関するイベントの開催 

・グリーンアドベンチャー＊コースの整備 

② 学校教育との連携 

・グリーンプラン推進校における取組 

・子どもたちへの環境学習の充実 

・自然に配慮した学校の環境整備 

・みどりの大切さを伝える情報の発信 

・学校と地域とのつながりを高める緑化活動の推進 

③ 福祉との連携 
・園芸福祉の推進 

・農福連携の推進 

④ 
生物多様性に 

関する普及啓発 

・楽しむ生物調査の実施 

・地域と連携した生物多様性の保全・回復 

・生態系に配慮した対策の充実 

(6) 

循環型社会

の形成に向

けた取組を

広げます 

① SDGsとの連携 ・SDGsと連携した意識啓発 

② リサイクルの促進 ・樹木のリサイクルの促進 
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(4) みどりの運動を広げます 

① ボランティアの発掘と育成 

人材の発掘や育成の支援 

◼ 公園･緑･水辺のボランティアや桜守、ウェルカム

ガーデナー＊など、様々な個人や団体がみどりの

活動に携わっています。 

◼ 次世代の地域力向上を担う子どもたちを含めて、

新たな人材の発掘や育成、ボランティア活動など

の情報発信に努め、区民とともにみどりのまちづ

くりを推進します。 

 
学習会や観察会の実施 

◼ 本区では、「エコアクション講座」や「花とみどり

の環境学習」、「一之江抹香亭での観察会」などの

学習会や観察会が実施されています。また、「荒川

クリーンエイド」のように、区民、NPO、行政が

協働で河川の清掃を行う活動も実施しています。 

◼ 水とみどり、環境について、実践を通して楽しく

学べるプログラムを提供しながら、引き続き水と

みどりのまちづくりの普及啓発を図ります。 

 

地域による公園の維持管理 【みんなのこうえん】 

 

◼ 地域の皆様による利用ルールづくりや公園運営によって、より使いやすく魅力的な公

園づくりを進めるとともに、地域コミュニティの活性化に寄与することを目指します。 

◼ 身近な公園を「地域の庭」として町会などを中心とした「愛する会」が、清掃や除

草・草刈りなどの日常的な維持管理を行う「公園の自主管理制度(仮称）」を推進しま

す。 

 

みどりのまちなみレポーターの推進 

◼ 好きなみどりの景観や、後世に残したいみどりの風景などを公募、公表する機会を設

け、区民全員がみどりのレポーターになれる取組を推進します。 

◼ ＳＮＳなどを活用して、四季折々のみどりの情報を共有できる環境づくりを進めます。 

  

 
花とみどりの環境学習 

 
江戸川小学校すくすくスクール 
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② みどりの活動の支援 

人材の派遣 

◼ 本区では、「ボランティア講座」や「小中学校にお

ける出前授業」「花いっぱい運動」など、各分野の

専門家を派遣して、身近なことから始められる活動

を支援しています。 

◼ 専門家やコンサルタントなどの人材を派遣すること

により、区民の様々なみどりの活動を支援する取組

を引き続き進めます。 

 

水とみどりの情報発信 

◼ 民間企業による環境保護活動への支援策や、先進的な取組事例、ノウハウ、専門家の

派遣などに関する情報などは、区民活動の活性化のためには大切な情報といえます。

そこで、各種講座や会議の場、区役所やえどがわ環境財団、えどがわエコセンターな

どのホームページなどを通じて、わかりやすい情報発信を進めます。 

◼ ＳＮＳなどを活用し、みどりに関する情報検索や情報発信、情報交換など、みどりの

まちづくりに関わる人たちの交流促進を目指します。 

 
みどりの基金の活用 

◼ 平成６(1994)年に設立した「街路樹を大きく育てる基金」を活用し、街路樹マップの

作製や、街路樹健康診断・土壌改良工事などを実施してきました。引続き、基金を活

用した柔軟なみどりの活動支援を実施していきます。 

 

事業者、NPO、エリアマネジメントなどと連携した活動の推進 

◼ 区内で活動する事業者、NPO、エリアマネジメントなどの地域団体との連携・協働

の仕組みづくりを推進します。 

 

 

   コラム  江戸ッキー（水とみどりの課）インスタグラム 

江戸ッキー(水とみどりの課公式)インスタグラムで

は、オススメの公園や、花とみどりの情報をお届けして

います。みなさんも江戸ッキーアカウントをフォローし

たり、#edogawamidoriをつけた情報発信をしてみてくだ

さい。 

 

 
鹿骨小学校花いっぱい運動 
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(5) みどりの意識を高めます 

① みどりを育む大切さの普及啓発 

みどりを育む意識の向上 

◼ 水とみどりを守り育てるためには、多くの区民が活動に関わっていくことが重要です。

区民が水とみどりに触れる機会を増やし、区民一人ひとりの水とみどりへの関心を高

め、活動に関わる人材のレベルアップにつなげていくなど、区民のみどりを育む意識

の向上を図ります。 

◼ みどりを保全することの大切さについて情報提供していくほか、様々な視点から意見

交換するなど、区民と協働で農の風景やみどりの風景を守るためのプログラムを展開

していきます。 

◼ 本区が示す「江戸川区気候変動適応計画」の実現に向け、2050年のカーボン・マイナ

ス＊を掲げ、国などの最新の動向を踏まえ、排出される温室効果ガス(二酸化炭素)の

吸収・固定源として、区内の緑地、水辺の効能を検証し、都市緑地の新たな魅力と価

 を見出していきます。 

 
身近な取組の支援 

◼ 区民が身近に取り組むことのできる活動を通して、み

どりを育む意識の向上を目指します。 

◼ 町会などを中心とした「愛する会」による公園の清掃

や除草、樹木・草花への水やりなどの活動を支援しま

す。 

◼ 公園ボランティアによる活動に対して、必要な資材提

供などの支援を行います。 

 

みどりに関するイベントの開催 

◼ 本区では、「環境フェア」などのみどりに関する様々なイベントを実施するなど、み

どりを育む大切さの普及啓発を行っています。 

◼ 今後はこのようなイベントにおいて、ボランティアが育てた花の種や実を配布するな

ど、イベントを通じた緑化の普及啓発を図ります。 

 
グリーンアドベンチャーコースの整備 

◼ 身近な公園のみどりを楽しみながら、区内の名木や多様な樹種について学び、親しん

でもらうために、樹木や花の名前や特徴をクイズにしたコース(グリーンアドベンチ

ャーコース)の充実を図ります。 

◼ 大規模な公園は改修に合わせ、グリーンアドベンチャーコースの設置を検討します。 

 

  

 

ボランティア活動状況 
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 コラム  2050年の脱炭素社会の 現に向けて 
 

本区は2050年の脱炭素社会の実現に向けて、2050年温室効果ガス排出実質マイナスに取り

組む「江戸川区カーボン・マイナス都市宣言」を表明しました。 

2050年のカーボン・マイナスの達成に向け、温室効果ガスの排出削減や、排出された二酸

化炭素などをオフセットしていくことが必要になります。 

林野庁によると、樹木による二酸化炭素の吸収量は、地域や樹種、樹齢によって違いがあ

るとされ、さらに、伐採した樹木は二酸化炭素を貯蔵しているため、建物の木造化や内装の

木質化など積極的に木材利用を進めることで、都市においても炭素を貯蔵することができま

す。 

令和３(2021)年６月に閣議決定された新たな森林・林業基本計画におけるこれからの施策

の方向と５つのポイントは以下の通りです。（出典：林野庁リーフレット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間CO2固定量算定式を使った身近な樹木

（クスノキ、シラカシ、マテバシイ、ケヤ

キ、イチョウ、プラタナス類、サクラ類）

が1年間に固定しているCO2の量は右グラフ

の通り推定されます。 
※樹木の地面から1.2mの位置の幹の直径（胸高

直径）、または樹齢による算出 

 

参考：国土技術政策総合研究所 

（都市緑化樹木のCO2固定量の算出より） 
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② 学校教育との連携 

グリーンプラン推進校における取組 

◼ グリーンプラン推進校で行われて

いる、校内グリーンアドベンチャ

ー、残菜コンポスト、花・野菜の

栽培、みどりのカーテン、ビオト

ープづくり、プールのヤゴ救出作

戦などの取組を今後も継続･拡充し

ていきます。 

 

 

子どもたちへの環境学習の充実 

◼ 子どもたちへの環境学習の一環として、農家による収穫体験や、学校の実のなる木か

ら収穫した実をジャムに加工、学校のプールからトンボのヤゴの救出など、様々な体

験プログラムを検討します。 

◼ 学校農園を通して、児童・生徒への食育、環境教育などの充実を推進します。 

※ 学校農園(借地など利用)の設置状況：小学校９校 

 

みどりの大切さを伝える情報の発信 

◼ 子どものころから身近な自然に接し、みどりに親しみを持つことは、地域環境への関

心を高めるとともに、地球規模の環境保護を考える上でも重要です。 

◼ 子どもたちに向けて環境学習やボランティア活動などの様々な情報を発信し、みどり

の役割や課題、みどりを守り・育み・創ることの大切さを伝えていきます。 

 
学校と地域とのつながりを高める緑化活動の推進 

◼ 学校のみどりは地域のみどりの拠点となり、子どもたちは学校の豊かなみどりを地域

住民とともに守り育てていくことで、地域環境に関心を持つことができます。地域と

学校の絆をさらに高めるためには、子どもたちが地域社会と積極的に関わりを持つこ

とが必要です。 

◼ 子どもたちが自ら学校周辺の落ち葉などの清掃活動を行い、地域住民とともに緑化活

動に参加するなど、子どもたちと地域とのつながりを高める活動を展開していきます。 

 

  

 

小学校による緑化活動 

 

新川げんき会清掃活動 

 
小岩第五中学校 

残菜ゼロ運動 

 

みどりのカーテン 
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③ 福祉との連携 

園芸福祉の推進 

◼ 植物を育てる播種から収穫までのプロセスに幅広い年代の人々が参加して、植物と接

し、栽培する楽しみや喜びを共有する場を提供することを目指します。また、植物と

の触れ合いを通じ、より豊かな暮らしやすい地域づくりを進めます。 

 

農福連携の推進 

◼ 障害者や高齢者などの方々に対し、農業体験を通じた交流の場の提供をはじめ、自信

や生きがいづくり、健康増進などを促進するため、区民農園の一部に福祉事務所や介

護サービス事業所などを対象にした区画を設置します。 

 

④ 生物多様性に関する普及啓発 

楽しむ生物調査の実施 

◼ 身近な生物(例えばアオスジアゲハ、マハゼ、カルガ

モなど)を、本区の環境をあらわす指標生物として設

定して、その分布などを把握するため、区民の方か

らの生物情報受信体制を整えます。 

◼ 定期的に情報整理を行うことでデータを蓄積し、経

年変化の把握にも役立てます。 

◼ 区民自らが、楽しみながら身近な自然環境の様子を

把握することで、生物や自然への関心を高めます。 

◼ 生物情報アプリ「バイオーム」＊の活用を推進します。 

 

地域と連携した生物多様性の保全・回復 

◼ 公園や学校において、生物の生息・生育環境の保全や再生を図るための環境づくりを

行い、地域と連携しながら生物多様性の確保を実現していきます。 

◼ 公園などに生息・生育する動植物を保全するため、生物に配慮した公園や親水緑道、

河川緑地などの維持管理を進めます。また、地域や学校と連携し、生物多様性の重要

性について周知します。 

 
生態系に配慮した対策の充実 

◼ 自然改変を伴う事業を行う際に、生物多様性の保全のためにどのような点に配慮して

いくことが必要なのかが示されている都の「生物多様性に配慮した質の向上のための

手引き」をもとに生物多様性の普及啓発に努めます。 

◼ 特定外来生物は、放置しておくと分布を拡大しながら、在来種の生息・生育を脅かす

など、様々な被害を及ぼす恐れがあります。このため本区では積極的な特定外来生物

の駆除を検討します。  

 

篠田堀の生きもの調べ 
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(6) 循環型社会の形成に向けた取組を広げます 

① SDGsとの連携 

SDGsと連携した意識啓発 

◼ 「2030 年の江戸川区(SDGs ビジョン）」や「2100 年の江戸川区(共生社会ビジョン）」

の考えに基づき、SDGsの考え方やみどりを守り育てる大切さについて意識啓発を行

います。具体的には、一人ひとりがみどりを大切にするためのアクションプランを検

討するなど、本区が目指す「ともに生きるまち」に、各個人の取組がつながっていく

ことを周知していきます。 

 

② リサイクルの促進 

樹木のリサイクルの促進 

◼ 寄贈樹制度を活用し、区民や事業者から不用となった樹木を受け入れて公共用地など

の緑化に活用する取組を推進します。 

◼ 剪定された枝や落ち葉を再利用してつくる「バイオネスト」の活用を進めます。バイ

オネストとは、剪定枝を丸く囲い編んだ鳥の巣のようなものの中に、落ち葉や草など

を入れ、堆肥化させるためのものです。公園内で発生した落ち葉などを園内で循環さ

せることができるほか、バイオネスト自体が生物の住処となるなど、様々な効果が期

待されます。 

◼ 区内の樹木を伐採する際は、伐採した樹木を樹名板として利用するなど再利用に努め

ます。また、バイオマスとしての再生木材を積極的に利用することなどについて検討

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

バイオネスト 
 

街路樹をリサイクルした樹名板 
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基本方針３ みどりを創る 

方 針 施 策 事 業 

(7) 

「身近な公

園」を 

充 させます 

① 
歩いて行ける 

公園の充実 

・歩いて行ける公園の計画的な配置 

・公園ごとの特色を活かした整備 

・農とふれあう公園の整備 

・生物にやさしい公園づくり 

・循環型公園づくり 

② 
既存公園の 

リフレッシュ 

・公園施設長寿命化計画の運用 

・誰もが利用できるやさしい公園づくり 

・生態系に配慮したリニューアルや管理 

・誰もが健康・スポーツに親しめる環境づくり 

(8) 

「拠点となる

公園」、「特色

ある公園」を

整備します 

① 

地域の拠点となる公

園、特色ある公園の

整備 

・拠点となる公園の整備 

・インクルーシブ＊公園整備、インクルーシブ
遊具の設置 

・大規模公園におけるレクリエーションを体験
できる環境の充実 

・公園の整備や管理運営において、民間活力を
導入した賑わい創出の仕組みづくり 

② 都立公園の整備 ・篠崎公園や宇喜田公園の整備促進 

(9) 

災害から 
暮らしを守る
まちづくりを
します 

① 
水とみどりを活用し

た防災まちづくり 

・防災拠点としての公園の充実 

・親水公園や緑道、街路樹による防災ネットワ
ーク整備 

・防災船着場の活用、災害時の舟運活用に向け
た検討 

・グリーンインフラの整備 

(10) 
公共用地や 
民有地の緑化
を進めます 

① 公共用地の緑化推進 

・江戸川区街路樹指針「新しい街路樹デザイ
ン」＊に基づいた整備と管理 

・学校や公共施設の緑化 

② 民有地の緑化推進 

・緑化の充実 

・みんなの家に花いっぱい運動の推進 

・優良緑化への表彰制度の充実 

(11) 
みどりの 
つながりを 
広げます 

① 

水とみどりのネットワ

ーク形成、ヒートアイ

ランド対策の推進 

・街路樹の整備 

・親水公園・親水緑道の管理、保全、改修方針
の検討 

・再開発によるネットワーク拠点の創出 

・水とみどりの拠点・軸・ネットワークの活用 

・風の道の形成 

(12) 
みどり 
豊かな水辺を
創ります 

① 河川景観の向上 ・さくらによる河川・堤防の修景 

② 水辺利用の促進 
・親水公園・親水緑道や親水河川の利用促進 

・水辺を活用した賑わいの創出 
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(7) 身近な公園を充 させます 

① 歩いて行ける公園の充  

◼ 区内には 496箇所、777ha、区民一人あたり 11.3㎡の公園が整備されています。また、

これまで、公園が不足している地域において、新たな用地取得や開発指導による公

園整備などを進めてきました。しかし、現状として公園が不足している地域が存在

していることや、借地の公園の場合には用地返還により新たな公園不足地域が発生

する可能性があります。 

◼ 今後は、公園が必要な地域の優先順位を整理し計画的な公園整備を進め、幅広い世

代のニーズに対応する、歩いて行ける身近な公園の整備を推進します。 

 

公園ごとの特色を活かした整備 

 

◼ 新規の公園整備や既存公園の大規模な改修にあたっ

ては、公園ごとの特色を活かし、バランスよく配置

できるように取り組みます。また、自然の残る空地

や路地の活用についても可能性を探っていきます。 

 

 

 

 
農とふれあう公園の整備  

 

◼ 既存の公園と農地が隣接している場合や、大規模な農地が取得可能な場合は、農地と

して守りながら、区民が花や野菜を育てることを通じてコミュニケーションの図れる

場の整備を検討していきます。 

 

生物にやさしい公園づくり 

◼ 令和５(2023)年に閣議決定された生物多様性国家戦略を受けて、都において生物多様

性地域戦略が改定されました。生物多様性の確保という面においては、公園や学校な

どの公共のみどりは、その重要な拠点となります。 

◼ 公園の整備にあたっては、本来の自然環境や生物の生息環境を考慮した空間の確保に

努めます。 

◼ チョウやトンボ、カブトムシなどの昆虫と触れ合える公園や、魚類や甲殻類などの水

生生物を観察できる親水公園・親水緑道の整備を推進し、都市で生活する子どもたち

に、生物多様性を感じる場を提供します。 

  

歩いて行ける公園の計画的な配置 

 

なぎさ公園に整備された魔法の文学館 
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循環型公園づくり 

◼ 木材には人の心を和ませる効果、吸湿吸音効果など快適な環境を創出する効果があり、

特に遊具などに木材を使うことにより、子どもたちが木とふれあい、親しむ体験をす

ることができます。 

◼ 公園施設に、鶴岡市や安曇野市など 好都市の木材や、多摩産あるいは荒川源流の自

治体の木材を使うことは新たな形の交流につながります。引き続き、多摩産材を樹木

の控木などに活用します。 

 

② 既存公園のリフレッシュ 

公園施設長寿命化計画の運用 

◼ 平成 26(2014)年に策定した「江戸川区公園施設長寿命化計画＊」に基づき、予防保全

型管理＊を行うことで公園施設の寿命を延ばし、公園施設の安全性の確保、コストの

縮減、平準化を図る維持補修を進めます。 

 

誰もが利用できるやさしい公園づくり 

◼ 子どもから高齢者まで、誰もが利用できる魅力的でやさしい公園づくりを進めます。 

◼ 地域住民のライフスタイルに応じた公園の機能の充実や、バリアフリーやユニバーサ

ルデザイン＊などに配慮した整備、ピクトサイン＊の多言語化などを検討します。 

 

生態系に配慮したリニューアルや管理 

◼ 公園のリニューアルに際しては、生物にやさしい環境づくり(バタフライガーデンや

トンボ池など)に取り組みます。 

◼ 日常の維持管理においても、例えば草刈りの時期と回数を調整することで、昆虫の生

息環境や鳥の採餌空間を確保するなど、生態系に配慮した管理を推進します。こうし

てできた生物の生息できる草地では、観察会の開催、管理作業へのボランティアの参

画など生物を介した新たなコミュニティの形成を目指します。 

 

誰もが健康・スポーツに親しめる環境づくり 

◼ 公園の新設や改修に併せて、誰もが気軽に運動で

きる健康器具の設置を検討するなど、子どもから

高齢者まで多世代が利用できる公園づくりに取り

組みます。また、地域住民の意向を取り入れなが

ら公園を運営します。 

◼ 健康の道や大規模公園などでは、気軽にウォーキ

ングやジョギングを楽しむことができる環境の充

実を図ります。  
 

水辺のスポーツガーデン 
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(8) 「拠点となる公園」、「特色ある公園」を整備します 

① 地域の拠点となる公園、特色ある公園の整備 

拠点となる公園の整備 

◼ 区内には、都立公園を除くと、地域の拠点となるような面積が 5,000 ㎡以上の大規模

な公園が少ない状況です。 

◼ 拠点となる公園が不足している地域では、人口動向や社会動向を踏まえながら、学校

用地や工場跡地、未利用地などの活用を検討していきます。 

◼ 既存公園に隣接する土地の取得、高規格堤防＊事業やスーパー堤防＊事業の機会をとら

えた公園・緑地の整備などにより、地域の拠点となる公園の整備推進を図ります。 

◼ 地域特性に応じて、Park-PFIなどによる民間活力の導入により、特色のある公園を目

指します。 

 

インクルーシブ公園整備、インクルーシブ遊具の設置 

◼ 近年、インクルーシブ公園と呼ばれる、障害のある子もない子も一緒に遊ぶことがで

きる遊び場の整備が進んでいます。インクルーシブ遊具には、車イスで登れるすべり

台、背もたれのついたブランコなどがあり、誰もが分け隔てなく遊ぶことができます。 

◼ 本区でもインクルーシブ遊具を取り入れた公園整備の検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 コラム  インクルーシブ公園、遊具 
 

インクルーシブ公園では、１つの公園で違う身体能力を持った子どもたちが同じことを

隣同士で楽しめる遊具が設置されています。また、園路をはじめ敷地内に段差がほとんど

 く、車いすやベビーカーの方はもちろん、誰もが快適に移動しやすいアクセシビリティ

に考慮されています。 

 

 

 

 

 

車いすに乗ったままでも 

遊ぶことが出来る砂場 

練馬区豊玉公園（東京都練馬区） 

それぞれの子に合ったタイプを選んで

遊べる平板型と椅子型、円錐型の 

3種類のブランコ 

都立砧公園（東京都世田谷区） 

出典：「だれもが遊べる児童遊具広場」整備ガイドライン（東京都建設局公園緑地部公園建設課） 
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大規模公園におけるレクリエーションを体験できる環境の充実 

◼ 大規模公園では、みどりを楽しみながら、スポーツやバーベキュー、散策など、気軽

に様々なレクリエーションを体験できる施設の整備や環境の充実を図ります。 

 

公園の整備や管理運営において、民間活力を導入した賑わい創出の仕組みづくり 

◼ 公園の整備や管理運営においては、民間活力を導入した賑わい創出の仕組みづくりを

進めます。 

◼ 民間事業者と連携し、飲食店、売店などの便益施設からの収益を、公園の整備・改修

などへ活用する Park-PFI制度の導入を検討し、推進します。 

 

② 都立公園の整備 

篠崎公園や宇喜田公園の整備促進 

◼ 区内には５つの都立公園がありますが、そのうち篠崎公園と宇喜田公園は未開園の区

域が多い状況です。 

◼ 篠崎公園は、みどりの拠点として「郷土の森」を創出する計画があり、野鳥の観察や

住民参加によりみどりを育むエリアが計画されています。また、東京都地域防災計画

において「大規模救出救助活動拠点＊」に位置づけられているほか、整備計画内でも

「震災時のみならず、水害時にも対応できるよう、公園に隣接する市街地とのつなが

りを考慮して、広場の高台化(A.P+６ｍ)と避難動線の確保を図る」と位置づけられ

ており、避難場所や広域の救援・復興活動の拠点として、極めて重要な役割を担って

います。 

◼ 大規模救出救助活動拠点に指定されている、環状七号線周辺の他の都立公園と比較し

て、篠崎公園の整備率は低いことから、今後も都に整備促進を要請していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
篠崎公園 

 
宇喜田公園 



85 

 

  

第
４
章  

み
ど
り
の
施
策 

(9) 災害から暮らしを守るまちづくりをします 

① 水とみどりを活用した防災まちづくり 

防災拠点としての公園の充実 

◼ 公園内には、雨水貯留施設、ソーラー照明、災害時対応トイレ、かまどベンチ、防災

井戸などの防災施設を設置します。また、それらの防災施設が災害時に効果を発揮で

きるように、町会などの防災訓練や通常時における活用など、利活用のルールづくり

も推進していきます。 

◼ 高台化した公園は水害時の一時避難場所や、物資輸送などの中継拠点としての機能を

担います。今後も高規格堤防事業やスーパー堤防事業、都立公園の整備事業などと連

携し、公園の高台化を推進していきます。 

◼ 高規格堤防やスーパー堤防の整備にあたっては、防災性の向上と同時に親水性を高め、

「川」と「まち」とをつなぎ、水辺と調和する良好な環境の整備を促進します。 

◼ 木造住宅が密集する地域では、地区計画や密集住宅市街地整備促進事業に合わせて公

園や広場などのオープンスペースを確保し、地区の防災性や住環境の改善を図ります。 

 
親水公園や緑道、街路樹による防災ネットワーク整備 

 

◼ 親水公園・親水緑道においては、延焼遮断帯や避難路としての防災空間機能、消火及

び生活用水としての水利機能の充実を図ります。 

◼ 都市計画道路の整備と併せて街路樹の整備充実を図ります。 

◼ 親水公園、緑道、街路樹などの延焼遮断機能を活用し、みどりによる防災ネットワー

クを形成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 コラム  葛西臨海公園「防災情報ひろば」 
 

園内のクリスタルビュー地下１階には、防災に関わる情報を発信する場として「防災情

報ひろば」があります。非常時持ち出し品などの展示や、パネルによる防災に対する心構

えや備えの紹介、葛西臨海公園の発災時の役割や防災施設の説明などを展示しています。 

 

 

 

 

 

出典：東京都公園協会ホームページ 
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防災船着場の活用、災害時の舟運活用に向けた検討 

◼ 水上交通システムは、災害時にも有効活用ができる

ため、既存の防災船着場などについては、国や都、

近隣区などと連携し状況に応じた活用を検討します。 

 

 

 

 

 

 

グリーンインフラの整備 

◼ 近年、自然環境が有する多様な機能を賢く利用する「グリーンインフラ」を通じ、次

世代を見据えた効果的・効率的な社会資本整備や土地利用、ひいては持続可能で魅力

ある国土・都市・地域づくりを進めることが求められています。 

◼ グリーンインフラ活用型都市構築支援事業を活用するなどし、「グリーンインフラ」

で持続可能なみどりあふれるまちづくりを目指します。 

◼ 本区では、公園内に「雨庭(あめにわ)＊」を整備し、降った雨を土の中にため、ゆっ

くりと地面にしみ込ませる取組を行っています。大雨が降った時、排水管に流す雨水

を減らすことで、まちに水があふれるのを防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンインフライメージ 

  

救援物資輸送活動訓練の様子 
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(10) 公共用地や民有地の緑化を進めます 

① 公共用地の緑化推進 

江戸川区街路樹指針「新しい街路樹デザイン」に基づいた整備と管理 

◼ 本区では、昭和 50 年代から 60 年代にかけて、

多くの街路樹を植栽し、みどり豊かな街路を整

備してきました。 

◼ 街路樹は、私たちが日々の生活の中で移動空間

として使用している道路に植栽されており、自

然地や公園などに植栽された樹木とは生育環境

が異なります。その中には、樹形の乱れにより

景観を損ねたり、通行の支障になるなど、樹形

の作り直しが必要なものもあります。また、道

路にはライフラインが埋設され、柵・標識・信

号などの安全施設が併設されている箇所もあります。こうした生育環境のなか、植栽

後 20～30 年を経過する街路樹が、周辺の舗装を持ち上げて歩行に支障をきたしてい

たり、狭い歩道で大きく枝を張って越境するなど、街路樹を取り巻く環境において

様々な課題が生じています。 

◼ みどりの量の維持と質の向上を図るため、江戸川区街路樹指針「新しい街路樹デザイ

ン(平成 21(2009)年 4月策定）」に基づいた街路樹の整備や更新を推進しています。こ

の方針に基づき、既存の街路樹については、各路線の状況に合わせた効果的な樹形管

理を行うために、路線別目標樹形を設定し、樹冠(樹高)・枝張り・下枝を揃えるなど、

統一感のある景観づくりを進めていきます。また、歩道幅員や植樹桝の空間スケール

と樹木の特性(枝や根の伸長など)を考慮しながら、周囲との調和や将来の景観を見据

えた街路樹の適切な維持管理を進めていきます。 

 

学校や公共施設の緑化 

◼ 学校や公共施設の緑化に関しては、施設単位で緑化を行うだけではなく、例えば隣接

街路樹にあわせた樹種の選定など、周辺地域のみどりとの調和を図りながら改修時の

再整備や今あるみどりの維持管理を行います。 

  

 
船堀街道の街路樹 
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② 民有地の緑化推進 

緑化の充実 

◼ 都市部では、公園の整備などによる公的空間での緑の確保には限界があり、市街地の

大半を占める民有地の緑化を推進することが重要です。 

◼ 本区では、「住宅等整備基準条例」に基づいて、一定規模以上の開発に対して敷地の

緑化を推進してきました。また、景観条例や景観地区、地区計画により、みどりの都

市景観形成を進めています。 

 
みんなの家に花いっぱい運動の推進 

◼ 心をこめて草花を育てたり、庭づくりを楽しんでいる方たちが、花や緑を通じて互い

にふれあい、その輪が広がっていくことが、美しいまちづくりにつながります。 

◼ 区民主体の「花のまちづくり」「景観まちづくり」などの活動を踏まえて、花やみど

りを育てる喜びや美しく飾る楽しさを地域で共有する“みんなの家に花いっぱい運動”

のさらなる普及啓発を目指し、活動を推進します。 

 

優良緑化への表彰制度の充実 

◼ 質の高い民有地の緑化を進めるためには、緑化に対する関心･意欲を高めるための取

組が重要です。そこで、まちを元気にする活動や地域らしさを活かした建築物を表彰

する「景観まちづくり賞」において、緑化のみならず、周辺環境と調和し、特に優れ

た景観を創出したと認められる建築物や活動などを表彰します。また、受賞した作品

は区のホームページに掲載するなど、さらなる緑化の推進に寄与することを目指しま

す。 
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(11) みどりのつながりを広げます 

① 水とみどりのネットワーク形成、ヒートアイランド対策の推進 

街路樹の整備 

◼ 街路樹はヒートアイランド現象の抑制や大気浄化など環境面の保全効果や、水辺や公

園などをつなぎ鳥類や昆虫などの移動経路としての役割も果たします。 

◼ みどりのつながりを広げ、都市の生物多様性を確保するためにも、公園や緑地の保全

とともに街路樹や緑道などの整備による水とみどりのネットワークの形成を推進しま

す。 

◼ 都市計画道路の整備や区画整理事業、街路樹の更新時期に合わせ、必要な機能に見合

った樹種選定や植栽環境の改善など、街路樹のさらなる充実を図ります。 

 

親水公園・親水緑道の管理、保全、改修方針の検討 

◼ 親水公園・親水緑道には、整備されてから長い年月が経過し、舗装や施設の全面的な

見直しが必要な路線もあり、今後の維持管理の方向性を定める必要があります。 

◼ 本区の緑化の歴史を語る親水公園・親水緑道には、各路線にその時代を象徴する石積

みや多自然型護岸＊などの特徴があります。現在は、それらの特徴を活かしつつ効率

的に維持管理をするための工夫が求められています。 

◼ 整備当初のコンセプトと時代ニーズの変化、区民の意見を踏まえながら、維持管理や

保全・改修のための方針検討を行います。 

 

再開発によるネットワーク拠点の創出 

◼ 市街地再開発事業などのまちづくりの機会

を捉えて、良好なまちなみ景観の誘導、敷

地内のみどりやオープンスペースの充実、

商業施設による賑わいの創出を図ります。

また、防災広場や帰宅困難者が一時的に滞

在できる施設の整備を促進します。 

◼ ＪＲ小岩駅周辺では市街地再開発事業など

のまちづくりが進んでおり、誰もが楽しみ

満足できる商業環境と、都市の魅力を満喫

できる住環境を整えた賑わいのある「小岩らしい」景観形成を図るため、景観地区に

指定されています。 

◼ ＪＲ平井駅北口では、市街地再開発事業によるまちづくりが進んでおり、地域の玄関

口としてふさわしい賑わいのある景観形成と、自然豊かな川と緑地に囲まれた地域の

特性を活かした空の広がりを感じる景観づくりを図るため、景観地区に指定されてい

ます。 

◼ 船堀四丁目周辺では市街地再開発事業で、区役所新庁舎や複合施設の整備が予定され、

街の景観が大きく変わる契機を迎えています。このため、これらの拠点施設と既存市

街地や幹線道路、船堀グリーンロードとの調和を図るため景観地区に指定されていま

す。 

 
良好なまちなみ景観の誘導 
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水とみどりの拠点・軸・ネットワークの活用 

◼ 河川空間を活かした賑わいを支える施設として、飲食・売店などの利便施設や休憩施

設、交流施設などの設置を検討します。また、水辺や公園などの公共空間を芸術・文

化活動の場として活用できる仕組みを検討します。 

◼ 大規模な公園である篠崎公園、宇喜田公園、大島小松川公園、総合レクリエーション

公園を「みどりの拠点」として位置づけ、各公園がもつ機能の特長を活かし、多様な

機能で自然に親しむことができる空間形成を進めます。 

◼ 荒川・中川、江戸川・旧江戸川、新中川、旧中川、新川を「水とみどりの軸」として

位置づけ、生態系の保全や水辺に親しむことができる環境を充実するとともに、観光

資源としても活用し、水辺を活かした賑わいを創出します。 

◼ 生活に密着した身近な水辺空間である親水公園・親水緑道は、「水とみどりの生活軸」

として位置づけ、水辺環境を活かして、四季の彩りを楽しめる環境の形成を図ります。 

◼ 拠点と軸を緑道や街路樹などの連続したみどりで結ぶことによって、回遊性のある、

アメニティ性の高い都市環境を創出します。ネットワークの不足する地域の整備や軸

と隣接する公園、公有地・民有地とも連携し、水とみどりの総合的な環境を充実させ

ます。 

 

風の道の形成 

◼ 河川と公園・緑地を親水公園・親水緑道、街路樹などでつなぎ、ネットワークを形成

することにより「風の道」の形成に努めます。また、緑陰空間の連なりを創出するこ

とで、夏季の暑さの緩和に努めます。 

◼ 道路の整備・更新にあたっては、環境に配慮した透水性舗装＊にするなど歩きやすく

快適な道づくりを進めます。 
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(12) みどり豊かな水辺を創ります 

① 河川景観の向上 

さくらによる河川・堤防の修景 

◼ 区内には、１万５千本のさくらが植えられてお

り、多くの名所があります。 

◼ 小松川千本桜や新川千本桜はその代表であり、

今後もさくらの植栽による修景を進め、河川景

観の向上を図っていきます。 

◼ 整備されたさくら並木では、「えどがわ桜守」

などのボランティア、区民と協働で守り育てて

いきます。 

 

② 水辺利用の促進 

親水公園・親水緑道や親水河川の利用促進 

◼ 区内には、総延長が約 27kmにも及ぶ親水公園や親水緑道が整備されています。また、旧

中川や新川の親水空間の整備にも取り組んできました。今後は、ユニバーサルデザイン

に基づいたベンチやサインの充実を図り、だれもが訪れやすい水辺空間を創出します。 

◼ 水上スポーツの場や観光資源、自然観察や歴史との触れあいの場として、区民とのパ

ートナーシップのもと、水辺環境の利用の促進に努めていきます。 

 

水辺を活用した賑わいの創出 

◼ 江戸川・旧江戸川沿川では、ポニーランド、江

戸川水閘門、スポーツランド、水辺のスポーツ

ガーデン、サイクリングロード、親水緑道など

多様な資源の連携や、沿川における公園の新

設・再整備などにより、新たな賑わいの創出を

図ります。 

◼ 旧中川では、大島小松川公園や建築物との調和

を図り、水上スポーツなど水辺利用を進めると

ともに、国や都、江東区と連携し荒川ロックゲートの活用を推進します。 

◼ 新川では、千本桜や江戸情緒あふれる景観など、観光資源の活用を図ります。 

◼ 新左近川親水公園では、総合レクリエーション公園再整備の一環として、水辺の賑わ

いを生み出すエントランス広場などを整備し、水上スポーツの拠点を形成します。 

◼ カヌー・スラロームセンターは、水上スポーツやレジャーを楽しめる施設として活用

を推進します。また、葛西臨海公園・葛西海浜公園との連携により海辺を活用した賑

わいの創出を促進します。 

 

  

 
小松川千本桜 

 
新左近川親水公園カヌー場 
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みどりの施策が実施されたイメージ 
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①学校ではみどりのカ

ーテンづくりなどが

行われています。 

 ④地域のみなさんが公

園や河川をきれいに

したり、みどりを育

てています。 

 

②農地を活用した農作

物の直売所、農家レ

ストランなどが増え

ています。 

 ⑤障害のある子もない

子も一緒に遊ぶこと

ができる、インクル

ーシブ遊具を取り入

れた遊び場づくりを

検討します。 

 

③地域のシンボルにな

る大きな木をみんな

で守っています。 

 ⑥生物の保全活動や、

外来種の駆除などに

取組んでいます。 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 
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第５章 地域別計画 

本章では、区内を７つの地域に分け、それぞれの地域に

ついて、地域の特性を踏まえたみどりの取組方針や生物多

様性の確保の方針を示します。 

なお、地域別計画策定にあたっては、関連する計画と整

合を図ります。 

各地域を構成する町丁目は、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地域を構成する町丁目 

地域 地域の構成 

１ 小松川・平井地域 小松川一丁目から四丁目、平井一丁目から七丁目 

２ 中央地域 

中央一丁目から四丁目、松島一丁目から四丁目、松江一丁目から七丁

目、東小松川一丁目から四丁目、西小松川町、大杉一丁目から五丁目、

西一之江一丁目から四丁目、春江町四丁目、上一色一丁目から三丁目、

本一色一丁目から三丁目、一之江一丁目から八丁目、西瑞江四丁目一番

地から二番地・十番地から二十七番地、江戸川四丁目十五番地から二十

五番地、松本一丁目・二丁目、興宮町 

３ 葛西地域(北部) 

春江町五丁目、西瑞江五丁目、江戸川五丁目・六丁目、一之江町、二之

江町、船堀一丁目から七丁目、宇喜田町、東葛西一丁目から三丁目、西

葛西一丁目、中葛西一丁目から二丁目、北葛西一丁目から五丁目 

４ 葛西地域(南部) 

東葛西四丁目から九丁目、西葛西二丁目から八丁目、中葛西三丁目から

八丁目、南葛西一丁目から七丁目、清新町一丁目・二丁目、臨海町一丁

目から六丁目、堀江町 

５ 小岩地域 
東小岩一丁目から六丁目、西小岩一丁目から五丁目、南小岩一丁目から

八丁目、北小岩一丁目から八丁目 

６ 鹿骨地域 

新堀一丁目・二丁目、春江町一丁目、谷河内一丁目、鹿骨町、鹿骨一丁

目から六丁目、上篠崎一丁目から四丁目、篠崎町一丁目・二丁目・七丁

目・八丁目、西篠崎一丁目・二丁目、北篠崎一丁目・二丁目、東松本一

丁目・二丁目 

７ 東部地域 

春江町二丁目・三丁目、東瑞江一丁目から三丁目、西瑞江三丁目・四丁

目五番地から九番地、江戸川一丁目から三丁目・四丁目一番地から十四

番地、谷河内二丁目、下篠崎町、篠崎町三丁目から六丁目、南篠崎町一

丁目から五丁目、東篠崎町、東篠崎一丁目・二丁目、瑞江一丁目から四

丁目 
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１. 小松川・平井地域 

(1) 地域の概況 

① 地域の成り立ち 

小松川・平井地域は、区の西端に位置し、江東区、墨田区、葛飾

区と隣接した、荒川・中川と旧中川に囲まれた地域です。 

明治時代に平井駅が開業し、大正時代には耕地整理事業＊により

基盤整備や工場立地が進み、昭和初期には平井駅周辺に商店街が形

成されました。戦後は区外へ工場が移転し、住宅開発が活性化する

ようになり、住宅が密集する市街地へと変わりました。小松川地区

では、市街地再開発事業により、大規模な住宅団地や大島小松川公

園が整備されました。平井地区は、早くに商業が発展した地区であ

り建築物の老朽化などが進んでいますが、補助第120号線や公共イ

ンフラ整備、駅前地区での共同建替えなどが実施されました。ま

た、地域内には、平井聖天や平井の渡し、荒川ロックゲート、寺社集積など、歴史を感じる資

源が点在し、約1,000本の桜(小松川千本桜)が植栽された荒川の河川景観や、自然に配慮して整

備された旧中川の自然環境、道路整備に合わせて植栽された街路樹など、みどりが豊富に整備

されています。 

現在は、平井駅周辺において、商業の活性化や新たな賑わいの創出に向けたまちづくりが進

展しています。 

 

② 人口・世帯 

人口は、平成31(2019)年までは微増の傾向にありましたが、その後減少に転じ、令和５

(2023)年には55,732人となっています。ピークの57,764人から約2,000人減少しています。 

世帯数は、令和４(2022)年はやや減少に転じましたが、全体的には増加傾向にあり、令和５

(2023)年には29,147世帯となっています。 

みどりの面積は、平成28(2016)年に164.2ha、令和３(2021)年に161.9haとやや減少していま

す。 

 
  

小松川・平井地域の人口推移と 

みどりの面積(ha) 
小松川・平井地域の世帯数推移 
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③ 土地利用 

⚫ 市街地再開発事業によって整備された小松川地区では、集合住宅を中心とした土地利用と

なっています。 

⚫ 平井地区は独立住宅が中心の土地利用となっており、中小規模の工場も点在しています。 

⚫ 旧中川沿線は、大規模な工場が点在し、住工が共存する土地利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用(小松川・平井地域)  

（令和３(2021)年度区部土地利用現況調査） 
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④ みどりの現状 

⚫ 小松川地区には大島小松川公園などの大規模な公園が整備されており、平井地区には小規

模な公園が点在しています。 

⚫ 荒川右岸全域には公園・運動場など、旧中川左岸の一部には原野・森林(葦原
あ し は ら

)が広がって

おり、みどりのオープンスペースが豊かなエリアとなっています。 

⚫ 本地域には 39園の公園があり、このうち 1,000㎡未満の公園は 21園(53.8％)、1,000以上

2,500㎡未満の公園は 7園(17.9％)、2,500㎡以上の公園は 11園(28.2％)となっています。 

⚫ 本地域のみどりの目標に対する現状は以下のとおりです。 

指          標 現状値 

地域のみどり率 44.7％ 

区民一人あたりの公園面積(陸域) 7.6ｍ2 

身近な公園の充足率 94.4％ 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

みどりの状況(小松川・平井地域) 
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(2) これまでの取組 

 

年 主な取組 

明治 32(1899)年 総武鉄道(現ＪＲ総武線)平井駅開業 

昭和 ６(1931)年 荒川放水路開削工事竣工 

昭和 47(1972)年 小松川運動公園開園 

昭和 53(1978)年 都営新宿線東大島駅開業 

昭和 55(1980)年 
平井運動公園開園 

亀戸・大島・小松川地区の市街地再開発事業に着手(完了) 

平成 ２(1990)年 小松川地区の高規格堤防整備着手(完了) 

平成 ９(1997)年 
大島小松川公園開園 

平井七丁目地区の高規格堤防整備着手(完了) 

平成 15(2003)年 
小松川千本桜完成 

下平井水辺の楽校登録 

平成 17(2005)年 荒川ロックゲート完成 

平成 23(2011)年 旧中川の護岸整備が完了 

平成 30(2018)年 旧中川のカヌー体験教室開催 

令和 ３(2021)年 旧中川カヌーツーリング開催 

 

(3) 魅力と課題 

① 魅力 

【豊かな水辺とみどり】 

⚫ 小松川・平井地域は、河川に囲まれ、大規模な河川緑地が広がっており、豊かな水辺とみ

どりに囲まれた地域となっています。 

⚫ 荒川の高規格堤防上の広場には、小松川千本桜が整備され、桜以外にも四季折々の花々が

楽しめます。さらに、「小松川千本桜を愛する会」をはじめ、市民団体による活動が活発

になっています。 

⚫ 市街地再開発事業によって新しいまちなみとなったエリアでは、街路樹や敷地内への植栽

など、豊かなみどりが計画的に配置されています。 

⚫ 本地域は、荒川・中川と旧中川の貴重な水辺空間に囲まれていることや、大規模な公園整

備、まちづくりと一体となったみどりの整備などがなされていることから、エコロジカル

ネットワークが形成され、旧中川ではカワセミの営巣が確認されるなど貴重な生物種が生

息しています。河川敷やビオトープでは、そのような生物と触れ合うことも可能です。 

【スポーツ・レクリエーション】 

⚫ 大島小松川公園は、旧中川・荒川との一体性により、地域住民にうるおいや安らぎを与え

るとともに、スポーツ・レクリエーションを楽しめる空間となっています。 

⚫ 平井運動公園・小松川運動公園は荒川河川敷を活かして整備された公園であり、野球場や

少年サッカー場、ソフトボール場などがあり、自然の中でスポーツを楽しむ環境が整って

います。 

⚫ 旧中川は護岸整備により親水性が向上し、近年は旧中川ボートフェスティバルやカヌー体

験教室が開催されるなど、水辺利用による賑わいが創出されています。 
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【魅力ある歴史資源】 

⚫ 平井地区は、古くにまちが形成されたため、旧道や寺社など多くの歴史資源があります。

そのような歴史資源とみどりが融合した、地域ならではの景観がみられます。 

 

② 課題 

【都市基盤整備、防災への配慮】 

⚫ 小松川地区は、市街地再開発事業により、大規模公園や水辺空間などが整備されています

が、特に平井地区の密集市街地では、小規模な公園などは点在しているものの、十分なオ

ープンスペースが確保できていない状況です。また、細街路の多い既成市街地では、まち

づくりに合わせて、防災の視点からグリーンインフラなどによるみどりの充実が必要です。 

⚫ 平井駅周辺は、地区の拠点として賑わいの創出が求められるとともに、駅前にふさわしい

オープンスペースやみどりの確保を進めることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【多様な生物種の保全】 

⚫ 地域内には大規模公園や河川緑地があるものの、まちなかには生物多様性拠点となるよう

な場所が少ない状況です。また、多様な生物種が確認されているものの、外来種も多いこ

とから、ウラギクなど、現在確認されている重要種や貴重な在来種を守っていくことが必

要です。 

 

  

平井駅北口 平井親和会商店街 

小松川千本桜 旧中川 
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(4) 地域の将来像と方針 

① 将来像 

 

新旧のまちを大河川に咲く桜が繋ぐ水辺豊かなまち 

 

② 方針 

◆都市基盤を活かした水とみどりのネットワーク拡充 

⚫ 平井地区では、まちづくりに合わせて、防災に寄与するみどりを充実させます。また、駅

周辺は地域のみどりの拠点・地域の玄関口として魅力的なみどりの景観形成を進め、賑わ

いを創出します。 

⚫ 蔵前橋通り、京葉道路、ゆりのき橋通りなど、幹線道路の街路樹を活かしたみどりのネッ

トワーク整備を推進します。 

⚫ 旧道や寺社などの多くの歴史資源とみどりを融合させた環境づくりを進めます。 

 

◆公園の有効活用 

⚫ 大島小松川公園をみどりの拠点と位置づけ、地域住民のレクリエーションの場や、生物多

様性拠点としての拡充を図ります。 

⚫ 平井公園や小松川ゆきやなぎ公園など比較的規模の大きな公園は、ボランティア活動やイ

ベント会場となるなどコミュニティ拠点としての役割を担っています。また、「小松川千

本桜を愛する会」などの団体と、引き続き協働していきます。今後もこれらの拠点を中心

として、地域全体にみどりの運動を広げていきます。 

 

◆河川や公園を活用した生物多様性の保全 

⚫ 荒川・中川、旧中川、補助第 120 号線をエコロジカルネットワーク、大島小松川公園を生

物多様性拠点として位置づけ、エリア特性に応じた生物多様性の保全を行います。 

⚫ 身近な公園の整備を行う際は、まちなかの生物多様性拠点となるように配慮し、整備を推

進します。 

⚫ 自然に配慮して整備された旧中川では自然環境が再生されており、引き続き保全・育成し

ていきます。 

⚫ 荒川河川敷では、干潟や葦原
あ し は ら

など自然環境保全を引き続き行っていきます。また、下平井

水辺の楽校や専門職大学など、自然環境保全とともに環境学習の場として活用できる拠点

を拡充していき、意識啓発などに努めます。 

 

◆豊かな水辺空間を活かした環境づくり 

⚫ 荒川河川敷などの豊かな水辺空間では、スポーツやレクリエーション機能の充実や河川景

観の向上を図ります。 

⚫ 水辺空間の活用として、旧中川ではカヌー体験教室が開催されています。このような取組

を拡大させ、水辺に親しめる機会を充実させていきます。 
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みどりと生物多様性の方針図(小松川・平井地域) 
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２. 中央地域 

(1) 地域の概況 

① 地域の成り立ち 

中央地域は、区の中央に位置し、葛飾区と隣接した、荒川・中川

と新中川に囲まれた新大橋通り以北の区域です。 

昭和23(1948)年に区役所が小松川から中央地域に移転したことで

行政拠点となり、グリーンパレス、総合文化センター、中央図書館

などの文化施設が充実したまちとなっています。また、昭和50年代

に下水道の普及が進み、親水公園が整備されたことにより、住環境

の改善が図られました。昭和60年代には交通基盤や駅前広場の整備

などが進展し、交通利便性も大きく向上しています。親水公園をは

じめとした豊かな水辺空間、農地などの貴重な自然資源を有してい

ます。 

今後は、文化施設の集積や親水公園などの水辺環境を活かしながら、住環境の更なる魅力向

上を図ります。 

 

② 人口・世帯 

人口は、平成31(2019)年までは増加傾向にありましたが、その後減少に転じ、令和５(2023)

年には137,781人となっています。ピークの141,121人から約3,300人減少しています。 

世帯数は、増加傾向にあり、令和５(2023)年には67,942世帯となっています。 

みどりの面積は、平成28(2016)年に174.5ha、令和３(2021)年に171.8haと減少しています。 

 

 
  

中央地域の人口推移と 

みどりの面積(ha) 

中央地域の世帯数推移 
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③ 土地利用 

⚫ 地域全体として独立住宅や集合住宅が多く、住宅、商業、工場、事業所などが混在した土

地利用となっています。 

⚫ 地域の中央部である中央、松江、西一之江では工場の集積が見られます。 

⚫ 上一色、本一色、興宮町、松本、大杉、一之江などの環七通り周辺は、独立住宅が中心の

土地利用となっており、一部で不整形な街区が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用(中央地域)  

（令和３(2021)年度区部土地利用現況調査） 
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④ みどりの現状 

⚫ 南北に親水公園が整備され、まちなかには身近な公園がバランスよく整備されています。 

⚫ 戸建ての住宅地の中に農地が点在しています。 

⚫ 本地域には 138園の公園があり、このうち 1,000㎡未満の公園は 75園(54.3％)、1,000以

上 2,500㎡未満の公園は 46園(33.3％)、2,500㎡以上の公園は 17園(12.3％)となっていま

す。区民一人あたり公園面積は７地域で一番少ない状況です。 

⚫ 本地域のみどりの目標に対する現状は以下のとおりです。 

指          標 現状値 

地域のみどり率 24.2％ 

区民一人あたりの公園面積(陸域) 1.9ｍ2 

身近な公園の充足率 95.0％ 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

※ 一之江境川親水公園は中央地域と葛西地域（北部）にまたがっているため、 

園数は両地域において１園ずつ、面積は分割して計上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの状況(中央地域) 
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(2) これまでの取組 

 

年 主な取組 

昭和 ６(1931)年 中川放水路(中川)開通 

昭和 37(1962)年 区役所新庁舎(現庁舎)落成 

昭和 38(1963)年 新中川放水路(新中川)開通 

昭和 49(1974)年 「親水公園を愛する会」順次結成 

昭和 57(1982)年 小松川境川親水公園順次開園 

昭和 60(1985)年 小松川境川親水公園完成 

昭和 61(1986)年 都営新宿線一之江駅開業 

平成 ４(1992)年 仲井堀親水緑道完成 

平成 ８(1996)年 一之江境川親水公園完成 

平成 18(2006)年 一之江境川親水公園沿線景観地区指定 

平成 22(2010)年 一之江抹香亭開園 

平成 24(2012)年 かんたんの里開園 

 

(3) 魅力と課題 

① 魅力 

【うるおいある親水公園】 

⚫ 小松川境川親水公園、一之江境川親水公園は水とみどりのネットワークを形成し、親水公

園沿いのみどりにより四季を感じることができる空間になっています。また、一之江境川

親水公園沿線は、全国初の景観地区に指定され、親水公園だけでなく、周辺と一体となっ

た景観形成を促進しています。 

⚫ 親水公園の一部や原さくら通りなどには桜が植栽され、桜の名所と呼ばれるエリアが点在

しています。 

 

【生物多様性拠点】 

⚫ まちなかには親水公園や親水緑道が整備されていることから、豊かな生物多様性ネットワ

ークが形成されています。 

⚫ 荒川・中川と新中川に挟まれており、荒川と中川の間の中堤には多くの自然地が残り、新

中川には多自然型護岸が多く整備されています。 

⚫ 「かんたんの里」のはらっぱや「一之江ひだまり公園」の雨水貯留槽の雨水を活かした池

など、生物の生息環境に配慮した空間整備がされていることから、小さな生物多様性拠点

が点在し、中央森林公園では日本最小のタカである「ツミ」の繁殖が確認されました。 

⚫ 一之江境川親水公園では、魚や昆虫、水生植物が生息できるように、新中川から取水し、

水深や川底に工夫をしています。 

  



107 

 

 

第
５
章  

地
域
別
計
画 

【地域コミュニティ】 

⚫ 寺社や農地が集積し、歴史とみどり、農とみどりが調和したまちなみが形成されています。 

⚫ 文化施設が集積しており、これらの施設は地域の歴史や農業文化、みどりや生物多様性に

触れ合うことができる場として、活用されています。 

⚫ 地域住民により、「親水公園を愛する会」が結成されており、各種イベントの開催、自然

観察会、清掃などを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題 

【河川における親水空間の整備・拡充】 

⚫ 荒川と中川の間の中堤は、自然地が多く存在し身近に自然と親しむことのできる環境が充

実しています。しかし、市街地からは河川越えなければアクセスできない環境にあるため

地域住民の日常的な利用は少ない状況になっています。 

 

【防災性向上に資する新たなみどり空間の確保】 

⚫ 駅周辺などでは、土地区画整理事業により都市基盤が整備され、良好な住環境やみどり環

境が形成されています。一方で、木造住宅が密集している地域も多く、そのような地域で

はみどりが少なくなっています。また、地域全体として、公園は小規模のものが多く、規

模の大きな公園が不足しています。 

 

【農地の保全】 

⚫ 生産緑地、宅地化農地がともに減少を続ける中で、地域に点在する貴重な農地を保全する

ための取組が必要です。特に生産緑地は、地区指定後 30年が経過すると指定解除が可能と

なるため、これらの農地を保全するため特定生産緑地への指定推進や、都市農地貸借円滑

化法に基づく農地の貸借など様々な対策が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
中央地域まつり 

 
小松川境川親水公園 
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(4) 地域の将来像と方針 

① 将来像 

 

親水公園のせせらぎと地域活力にあふれたまち 

 

② 方針 

◆幹線道路を活用したエコロジカルネットワークの形成 

⚫ 幹線道路の多くは荒川・中川、新中川や親水公園に繋がるため、アクセス環境の改善とあ

わせてエコロジカルネットワークの形成を意識し、生物の生息空間となるような街路樹整

備を促進します。 

 

◆親水公園を軸としたみどりのまちづくり・生態系の保全 

⚫ 地域を縦断するように２つの親水公園が整備され、特徴的な空間が形成されています。親

水公園を水とみどりの生活軸と位置づけ、親水性や豊富なみどりの空間を拡充するととも

に、エコロジカルネットワークの形成にも力を入れていきます。 

⚫ 「親水公園を愛する会」などの区民団体と連携し、みどりのまちづくりや生態系の保全を

図ります。 

⚫ 「かんたんの里」や「一之江ひだまり公園」などの小さな生物多様性拠点を活用し、講習

会や生物観察会を行います。 

 

◆密集住宅市街地整備促進事業などのまちづくりに合わせた新たなみどりの創出 

⚫ 密集住宅市街地整備促進事業などのまちづくりに合わせ、公園の整備・拡充や街路樹、生

垣などの新たなみどりの創出を図ります。 

⚫ より規模の大きい公園を充実させるため、既存公園に隣接する土地の取得など、機会をと

らえた整備を進めます。 

 

◆点在する農地の保全・活用 

⚫ 地域の北部や東部には農地が多いエリアが点在しています。生産緑地指定の計画的な誘導、

宅地化農地の保全、営農支援や農地の貸借など、農地を減少させないための取組を進めて

いきます。 

 

◆集積する文化施設を活用した歴史やみどりの情報発信 

⚫ 中央地域には、総合文化センターや郷土資料館などの公共施設、一之江抹香亭、松本弁天、

香取神社などの歴史文化施設が集積しています。これらの施設を活用し、本区の歴史やみ

どりについて情報発信するなど、区民のみどりに対する関心向上を図ります。 
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みどりと生物多様性の方針図(中央地域)  
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３. 葛西地域(北部) 

(1) 地域の概況 

① 地域の成り立ち 

葛西地域(北部)は、区の中央に位置し、江東区、浦安市、市川

市と隣接した、荒川・中川と旧江戸川に囲まれた葛西橋通り以

北、新大橋通り以南の地域です。 

昭和30年代までの人々の生活は農業と漁業が中心であり、水田

と蓮田が広がる田園地帯でした。昭和40年代からは、東西線の開

通や都営新宿線の船堀駅開業、全国初の親水公園となる古川親水

公園の整備などにより、交通利便性や住環境が向上し、まちが発

展していきました。平成に入ると、新川では江戸情緒ある河川空

間づくりなどが始まり、地域独自の景観形成が行われてきまし

た。また、荒川・中川と旧江戸川の川沿いや、多世代が楽しめる

宇喜田公園・行船公園など、多種多様なみどりのオープンスペー

スがみられます。 

今後は、船堀駅周辺への庁舎建設に伴い、みどりあふれる新たな賑わいの創出に向けたまち

づくりを進めていきます。 

 

② 人口・世帯 

人口は、令和２(2020)年までは毎年増加していましたが、その後減少に転じ、令和５(2023)

年には90,978人となっています。ピークの92,552人から約1,500人減少しています。 

世帯数は、令和４(2022)年はやや減少に転じましたが、全体的には増加傾向にあり、令和５

(2023)年には45,399世帯となっています。 

みどりの面積は、平成28(2016)年に137.1ha、令和３(2021)年に136.6haとやや減少していま

す。 

 

  

葛西地域(北部)の人口推移と 

みどりの面積(ha) 

葛西地域(北部)の世帯数推移 
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③ 土地利用 

⚫ 地域全体として、独立住宅と集合住宅が共存する土地利用となっており、一部エリアに大

規模な工場や住居併用工場が共存する土地利用もみられます。 

⚫ 船堀駅周辺は、商業、集合住宅が混在する土地利用となっています。 

⚫ 北葛西一丁目や妙見島では、大規模な工場などが立地し、産業的土地利用が中心となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用(葛西地域(北部))  

（令和３(2021)年度区部土地利用現況調査） 
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④ みどりの現状 

⚫ 宇喜田公園をはじめとして、大規模～小規模な公園・運動場などが点在しています。 

⚫ 荒川・中川、旧江戸川や新川の川沿いや、親水公園(古川親水公園、一之江境川親水公園)、

宇喜田公園や行船公園など多世代が楽しめるみどりが整備されています。 

⚫ 本地域には 61園の公園があり、このうち 1,000㎡未満の公園は 33園(54.1％)、1,000以上

2,500㎡未満の公園は 14園(23.0％)、2,500㎡以上の公園は 14園(23.0％)となっています。

区民一人あたり公園面積は中央地域に次いで少ない状況です。 

⚫ 本地域のみどりの目標に対する現状は以下のとおりです。 

指          標 現状値 

地域のみどり率 30.2％ 

区民一人あたりの公園面積(陸域) 2.4ｍ2 

身近な公園の充足率 90.6％ 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの状況(葛西地域(北部)) 
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(2) これまでの取組 

 

年 主な取組 

昭和 ６(1931)年 中川放水路(中川)開通 

昭和 25(1950)年 行船公園開園 

昭和 49(1974)年 古川親水公園完成 

昭和 58(1983)年 都営新宿線船堀駅開業 

平成 元(1989)年 
行船公園に平成庭園・源心庵落成 

葛西親水四季の道完成 

平成 ４(1992)年 新川の護岸工事・耐震工事に着手 

平成 ８(1996)年 一之江境川親水公園完成 

平成 14(2002)年 宇喜田公園開園 

平成 18(2006)年 一之江境川親水公園沿線景観地区指定 

平成 23(2011)年 古川親水公園沿線景観地区指定 

平成 25(2013)年 新川の護岸の耐震化・遊歩道整備完了、新川さくら館開館 

平成 27(2015)年 新川千本桜完成 

 

(3) 魅力と課題 

① 魅力 

【江戸情緒ある河川空間】 

⚫ 新川沿川や親水公園などは、江戸情緒あふれる空間やみどりにより四季を感じることがで

きる空間が整備されており、地域らしい景観が形成されています。また、古川親水公園沿

川や寺社が集積する東葛西地区は、地域の魅力である歴史資源が残っており、古川親水公

園沿線を景観地区に指定し、親水公園だけでなく、周辺と一体となった景観形成を促進し

ています。 

⚫ 町会・自治会が中心となって、古川親水公園の清掃活動などが実施されています。 

 

【水とみどりに親しめる空間】 

⚫ 本地域は、荒川・中川及び旧江戸川の大河川に囲まれ、まちなかを流れる新川は水とみど

りのネットワークを形成しています。各河川沿いは護岸整備などが進み、散策やサイクリ

ングなどが楽しめる、豊かな親水空間が形成されています。 

⚫ 地域住民や地域団体の交流拠点となる、新川さくら館が整備され、イベントなどで賑わい

が生まれ、地域コミュニティの育成などにも繋がっています。 

 

【多様な機能を持つ宇喜田公園・行船公園】 

⚫ 宇喜田公園には、スポーツ・レクリエーションを楽しむことができる大規模な多目的広場

や遊具広場があります。 

⚫ 行船公園には、自然動物園や日本庭園、水生池、釣り池などがあり、多世代が楽しめる大

規模公園となっています。また、約 600 ㎡の水生池には葦やスイレンといった水生植物が

生育し、アズマヒキガエルやギンヤンマなどのトンボ類が生息しており、カワセミの飛来

も確認されています。また、公園内では在来種である二ホンミツバチの研究がされていま

す。 

⚫ 本区は、戦後にかけて全国有数の金魚生産地となり、現在では養殖業者が減少したものの、

その品質は日本のトップクラスを誇り、金魚のふるさと江戸川区と呼ばれ、行船公園では
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毎年「金魚まつり」が開催されるなど、金魚との触れ合いや歴史を伝える機会を提供して

います。 

 

【船堀駅前周辺地区のまちづくり】 

⚫ 船堀駅周辺地区では、令和 12(2030)年度、区役所本

庁舎移転が予定されています。船堀駅前周辺地区

は、本庁舎移転に合わせ、防災性が高く、みどりと

賑わいあふれるまちづくりを進めており、本区や地

域の新たな拠点として整備されます。 

⚫ 令和５(2023)年３月には船堀駅前地区を対象に「船

堀駅前地区高台まちづくり基本方針」を策定してお

り、大規模水害から住民の命を守るとともに、新た

な時代を見据えた区の中心にふさわしい持続可能な

拠点を形成し、まちの価 向上を図ることができる

「高台まちづくり」を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題 

【歴史資源の活用】 

⚫ 東葛西付近は、寺社が集積する特色ある景観を活かしながら、みどりやオープンスペース

が適切に整備された住環境の改善を誘導していくことが求められます。 

 

【多様な水・みどり空間の確保】 

⚫ 新川、古川親水公園、一之江境川親水公園、葛西親水四季の道や、船堀グリーンロードな

どの整備は進められているものの、生物多様性の小さな拠点がやや少ない状況です。大規

模公園だけでなく、小さな生物多様性拠点を整備していくことで、より生物に優しい環境

にしていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
新庁舎外観イメージ 

 
高台まちづくりのイメージ 

出典：災害に強い首都「東京」形成ビジョン【概要版】（令和２年12月） 

古川親水公園 船堀グリーンロード 



115 

 

 

第
５
章  

地
域
別
計
画 

(4) 地域の将来像と方針 

① 将来像 

 

江戸情緒あふれる河川の歴史・文化に新たな拠点が融合するまち 

 

② 方針 

◆水とみどり、歴史を活かした環境づくり 

⚫ 新川沿いに整備されている江戸情緒あふれる空間や、地域に点在する寺社などの歴史資源

を活かし、歴史とみどりが融合した環境づくりを進めていきます。 

 

◆良好な都市基盤を活かした水とみどりのネットワークの拡充 

⚫ 船堀駅周辺は、区役所本庁舎移転を契機に「高台まちづくり」を実施し、防災活動拠点を形成す

るとともに、地域のみどりの拠点および地域の玄関口に相応しい景観を形成します。 

⚫ みどり豊かな幹線道路を活用したエコロジカルネットワークの整備を推進します。 

⚫ 中央地域～葛西地域（北部）にまたがって船堀街道沿いに整備されている船堀グリーンロード

では四季折々の樹木によるみどりの景観形成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆水辺空間の利活用促進 

⚫ 新川や親水公園沿いは、桜並木や親水空間が整備されています。これらをより魅力的な空

間として多くの人に利用してもらうために、新川さくら館の活用促進、地域団体との連携、

イベントの開催などを促進していきます。 

 

◆生物多様性拠点の整備 

⚫ 宇喜田公園・行船公園をみどりの拠点及び生物多様性拠点と位置づけ、レクリエーション

や憩いの場としての機能の拡充、生物の生息環境の拡充を図るとともに、船堀街道などの

緑道とも隣接していることから、大規模な生物多様性拠点として周辺のネットワークを意

識した整備を促進します。 

⚫ 小規模な生物多様性の拠点となる場所がやや少ないことから、生物の生息空間に配慮した

公園整備を推進します。 

 

◆公園不足地域の解消、公園機能の充  

⚫ 地域の東部には、公園が不足しているエリアが多くなっています。既存の公園機能の充実

を図るとともに、まちづくりと合わせた新規公園の整備を進めていきます。 

⚫ 集積する寺社などの歴史資源を活かし、適切に公園やみどりのオープンスペースを確保し

ていきます。  

 
新庁舎周辺のみどりのイメージ 
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みどりと生物多様性の方針図(葛西地域(北部)) 
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４. 葛西地域(南部) 

(1) 地域の概況 

① 地域の成り立ち 

葛西地域(南部)は、区の南端に位置し、江東区、浦安市と隣接して

います。荒川・中川と旧江戸川に囲まれた葛西橋通り以南の区域であ

り、地域南端は東京湾に面しています。 

昭和30年代までは農業や干潟を活かした海苔づくりなどが営まれて

いましたが、昭和40年代の東西線の開通以降、葛西橋通り以南の地域

で土地区画整理事業が活発化し、昭和50年代に入ると集合住宅や大規

模公園が整備され、良好な住環境をもつまちへと発展しました。昭和

60年代以降は、葛西臨海公園駅の開業や葛西臨海公園・葛西海浜公園

の開園により、臨海部には、多くの人が訪れる新たなレクリエーショ

ン空間が誕生しました。平成30(2018)年には、葛西海浜公園が東京都

内で初めて「ラムサール条約湿地」として登録されました。 

また、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の会場として使用されたカヌー・ス

ラロームセンターが水上スポーツの賑わいを創出しています。 

 

② 人口・世帯 

人口は、令和２(2020)年までは増加傾向にありましたが、その後減少に転じ、令和５(2023)

年には162,341人となっています。ピークの164,130人から約2,000人減少しています。 

世帯数は、令和４(2022)年はやや減少に転じましたが、全体的には増加傾向にあり、令和５

(2023)年には83,162世帯となっています。 

みどりの面積は、平成28(2016)年に240.5ha、令和３(2021)年に243.9haと増加しています。 

 
  

葛西地域(南部)の人口推移と 

みどりの面積(ha) 

葛西地域(南部)の世帯数推移 

 

  

       
       

       
       

       
              

     

     

 30

 3 

  0

   

  0

   

  0

100 000

110 000

1 0 000

130 000

1 0 000

1 0 000

1 0 000

1 0 000

 013  01  01  01  01  01  01  0 0  0 1  0   0 3

（人） （  ）



118 

 

 

第
５
章  

地
域
別
計
画 

③ 土地利用 

⚫ 葛西駅・西葛西駅周辺は、商業、集合住宅が混在する土地利用となっています。 

⚫ 環七通り沿道には、商業系の土地利用も見られます。 

⚫ 土地区画整理事業などが多く実施され、地域全体として、良好な都市基盤をもつ集合住宅

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
土地利用（葛西地域（南部）） 

（令和３(2021)年度区部土地利用現況調査） 
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④ みどりの現状 

⚫ 葛西臨海公園・葛西海浜公園や総合レクリエーション公園といった大規模公園が整備され

ており、公園・運動場などの占める割合が高くなっています。 

⚫ スポーツだけでなく、釣りや水辺でのバーベキューやデイキャンプなどのアクティビティ

や生物多様性拠点もあり、多様なみどりを楽しめる地域です。 

⚫ 本地域には 54園の公園があり、このうち 1,000㎡未満の公園は 12園(22.2％)、1,000以上

2,500㎡未満の公園は 17園(31.5％)、2,500㎡以上の公園は 25園(46.3％)となっています。 

⚫ 本地域のみどりの目標に対する現状は以下のとおりです。 

指          標 現状値 

地域のみどり率 34.6％ 

区民一人あたりの公園面積(陸域) 8.4ｍ2 

身近な公園の充足率 93.3％ 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの状況(葛西地域(南部)) 
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(2) これまでの取組 

 

年 主な取組 

昭和 ６(1931)年 中川放水路(中川)開通 

昭和 44(1969)年 東西線開通(葛西駅開業) 

昭和 54(1979)年 東西線西葛西駅開業 

昭和 58(1983)年 総合レクリエーション公園一部開園 

昭和 59(1984)年 新左近川親水公園完成 

昭和 63(1988)年 京葉線葛西臨海公園駅開業 

平成 元(1989)年 
葛西臨海公園・葛西海浜公園の一部開園 

葛西親水四季の道完成 

平成 ３(1991)年 新長島川親水公園完成 

平成 ５(1993)年 総合レクリエーション公園開園 

平成 ６(1994)年 葛西臨海公園内に鳥類園開園 

平成 ９(1997)年 左近川親水緑道完成 

平成 30(2018)年 葛西海浜公園が「ラムサール条約湿地」として登録 

令和 元(2019)年 新左近川親水公園カヌー場完成 

令和 ２(2020)年 カヌー・スラロームセンター開設 

令和 ３(2021)年 東京オリンピックでのカヌー(スラローム)競技開催 

令和 ５(2023)年 魔法の文学館開館 

 

(3) 魅力と課題 

① 魅力 

【レクリエーション空間】 

⚫ 葛西臨海公園には、水族園、鳥類園、大観覧車、ホテルなどの施設が整備されており、葛

西海浜公園を含めて、東京湾有数のレクリエーション空間となっています。 

⚫ 総合レクリエーション公園は、西葛西駅前から東は旧江戸川に隣接するなぎさ公園までの

東西約３㎞にわたり、各種遊び場が連なる個性的な公園となっており、子どもが楽しめる

環境が充実しています。 

⚫ なぎさ公園内には、「魔法の文学館(江戸川区角野栄子児童文学館)」が開設され、児童文

学の素晴らしさを広く世界に向けて発信し、子どもたちが自由に本を選び、手にとって親

しむことで、夢のふくらむ豊かな想像力を育むことができる場を創り出しています。 

⚫ フラワーガーデンのバラ園やなぎさ公園のツツジ園では、花の見頃の時期には多くの人が

訪れ、賑わいの場となっています。 

⚫ 令和元(2019)年に新左近川親水公園カヌー場が完成し、四季折々の自然と触れ合いながら、

豊かな水辺に親しめるカヌースポーツの拠点が整備されました。初心者から競技者まで幅

広い層がカヌーを楽しむことができます。  
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【みどり豊かな空間】 

⚫ 荒川・旧江戸川沿いの緑道は、水とみどり豊かな快適な歩行空間が形成されています。 

⚫ 新左近川親水公園周辺には、左近川親水緑道、新長島川親水公園が整備されています。新

左近川親水公園では釣りが楽しめ、水辺でのバーベキューやデイキャンプが楽しめる広場

も設置されています。 

⚫ 計画的な市街地整備が行われた地域であるため、公園などの都市基盤が充実しています。 

 

【豊かな生物多様性】 

⚫ 葛西海浜公園沖合の自然干潟である葛西沖三枚洲は、東京湾に残された貴重な自然空間と

なっており、ラムサール条約湿地にも登録されました。 

⚫ 葛西海浜公園は、ラムサール条約の９つの基準のうち、次の３つを満たしています。 

基準４ 生活環の重要な段階を支える上で重要な湿地 

    スズガモ・カンムリカイツブリが該当 

基準５ 定期的に２万羽以上の水鳥を支えている湿地 ガンカモ類が該当 

基準６ 水鳥の１種又は１亜種の個体群の１％以上を定期的に支えている湿地  

スズガモ・カンムリカイツブリが該当 

⚫ 小規模な生物多様性拠点も多くあり、仲町公園では、小規模なビオトープに葦が生え、水

生生物やトンボの生息地となっています。清新町緑道の一画にはバタフライガーデンが整

備され、様々な種の蝶が集まる空間が整備されています。また、食草植物としてミソハ

ギ・ミカン、吸蜜植物としてランタナ、百日草、ユリオプスデイジーを植栽しています。

自然保護や環境教育の目的づくり、訪れる人に蝶の生態や環境について学ぶ機会を提供し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題 

【都市基盤整備、防災への配慮】 

⚫ 東葛西付近は、大半が「区画整理事業を施工すべき区域」に指定されており、狭い道路が

多く、公園や広場が不足している公園不足地域が多く存在しています。 

まちづくりに合わせて、防災の視点から、グリーンインフラなどによるみどりの充実が必

要です。 

 

【老朽化した大規模公園の更新】 

⚫ 総合レクリエーション公園や葛西臨海公園など開園後 30年以上が経過した公園は施設の老

朽化が進んでいます。これらの大規模な公園をこれからも地域の顔として活用していくた

めには適切な更新や維持管理が必要となります。 

 

  

 
バタフライガーデン 

 
葛西臨海公園 
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(4) 地域の将来像と方針 

① 将来像 

 

海をのぞみ、豊かな水・みどり・生物多様性が広がるまち 

 

② 方針 

◆総合レクリエーション公園や葛西臨海公園・葛西海浜公園など、 

地域の顔となる公園を活用したみどり機能の拡充 

⚫ 総合レクリエーション公園をみどりの拠点、葛西臨海公園・葛西海浜公園を自然交流拠点

及び生物多様性拠点と位置づけます。両公園にはそれぞれ特徴となる施設や遊び場が整備

され、区外からも多くの来訪者がみられます。総合レクリエーション公園においては、地

域の顔として、公園機能の拡充、適切な更新や維持管理など、みどりの計画的な整備など

を進めていきます。 

 

◆豊かな自然環境を活かした生態系の保全とエコロジカルネットワークの形成 

⚫ ラムサール条約湿地に登録された葛西海浜公園は、生物多様性拠点として保全に努めます。

ラムサール条約は、湿地の「保全・再生」とともに「賢明な利用」を目的とし、これらを

促進する「交流・学習」を基本理念としていることから、本公園においても、基本理念に

沿った取組を実施していきます。 

⚫ 荒川・中川と旧江戸川では多様な生物が確認されており、生物の生息空間を引き続き保

全・育成していきます。 

⚫ まちなかには大規模公園や親水緑道、親水公園が多く整備され、豊かなみどり空間が広が

っています。エコロジカルネットワークや生物の生息空間を意識した整備を促進していき

ます。 

⚫ 仲町公園のビオトープや清新町緑道のバタフライガーデンなどの小規模な生物多様性拠点

においては、引き続き生物の生息・成育空間を考慮した維持管理を進めます。 

 

◆親水空間を活用した環境づくり 

⚫ 左近川親水緑道、新左近川親水公園、新長島川親水公園周辺を、自然交流拠点と位置づけ

ます。特に新左近川親水公園では、みどりや水辺に親しめるレクリエーション空間が豊富

に整備されているため、さらなる賑わいが生まれるような工夫や、機能拡充などを検討し

ていきます。 

⚫ 新左近川親水公園では、水辺の賑わいを生み出す空間を整備し、みどりの中で水上スポー

ツを楽しめる拠点を形成します。 

 

◆公園を活用した防災機能の強化 

⚫ 総合レクリエーション公園などの大規模公園には災害に備えた施設などが整備されており、

発災時の災害対応や平時の防災訓練などに活用し、地域防災力のさらなる向上を図ります。 

⚫ 東葛西付近では公園が不足している地域があり、まちづくりに合わせ、防災に寄与するみどり

の拡充など、機能の強化を図ります。 
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みどりと生物多様性の方針図(葛西地域(南部)) 
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５. 小岩地域 

(1) 地域の概況 

① 地域の成り立ち 

小岩地域は、区の北端に位置し、江戸川と新中川に囲まれた地域

で、葛飾区、松戸市、市川市と隣接しています。 

明治時代の小岩駅開業により地域が発展し、関東大震災後は市街

化が進みました。昭和40年代になると、総武線の複々線化に併せ

て、小岩駅の駅舎改修や南口商店街のアーケード整備などが行わ

れ、商業地として急速に発展しました。 

上小岩遺跡や渡し跡、旧道など歴史を感じる資源を有しているほ

か、農地が点在する低層の住宅地のまちなみや、親水緑道のネット

ワークなど、豊かな水とみどりの空間が形成されています。 

現在は、地域の拠点である小岩駅周辺で、魅力ある様々なまちづ

くりが行われています。 

 

② 人口・世帯 

人口は、平成28(2016)年以降増加に転じ、令和２(2020)年までは増加傾向が続いていました

が、その後減少に転じ、令和５(2023)年には96,650人となっています。ピークの98,479人から

約2,000人減少しています。 

世帯数は、全体的には増加傾向にあり、令和５(2023)年には52,539世帯となっています。 

みどりの面積は、平成28(2016)年に127.2ha、令和３(2021)年に125.2haとやや減少していま

す。 

 
  

小岩地域の人口推移と 

みどりの面積(ha) 

小岩地域の世帯数推移 
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③ 土地利用 

⚫ 江戸川右岸一帯には、大規模な公園・運動場などが整備され、みどりのオープンスペース

が広がっており、まちなかには小規模な公園が整備されています。 

⚫ 東小岩は農地が点在する住宅地が形成されています。 

⚫ 小岩駅・京成小岩駅周辺、蔵前橋通り沿道、千葉街道沿道、柴又街道沿道において、商業

施設の立地がみられます。 

⚫ 北小岩は整形な区画の住宅地が形成されている一方で、南小岩や西小岩は、街区が不整形

な住宅密集地となっており、戸建て住宅と共同住宅が共存している土地利用がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用(小岩地域)  

（令和３(2021)年度区部土地利用現況調査） 
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④ みどりの現状 

⚫ 江戸川右岸一帯には、大規模な公園・運動場などが整備され、みどりのオープンスペース

が広がっており、まちなかには小規模な公園が整備されています。 

⚫ 本地域には 65園の公園があり、このうち 1,000㎡未満の公園は 49園(75.4％)、1,000以上

2,500㎡未満の公園は 13園(20.0％)、2,500㎡以上の公園は３園(4.6％)となっています。

身近な公園の充足率が７地域で一番低くなっています。 

⚫ 本地域のみどりの目標に対する現状は以下のとおりです。 

指          標 現状値 

地域のみどり率 29.0％ 

区民一人あたりの公園面積（陸域） 5.1ｍ2 

身近な公園の充足率 81.7％ 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

みどりの状況(小岩地域) 
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(2) これまでの取組 

 

年 主な取組 

明治 32(1899)年 総武鉄道(現総武線)小岩駅開業 

大正 元(1912)年 京成本線江戸川駅開業 

昭和 ７(1932)年 京成本線京成小岩駅開業 

昭和 27(1952)年 フラワーロードのアーケード完成 

昭和 38(1963)年 新中川放水路(新中川)開通 

昭和 57(1982)年 小岩菖蒲園開園 

昭和 63(1988)年 親水さくらかいどう完成 

平成 元(1989)年 西小岩親水緑道完成 

平成 ２(1990)年 
上小岩親水緑道完成 

下小岩親水緑道完成 

平成 ３(1991)年 興農親水緑道完成 

 

(3) 魅力と課題 

① 魅力 

【歴史資源の点在】 

⚫ 北小岩は、柴又街道と江戸川に囲まれ、遺跡や渡し跡、旧道などの多様な歴史を有してい

るとともに、上小岩親水緑道や親水さくらかいどうなどの親水緑道が整備されています。

東小岩は、天然記念物の「影向の松」がある善養寺や農地の集積があり、歴史とみどりが

融合した住環境やまちなみが形成されています。 

 

【江戸川河川敷のみどりと生物多様性】 

⚫ 江戸川河川敷には、スポーツやレクリエーションを楽しむための空間や、憩い、やすらぎ

のための空間が形成されています。 

⚫ 江戸川やその河川敷には、多様な生物の生息が確

認されています。 

⚫ 明治 23(1890)年５月 11日に北小岩四丁目先におい

て、牧野富太郎博士が世界的に見ても例の少ない

食虫植物のムジナモを日本で初めて発見しまし

た。ムジナモは水草で光合成もしますが、ミジン

コなどを栄養にする食虫植物です。 

 

【花を通じた賑わい・交流拠点の形成】 

⚫ 小岩フラワーロードで開催される花壇コンクー

ル・フラワーまつりや、小岩菖蒲園まつり、善養

寺影向菊花大会など、花を通じた賑わいが形成さ

れています。小岩菖蒲園は、５月から６月に約５

万本の花菖蒲が咲き誇り、花の名所となっていま

す。 

 

   
小岩菖蒲園まつり 

 
石碑（ムジナモ発見の地） 
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【ＪＲ小岩駅周辺地区のまちづくり】 

⚫ ＪＲ小岩駅周辺地区では、「子どもも

大人も熟年者もみんなが安心して暮ら

し、昼も夜も安全に楽しめるまち。緑

やこもれびがあり毎日でも訪れたくな

る私たちの憩いの場。みんなに元気を

与え、みんなを笑顔にするまち。「百

年商栄都市・小岩」その繁栄を人々の

和がつなげていく。まちが生活の一部

になる。」そんな小岩のまちを目指し

大規模なまちづくりを進めています。 

 

② 課題 

【身近な公園の確保】 

⚫ 小岩駅周辺や江戸川沿川の市街地には、木造住宅の密集や細街路が多くみられます。また、

特に北小岩には歩いて行ける身近な公園が不足しています。そのような場所では、農地・

未利用地の活用や、まちづくりに合わせ、公園の整備が求められます。 

 

【農地の保全】 

⚫ 生産緑地、宅地化農地がともに減少を続ける中で、地域に点在する貴重な農地を保全する

ための取組が必要です。特に生産緑地は、地区指定後 30年が経過すると指定解除が可能と

なるため、これらの農地を保全するため特定生産緑地への指定推進や、都市農地貸借円滑

化法に基づく農地の貸借など様々な対策が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
JR小岩駅周辺地区まちづくりイメージ 
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(4) 地域の将来像と方針 

① 将来像 

 

遺跡が眠る古い歴史と新たなまちづくりにみどりが融合するまち 

 

② 方針 

◆小岩駅・京成小岩駅周辺地区などのまちづくりに合わせた新たなみどりの創出 

⚫ 小岩駅・京成小岩駅周辺地区のまちづくりに合わせ、地域のみどりの拠点として機能の強

化を図るとともに、地域の玄関口として魅力あるみどりの景観形成を進めます。 

⚫ 令和元(2019)年にはＪＲ小岩駅周辺地区まちづくり基本計画を策定し、交通広場や南北を

繋ぐ道路を整備するとともに、賑わいのある快適な住環境や歩いて楽しめるみどり豊かな

ゆとりある歩道の形成を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆公園、親水緑道、歴史資源を活用した環境づくり 

⚫ 小岩フラワーロードの花壇コンクール・フラワーまつりや、小岩菖蒲園まつり、善養寺影

向菊花大会などの花を通じたイベントにおいて、みどりの情報発信や賑わいづくりを行っ

ていきます。 

⚫ 小岩菖蒲園は、毎年５月から６月には区内外から多くの人々が訪れます。今後は区民との

協働で花の名所づくりを進めていきます。 

⚫ 地域の各エリアには特徴ある親水緑道が整備され、地域の特徴的な空間が形成されていま

す。親水緑道を水とみどりの生活軸と位置づけ、親水空間や豊富なみどりの空間を拡充す

るとともに、エコロジカルネットワークの形成にも力を入れていきます。 

⚫ 東小岩などに点在する寺社などの歴史資源を活かし、ネットワークを形成しながら、歴史

とみどりが融合した環境づくりを進めていきます。 

⚫ 身近な公園が不足している北小岩周辺では、農地・未利用地の活用や、まちづくりに合わ

せた新たな公園の整備を推進します。 

 

◆河川空間を活用したみどり機能の拡充及び生物多様性の保全 

⚫ 江戸川河川敷に整備された空間について、みどり機能の拡充と更なる利用促進を図ります。

また、河川に生息する生物の生息空間を保全し、生物多様性の回復を図ります。 

 

◆点在する農地の保全・活用 

⚫ 地域の北部や南部には農地が多いエリアが点在しています。生産緑地指定の計画的な誘導、

宅地化農地の保全、営農支援や農地の貸借など、農地を減少させないための取組を進めて

いきます。  

 
ＪＲ小岩駅北口地区イメージ 

 
サンロード(補助第285号線)イメージ 
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みどりと生物多様性の方針図(小岩地域) 
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６. 鹿骨地域 

(1) 地域の概況 

① 地域の成り立ち 

鹿骨地域は、区の東端に位置し、市川市と隣接した、江戸川と新中

川に囲まれた小岩地域以南の地域です。 

かつては水田の広がる田園地帯であり、昭和初期に現在の東京都農

林総合研究センターが開設され、戦後の土地改良事業により街区の基

礎が形成されました。昭和60年代になると、篠崎駅開業を契機に、駅

周辺で土地区画整理事業が始まり良好な住宅地が形成されました。ま

た、篠崎文化プラザや商業施設も整備され、区民の利便性が向上しま

した。花卉
か き

や小松菜を栽培する農地、生垣や屋敷林が多く分布してい

ます。 

今後は、農地を保全・活用し、地域特性を活かしながら、魅力ある

まちづくりを行います。 

 

② 人口・世帯 

人口は、令和２(2020)年までは微増の傾向にありましたが、その後減少に転じ、令和５

(2023)年には54,455人となっています。ピークの55,554人から約1,000人減少しています。 

世帯数は増加傾向にあり、令和５(2023)年には26,651世帯となっています。 

みどりの面積は、平成28(2016)年に129.3ha、令和３(2021)年に128.5haとやや減少していま

す。 

 

  

鹿骨地域の人口推移と 

みどりの面積(ha) 

鹿骨地域の世帯数推移 
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③ 土地利用 

⚫ 江戸川右岸一帯や篠崎公園など、大規模なみどりのオープンスペースが整備されています。 

⚫ 土地区画整理事業が行われた篠崎駅周辺は、商業施設や集合住宅が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用(鹿骨地域) 

  （令和３(2021)年度区部土地利用現況調査） 
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④ みどりの現状 

⚫ 江戸川右岸一帯や篠崎公園など、大規模なみどりのオープンスペースが整備されています。 

⚫ 花卉
か き

や小松菜を栽培する農地など、都内でも貴重な農の空間がみられます。 

⚫ 本地域には 51園の公園があり、このうち 1,000㎡未満の公園は 26園(51.0％)、1,000以上

2,500㎡未満の公園は18園(35.3％)、2,500㎡以上の公園は７園(13.7％)となっています。

区民一人あたりの公園面積が 10㎡を超えており、７地域で最も大きい状況です。 

⚫ 本地域のみどりの目標に対する現状は以下のとおりです。 

指          標 現状値 

地域のみどり率 36.7％ 

区民一人あたりの公園面積(陸域) 12.4ｍ2 

身近な公園の充足率 95.2％ 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの状況(鹿骨地域) 
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(2) これまでの取組 

 

年 主な取組 

昭和 ４(1929)年 東京府立鹿骨園芸採取園(現東京都農林総合研究センター)開設 

昭和 38(1963)年 新中川放水路(新中川)開通 

昭和 42(1967)年 篠崎公園開園 

昭和 61(1986)年 都営新宿線篠崎駅開業 

平成 ３(1991)年 興農親水緑道完成 

平成 ７(1995)年 鹿骨親水緑道完成 

平成 19(2007)年 浅間神社特別緑地保全地区指定 

平成 20(2008)年 本郷用水親水緑道完成 

令和 ５(2023)年 農の風景育成地区の指定 

 

(3) 魅力と課題 

① 魅力 

【都内でも貴重な農の空間】 

⚫ 昭和４(1929)年に現在の東京都農林総合研究セ

ンターが開設され、この周辺は本区の農業振興

の拠点となりました。鹿骨地域には、江戸時代

から代々小松菜農家を営んできた農家が多く、

本地域は区内で有数の小松菜栽培エリアとなっ

ています。また、花卉
か き

栽培もさかんであり、朝

顔、サクラソウ、春の七草の寄せ植えなどの草

花が生産されています。また、区民農園が集積

するほか、生垣や樹木が植えられている農地も

多く分布しています。 

⚫ えどがわ環境財団により、地域内の生産緑地で、区民とともに花やブルーベリーを育てる

取組が実施されており、農地の積極的な活用、触れ合いの促進がなされています。 

 

【歴史資源の点在】 

⚫ 鹿骨地域には、「せんげんさまの森」として親

しまれている浅間神社、旧鹿骨村の鎮守である

鹿島神社などの寺社が分布し、古木や大木も残

っており、歴史資源と一体となったみどりがみ

られます。 

  

 
東京都農林総合研究センター江戸川分場 

 
せんげんさまの森（浅間神社） 
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【親水緑道、公園、河川敷】 

⚫ 本地域には、鹿骨親水緑道や本郷用水親水緑道など５路線の親水緑道が整備され、水とみ

どりのネットワークを形成しています。また、篠崎公園や江戸川河川敷などの大規模なオ

ープンスペースも整備され、賑わい拠点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題 

【農地の保全】 

⚫ 鹿骨地域を特徴づける農地は減少傾向にあり、今後、営農者の高齢化に伴う担い手不足に

より、さらに減少することが懸念されます。令和５(2023)年には「農の風景育成地区」に

指定されたことからも、農家・地域住民・行政が協力し、農の魅力発信や農を守る機運の

醸成、農家の支援などを積極的に行っていく必要があります。 

 

【安全性の確保とみどりの充 】 

⚫ 江戸川沿川は、密集する木造住宅の改善と大規模水害に強いまちづくりが求められており、

高規格堤防整備と一体となった効果的な緑地整備や市街地整備を検討する必要があります。 

⚫ 上篠崎の江戸川沿川での高規格堤防の整備により、安全性を確保しつつ水とみどりのネッ

トワークを形成する必要があります。 

⚫ 区内の環状道路を形成する補助第 288 号線の整備が進められており、道路整備に合わせた

計画的な街路樹の植栽を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
篠崎公園 

 
鹿骨親水緑道 
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(4) 地域の将来像と方針 

① 将来像 

 

農の風景を継承し、みどりが住環境と調和するまち 

 

② 方針 

◆農の風景の保全・育成 

⚫ 「農の風景育成地区」に指定された鹿骨１丁目及び２、３、４、５、６丁目、新堀１丁目

の各エリアを農とみどりの拠点として位置づけます。本拠点を中心として、農と住環境が

調和したまちなみを保全し、将来へ継承するための取組を実施していきます。 

⚫ 営農継続が困難となった農地を、農をテーマとした公園などに整備し、農に触れ、学び、

農家との交流を通した『農のファン』を育成する場とします。 

⚫ 農の魅力発信など、農家や地域住民と協力して農を守る機運を醸成します。 

 

◆都市計画道路事業や区画整理事業に合わせた新たなみどりの創出 

⚫ 篠崎公園周辺のまちづくりでは、高規格堤防事業、都市計画公園事業、土地区画整理事業、

都市計画道路事業、都市計画緑地事業を一体的に推進することとしており、江戸川との一

体性、良好な住環境の形成、篠崎公園地区の防災機能の充実などを図りながら、計画的に

新たなみどりの創出や水とみどりのネットワーク形成を行っていきます。 

⚫ 補助第 288号線の整備に合わせた計画的な街路樹整備を検討します。 

 

◆豊かな水辺空間を活かした生物多様性の保全 

⚫ 地域を縦横断するように親水緑道が整備され、地域の特徴的な空間が形成されています。

親水緑道を水とみどりの生活軸と位置づけ、親水空間や豊富なみどりの空間を拡充すると

ともに、エコロジカルネットワークの形成にも力を入れていきます。 

⚫ 江戸川と新中川では多様な生物が確認されており、生物の生息空間を引き続き保全・育成

していきます。 

 

◆大規模公園の整備促進 

⚫ 篠崎公園とその一体をみどりの拠点及び生物多様性拠点として位置づけます。篠崎公園に

は、野球場、テニスコート、バーベキュー広場などがあり、敷地内には芝山やみどりのオ

ープンスペースが整備されています。地域の顔として、公園機能の拡充やみどりの計画的

な整備などを進めていきます。また、生物の生息空間の確保やエコロジカルネットワーク

を考慮したみどりの配置などを意識し、整備していきます。 
※バーベキュー広場とテニスコートの一部は、篠崎公園の再整備に伴い閉鎖しています。整備が完

了し次第、再開する予定です。 
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みどりと生物多様性の方針図(鹿骨地域) 
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７. 東部地域 

(1) 地域の概況 

① 地域の成り立ち 

東部地域は、区の東端に位置し、市川市と隣接した、旧江戸川と

新中川に囲まれた京葉道路以南の地域です。 

明治時代までは水田の広がる田園地帯であり、その後、瑞江地区

で区内初となる耕地整理事業が行われ、街区の基礎が形成されまし

た。高度経済成長期になると京葉道路が開通し、昭和60年代には瑞

江駅の開業に併せて土地区画整理事業が始まり、良好な市街地環境

が整備されるとともに商業集積が進みました。また、一之江名主屋

敷や大雲寺などの歴史ある資源や、篠田堀親水緑道などの身近な憩

い空間が広がっています。 

また、江戸川二丁目のスーパー堤防事業に合わせて整備した東部

交通公園は、区内初のゼロエミッションパーク＊であり、区内唯一の交通公園となっております。 

今後は、旧江戸川沿いに分布するスポーツ・レクリエーション施設などの賑わい資源を活か

して更なるまちの魅力向上を図ります。 

 

② 人口・世帯 

人口は、平成31(2019)年までは微増の傾向にありましたが、その後減少に転じ、令和５

(2023)年には90,216人となっています。ピークの91,346人から約1,000人減少しています。 

世帯数は、全体的には増加傾向にあり、令和５(2023)年には43,707世帯となっています。 

みどりの面積は、平成28(2016)年に97.9ha、令和３(2021)年に96.0haとやや減少しています。 

 
  

東部地域の人口推移と 

みどりの面積(ha) 

東部地域の世帯数推移 
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③ 土地利用 

⚫ 江戸川、旧江戸川、新中川沿川には、公園・運動場などや原野・森林が広がっています。 

⚫ 土地区画整理事業が行われた瑞江駅周辺には商業施設や集合住宅が立地しています。 

⚫ 江戸川一・二丁目などでは、短冊状の街区や不整形な街区に住宅が密集する市街地が形成

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用(東部地域) 

  （令和３(2021)年度区部土地利用現況調査） 
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④ みどりの現状 

⚫ 江戸川、旧江戸川、新中川沿川には、公園・運動場などや原野・森林が広がっています。 

⚫ 地域北部には中規模な公園・運動場などが多く整備されています。 

⚫ 本地域には 86園の公園があり、このうち 1,000㎡未満の公園は 33園(38.4％)、1,000以上

2,500㎡未満の公園は 28園(32.6％)、2,500㎡以上の公園は 25園(29.1％)となっています。 

小規模な公園から大規模な公園までバランスよく整備されていますが、区民一人あたりの

公園面積は全区平均よりも少ない状況です。 

⚫ 本地域のみどりの目標に対する現状は以下のとおりです。 

指          標 現状値 

地域のみどり率 24.2％ 

区民一人あたりの公園面積（陸域） 2.6ｍ2 

身近な公園の充足率 95.2％ 

※ みどり率は平成30(2018)年の数 を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの状況(東部地域) 
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(2) これまでの取組 

 

年 主な取組 

昭和 18(1943)年 江戸川水門・閘門完成 

昭和 38(1963)年 新中川放水路(新中川)開通 

昭和 43(1968)年 今井児童交通公園開園 

昭和 50(1975)年 篠崎ポニーランド開園 

昭和 57(1982)年 スポーツランド落成 

昭和 61(1986)年 都営新宿線瑞江駅開業 

平成 ６(1994)年 

鎌田川親水緑道完成 

椿親水緑道完成 

篠田堀親水緑道完成 

平成 10(1998)年 宿川親水緑道完成 

平成 18(2006)年 東井堀親水緑道完成 

平成 21(2009)年 水辺のスポーツガーデン開園 

平成 26(2014)年 瑞穂の里公園開園 

 

(3) 魅力と課題 

① 魅力 

【豊富なみどり・公園と生物多様性】 

⚫ 竹と親しむ広場や水田が整備された瑞穂の里公園、ビオトープの設置されたみずえ中央公

園やみずえの森公園など、個性的な公園・広場が整備されています。 

⚫ 篠崎三丁目は、農地が集積しており、生産緑地や農業ボランティアの研修農地、篠崎小学

校の学校農園、大規模な区民農園などの多様な形態の農地があります。 

⚫ 篠田堀親水緑道は、自然回復を目指し整備されたことから、川床に砂利が敷かれ、動植物

の生息環境に配慮した構造となっています。また、下流部では既存の桜並木を生かした整

備を行い、毎年お花見の時期には多くの人で賑わっています。その他にも、植物や生物な

どの生態系に優しい椿親水緑道など、多様なエコロジカルネットワークが形成されていま

す。 

 

【歴史資源の点在】 

⚫ 安永年間に再建された姿を残す一之江名主屋敷

や、多くの歌舞伎役者が眠る大雲寺、江戸川三

丁目付近の寺社集積地など歴史を感じる資源が

あります。敷地内には歴史を感じるみどりが多

く植栽されています。 

  

 
一之江名主屋敷 
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【スポーツ・レクリエーション】 

⚫ 旧江戸川沿いは、アイススケート場のあるスポーツランドや、篠崎ポニーランド、水辺の

スポーツガーデンなど多様なスポーツ・レクリエーション施設が配置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題 

【都市基盤整備、防災への配慮】 

⚫ 旧江戸川沿川でのスーパー堤防や都市計画道

路の整備、都営住宅団地や清掃工場の建替え

など、進展するまちづくりを契機として、み

どりやオープンスペースの計画的な創出、保

全を図る必要があります。 

⚫ 江戸川三丁目や東瑞江二丁目などは、防災上

の課題を抱えている地区です。まちづくりに

合わせて、防災の視点から、グリーンインフ

ラなどによるみどりの充実が必要です。 

 

【農地の保全】 

⚫ 生産緑地、宅地化農地がともに減少を続ける中で、地域に点在する貴重な農地を保全する

ための取組が必要です。特に生産緑地は、地区指定後 30年が経過すると指定解除が可能と

なるため、これらの農地を保全するため特定生産緑地への指定推進や、都市農地貸借円滑

化法に基づく農地の貸借など様々な対策が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
水辺のスポーツガーデン 

 
篠崎ポニーランド 

 
スーパー堤防（江戸川二丁目） 
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(4) 地域の将来像と方針 

① 将来像 

 

豊かな水とみどりがうるおう、スポーツとレクリエーションのまち 

 

② 方針 

◆まちづくりに合わせた新たなみどりの創出 

⚫ 旧江戸川沿いでのスーパー堤防や都市計画道路の整備、都営住宅団地や清掃工場の建替え

など、進展するまちづくりを契機として、みどりやオープンスペースの計画的な創出、保

全を図ります。 

⚫ まちづくりに合わせ、公園の整備・拡充や街路樹、生垣などの新たなみどりの創出や防災

上の視点から、グリーンインフラによるみどりの充実を図ります。 

 

◆公園、親水緑道、歴史資源を活用した環境づくり 

⚫ 小規模ながらも個性的な公園・広場では、ビオトープや水田、竹林などの特徴的な施設を

活かし、みどりに親しみ、学ぶ場としての機能を拡充させます。 

⚫ スポーツ・レクリエーション施設では、更なる利用促進を図るとともに、旧江戸川や周辺

のみどりとのつながりに配慮して整備を進めていきます。 

⚫ 地域の各エリアで特徴ある親水緑道が整備され、地域の特徴的な空間が形成されています。

親水緑道を水とみどりの生活軸と位置づけ、親水空間や豊富なみどりの空間を拡充すると

ともに、エコロジカルネットワークの形成にも力を入れていきます。 

⚫ 地域内に点在する寺社やお屋敷などの歴史資源を活かし、ネットワークを形成しながら、

歴史とみどりが融合した環境づくりを進めていきます。 

 

◆河川空間を活用したみどり機能の充 及び生物多様性の保全 

⚫ 河川敷に整備された空間について、みどり機能を拡充させ、更なる利用促進を図ります。 

⚫ 河川に生息する生物の生息空間を保全し、生物多様性の回復を図ります。 

 

◆点在する農地の保全・活用 

⚫ 地域の東部や北西部には農地が多いエリアが点在しています。生産緑地指定の計画的な誘

導、宅地化農地の保全、営農支援など、農地を減少させないための取組を進めていきます。 

⚫ 農業ボランティアの研修農地や学校農園、大規模な区民農園など、既存農地の機能を拡充

させ、農に触れあう機会創出を図ります。 
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みどりと生物多様性の方針図(東部地域) 
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第６章 計画の 現に向けて 

１. 基本的な考え方 

本区に暮らし、学び、働くすべての人と行政が力を合わせて、「ともに生きるまち」の実現に

向けて、次の４つの基本的な考え方に基づき、計画を推進していきます。 

 

●多様性を大切にします 

将来にわたって誰もが幸せを感じられ、持続可能な活力あるまちを目指すためには、人の多

様性を尊重し、その違いを力に変えることが大切です。子どもから高齢者まで誰もが、個々人

が望む形で地域に参画することができ、その考えを表明し、そしてその能力を十分に発揮でき

るまちをつくっていきます。 

 

●みんなで力を合わせます 

複雑化かつ多様化する地域の課題を解決するためには、みんなで力を合わせていく必要があ

ります。 

これまでも本区では、きれいな地域を作るために、道路や公園、水辺などの身近な公共スペ

ースを、地域の皆様が自分たちの財産として、ボランティアによる清掃活動などを行っていた

だき、また、新たな取組として、公園を「地域の庭」として利活用していただくために、地域

の皆様による利用ルールづくりや公園運営を行う「みんなのこうえんプロジェクト」を始めま

した。 

これからも、区民一人ひとりはもちろんのこと、町会・自治会、区内事業者、各種団体、ボ

ランティア、行政などが対等な立場で協力していきます。一方、他自治体や区外企業、大学、

NPOなどとの新たな連携も模索し、地域力の更なる向上に努めます。 

 

●環境を守り育みます 

本区は豊かな水辺と多くのみどりに囲まれた、都市と自然が調和したまちです。このすばら

しい環境を未来に残していくには、豊かなみどりや住み良い生活環境を守っていく必要があり

ます。そのため、みんながこの問題を自分ごととして捉え、豊かな環境を大切に守り育ててい

きます。 

 

●将来世代への思いやりの心を持ち続けます 

これからも本区で暮らし、活動する人々の豊かな未来を実現するために、将来世代への思い

やりの心をもち、計画実現に全力を尽くしていきます。 
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２. 区民・開発事業者・区の役割 

本区は、これまで区民、開発事業者、区が一体となった地域力により、水とみどりの豊かな住

環境の形成や地域の賑わいづくりなどに取り組んできました。 

本計画で掲げたみどりの将来像を実現していくためには、区民、開発事業者、区が相互に連

携・協力していくことが必要です。これまで以上に各主体が連携し、民間活力を有効に活用しな

がら「水・みどり・農、ともに生きる豊かなくらし」の実現に向けて取り組んでいきます。 

 

(1) 区民の役割 

区民とは、区民一人ひとり、町会・自治会、ボランティア団体、企業のことをいいます。 

区民は、身近な花やみどりを守り、育て、創る主体です。 

一人ひとりや各団体・企業の思いを行動に移し、まちに広げていくことが大切です。 

身近なみどりに目を向け、地域の課題を認識し、地域のみどりづくりに参加して区民相互の

つながりを深めるなど、様々な活動に積極的に参加することで、「みどりを守る」「みどりを育

む」「みどりを創る」ことに貢献することを期待します。 

 

(2) 開発事業者の役割 

開発事業者とは、区内において開発や建築行為などの事業を行う主体をいいます。 

開発事業者は、地域社会の一員としてみどりへの関心を高め、責務の一つとして地域に貢献

できるみどりづくりの活動に参画することが求められています。 

民有地の緑化のみならず、資材・人材や資金援助、緑化活動への参加など、みどりのまちづ

くりを担う一員として積極的に係わっていただくことを期待します。 

 

(3) 区の役割 

区は、「江戸川区みどりの基本計画」に基づいて、みどりの施策を進めるための実施体制を充

実させるとともに、みどりに関わる各部署が連携のうえ、現行施策の継続･拡充はもとより、新

たな施策の早期着手に取り組みます。 

同時に、区民の活動を促す環境づくりに努め、区民の自主的な活動への支援などについても

積極的に行っていきます。開発事業者に対しては、開発や建築行為の際の緑化指導を行います。 

クラウドファンディング＊や基金の活用など様々な視点を持ち、「みどりを守る」「みどりを育

む」「みどりを創る」を推進していきます。特に本区の貴重な農地を保全・活用するため、農家

の方だけでなく地域住民と協力し、区民に対し農の魅力の発信や農を守る機運の醸成、農家へ

の支援などを行い地域と連携しながら農の保全・育成に取り組みます。 

また、３方向を河川・海に囲まれた本区の地域特性を最大限に活用するため、環境や防災な

ど様々な視点から近隣自治体と連携してみどりの保全・活用に取り組みます。 
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区民・開発事業者・区の役割 
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３. 区民主体のみどりづくりの推進 

一人ひとりがみどりに興味をもって行動することでまちにみどりづくりの行動を広げます。 
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４. 計画の進行管理 

(1) 基本的な考え方 

本計画は、概ね10年後のみどりの将来像の実現に向けた方針、施策を定めています。 

ただし、その内容は本区を取り巻く社会情勢の変化などに応じ、適切に見直す必要がありま

す。実施施策は庁内の各組織の連携・協力が重要であり、効果的かつ効率的な施策を展開する

ため、計画(Plan)、実行(Do)、評価(Check)、改善(Action)のサイクルにより進行管理を行いま

す。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＤＣＡサイクル 

 

(2) 進捗状況の点検と見直し 

実施施策の進捗状況については、「進捗状況チェックシート」（資料編「４.進捗管理の手法」）

を用いて年度ごとに管理します。また、本計画の成果が得られるまでには一定の期間を要する

ため、社会状況の変化などを踏まえ、必要に応じて随時、適切に見直しを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況の点検と見直し 

 

上位計画・関連計画の見直し状況 

概ね10年後 
計画改定 

施策の進捗状況 

各年 

施策 施状況の点検 
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資料編 

１. 検討経緯 

(1) 改定委員会 

計画の改定にあたり、みどりに関する専門家である学識経験者、関係団体の代表者、公募区

民、本区職員からなる「江戸川区みどりの基本計画改定委員会」を設置し、改定内容の検討を

行いました。 

令和４(2022)年７月６日から令和５(2023)年11月５日までは「江戸川区みどりの基本計画改

定委員会設置要綱」に基づき改定委員会を設置しておりましたが、令和５(2023)年11月６日付

けで「付属機関条例」が交付されましたので、令和５(2023)年11月６日以降は「付属機関条例」

に基づき改定員会を設置いたしました。 

これに併せて、令和５(2023)年11月６日付けでこれまでの「江戸川区みどりの基本計画改定

委員会設置要綱」は「江戸川区みどりの基本計画改定委員会に関する要綱」に改正されました。 

 

① 設置要綱 

 

江戸川区みどりの基本計画改定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 都市緑地法（昭和 48年法律第 72号）第４条第１項に基づき策定した江戸川区みどり

の基本計画（以下「みどりの基本計画」という。）を改定するため、江戸川区みどりの基本

計画改定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、みどりの基本計画の改定案について、江戸川区におけるみどりの現状及び

社会情勢等の把握並びにこれまでの当該計画に基づく施策の取組状況を踏まえ、評価及び分

析を行い、その検討結果を江戸川区長（以下「区長」という。）に報告する。 

（委員会） 

第３条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから区長が委嘱し、又は任命する。 

 ⑴ 学識経験者 

⑵ 関係団体の代表者 

 ⑶ 公募区民 

 ⑷ 江戸川区職員 

２ 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

３ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

４ 委員長は委員会を代表し、会務を総括する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

６ 第１項の規定にかかわらず、委員長が特に必要と認めるときは、臨時委員を置くことがで

きる。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命の日からみどりの基本計画の改定が完了する日までとす

る。 

（招集等） 

第５条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ開催することができない。 

３ 会議は、非公開とする。 

４ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決するものとし、可否同数の場合は委員長の

決するところとする。 
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５ 委員長が必要と認めるときは、委員は、ウェブ会議システム（情報通信技術を利用する方

法により、映像及び音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることが

できるシステムをいう。）により、委員会に出席することができる。 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、環境部水とみどりの課に置く。 

（報償） 

第７条 第３条の委員（江戸川区職員を除く。）に対する報償は、別に定めるところにより予

算の範囲内で支給する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定め

る。 

 

付 則 

 この要綱は、令和４年７月６日から施行する。 
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江戸川区みどりの基本計画改定委員会に関する要綱 

令和４年７月６日要綱第 114号 
 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、都市緑地法（昭和 48年法律第 72号）第４条第１項に基づき策定した江

戸川区みどりの基本計画（以下「みどりの基本計画」という。）を改定するため、江戸川区

附属機関の設置に関する条例（令和５年 11月江戸川区条例第 41号）により設置した江戸川

区みどりの基本計画改定委員会（以下「委員会」という。）の組織、運営等に関し必要な事

項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、みどりの基本計画の改定案について、江戸川区におけるみどりの現状及び

社会情勢等の把握並びにこれまでの当該計画に基づく施策の取組状況を踏まえた評価及び分

析を行い、その検討結果を江戸川区長（以下「区長」という。）に報告する。 

（委員会） 
第３条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから区長が委嘱し、又は任命する。 

（１） 学識経験者 

（２) 関係団体の代表者 

（３) 公募区民 

（４) 江戸川区職員 

２ 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

３ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

４ 委員長は委員会を代表し、会務を総括する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

６ 第１項の規定にかかわらず、委員長が特に必要と認めるときは、臨時委員を置くことがで

きる。 

（招集等） 

第４条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ開催することができない。 

３ 会議は、非公開とする。 

４ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決するものとし、可否同数の場合は委員長の

決するところとする。 

５ 委員長が必要と認めるときは、委員は、ウェブ会議システム（情報通信技術を利用する方

法により、映像及び音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることが

できるシステムをいう。）により、委員会に出席することができる。 

（事務局） 

第５条 委員会の事務局は、環境部水とみどりの課に置く。 

（委任） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定め

る。 

付則 （省略） 

 

   付 則 

 この要綱は、令和５年11月６日から施行する。 
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② 委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 所     属 氏  名 備 考 

学 識 

経験者 

東京農業大学 客員教授 濱
はま

野
の

 周
ちか

泰
やす

 委員長 

東京農業大学 教授 水庭
みずにわ

 千鶴子
ち ず こ

 副委員長 

日本大学 助教 三
み

 
とも

 奈々
な な

 副委員長 

関係団体 

の代表 

農業経営者クラブ 代表 中
なか

代
だい

 喜一
よしかず

  

認定特定非営利活動法人 

えどがわエコセンター 

理事長 

岩
いわ

瀬
せ

 耕二
こうじ

  

公募 

区民 

区民 梅
うめ

原
はら

 滋
しげる

  

区民 島
しま

田
だ

 直子
なおこ

  

区民 松
まつ

沼
ぬま

 満子
みちこ

  

江戸川区 

職員 

都市開発部長 眞
ま

分
わけ

 晴彦
はるひこ

  

産業経済部長 石
いし

塚
づか

 幸治
こうじ

  

土木部長 立
たち

原
はら

 直
なお

正
まさ

  

環境部長 天
あま

沼
ぬま

 浩
ひろし
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③ 開催概要 

 

回 開催日 議事 開催状況 

第１回 令和４(2022)年 

８月 31日（水） 

・改定の目的・背景 

・みどりの現状と課題 

・改定の方針 

・公園のあり方について 

・検討体制・スケジュール 

・その他 

 

 

第２回 令和４(2022)年 

12月 12日（月） 

 

・オープンハウス及び意見募集の

実施結果について 

・「江戸川区みどりの基本計画」

（骨子案）について 

・今後のスケジュールについて 

 

第３回 令和５(2023)年 

３月 23日（木） 

 

・「江戸川区みどりの基本計画」

（素案）について 

・今後のスケジュールについて 

 
 

第４回 令和５(2023)年 

９月７日（木） 

・「江戸川区みどりの基本計画」

（原案）について 

・今後のスケジュールについて 

 
 

 

第５回 令和５(2023)年 

12月 18日（月） 

・「江戸川区みどりの基本計画」

（案）について 

 

 

第６回 令和６(2024)年 

３月 28日（木） 

・「江戸川区みどりの基本計画」に

ついて 
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(2) 改定庁内検討会 

みどりに関わる庁内各課で組織する「江戸川区みどりの基本計画改定庁内検討会」を設置し、

改定内容について検討を行いました。 

 

① 参加者 

経営企画部 企画課長 

SDGs推進部 ともに生きるまち推進課長 

危機管理部 防災危機管理課長 

都市開発部 参事 都市計画課長事務取扱 

施設課長 

学校建設技術課長 

環境部 環境課長 

気候変動適応計画課長 

気候変動地域連携課長 

公園整備課長 

水とみどりの課長（事務局） 

文化共育部 健全育成課長 

生活振興部 小岩事務所長 

産業経済部 産業経済課長 

子ども家庭部 保育課長 

土木部 計画調整課長 

教育委員会 教育推進課長 

学校施設課長 

えどがわ環境財団事務局長 

えどがわエコセンター次長 
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② 開催概要 

回 開催日 議事 

第１回 令和４(2022)年 

８月５日（金） 

・検討体制・今後のスケジュール 

・「江戸川区みどりの基本計画」改定の目的・背景 

・江戸川区のみどりの現状と課題 

・改定の方向性について 

・今後のスケジュールについて 

第２回 令和４(2022)年 

10月６日（木） 

 

・第 1回「江戸川区みどりの基本計画」改定庁内検討会以降の

動きについて 

・オープンハウスについて 

・今後のスケジュールについて 

第３回 令和４(2022)年 

11月 14日（月） 

 

・オープンハウス及び意見募集結果について 

・「公園のあり方」について 

・公園の禁煙化について 

・「江戸川区みどりの基本計画」（骨子）（案）について 

第４回 令和５(2023)年 

３月 13日（月） 

・「江戸川区みどりの基本計画」（素案）について 

・今後のスケジュールについて 

第５回 令和５(2023)年 

６月７日（水） 

・「江戸川区みどりの基本計画」（素案）に関する 

意見募集について 

・「第５章 地域別計画」について 

・今後のスケジュールについて 

第６回 令和５(2023)年 

８月 30日（水） 

・「江戸川区みどりの基本計画」（原案）について 

・今後のスケジュールについて 

第７回 令和５(2023)年 

12月４日（月） 

・「江戸川区みどりの基本計画」（原案）に関する 

意見募集・オープンハウスの実施結果について 

・「江戸川区みどりの基本計画」（案）について 

・今後のスケジュールについて 
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(3) 意見募集・オープンハウス 

「江戸川区みどりの基本計画」や「江戸川区のみどり」について意見募集を行い、多くの貴

重な意見をいただきました。 

 

① 令和４年度 

 

１）「みどり」に関する意見募集・オープンハウス 

■意見募集（区ホームページ） 

実施期間：令和４(2022)年10月1日（土）～10月29日（土） 

意 見 数：41件 

■オープンハウス 

実施期間：地域毎に平日１日、土日祝日１日 10時から16時 

意 見 数：212件 ※４通は郵送 

実施結果：以下の通り 

 

オープンハウス実施結果 

地域 施設名 1日目 2日目 来場者数 意見数 

鹿骨 篠崎コミュニティ会館 10月 ７日（金） 10月 ８日（土） 25名 12件 

小松川 

平井 
中平井コミュニティ会館 10月 10日(月・祝） 10月 11日（火） 81名 54件 

小岩 小岩アーバンプラザ 10月 14日（金） 10月 15日（土） 35名 20件 

中央 グリーンパレス 10月 16日（日） 10月 17日（月） 26名 12件 

東部 東部区民館 10月 21日（金） 10月 22日（土） 52名 30件 

葛西① 長島桑川コミュニティ会館 10月 23日（日） 10月 24日（月） 80名 54件 

葛西② アリオ葛西 10月 28日（金） 10月 29日（土） 104名 26件 

 

  

 
オープンハウスの様子 

 
オープンハウスの様子 
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② 令和５年度 

 

１）「江戸川区みどりの基本計画（素案）」に関する意見募集 

■意見募集（区ホームページ） 

実施期間：令和５(2023)年４月15日（土）〜４月28日（金） 

意 見 数：40件 

 

２）「江戸川区みどりの基本計画（原案）」に関する意見募集 

■意見募集（区ホームページ） 

実施期間：令和５年10月15日（日）～10月29日（日） 

意 見 数：４件 

 

■オープンハウス 

実施期間：地域毎に平日１日、土日祝日１日 10時から16時 

意 見 数：122件 

実施結果：以下の通り 

 

オープンハウス実施結果 

地域 施設名 1日目 2日目 来場者数 意見数 

鹿骨 しのざき文化プラザ 10月 15日（日） 10月 16日（月） 69名 17件 

小松川 

平井 
中平井コミュニティ会館 10月 15日（日） 10月 16日（月） 88名 10件 

小岩 小岩アーバンプラザ 10月 20日（金） 10月 21日（土） 56名 5件 

中央 グリーンパレス 10月 20日（金） 10月 21日（土） 108名 19件 

東部 東部区民館 10月 22日（日） 10月 23日（月） 58名 23件 

葛西 

（南部） 
長島桑川コミュニティ会館 10月 22日（日） 10月 23日（月） 71名 37件 

葛西 

（北部） 
二之江コミュニティ会館 10月 27日（金） 10月 28日（土） 84名 11件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「江戸川区みどりの基本計画（案）」に関する意見募集 

■意見募集（区ホームページ） 

実施期間：令和６(2024)年１月15日（月）〜２月13日（火） 

意見数：  件

オープンハウスの様子 オープンハウスの様子 
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２. 生物調査結果 

(1) 河川などで確認された生物（植物以外）一覧 

類 No. 確認された種  類 No. 確認された種 

魚類・底生生物  魚類・底生生物 

江
戸
川
・
旧
江
戸
川 

1 シジミ  

新
中
川 

1 ニゴイ 

2 ヒメアメンボ  2 コイ（ニシキゴイ） 

3 クロチビミズムシ  3 ハクレン 

4 コミズムシ  4 スズキ 

5 ユスリカ  5 ボラ 

6 カダヤシ  6 マハゼ 

7 ミナミメダカ  7 ヌマチチブ 

8 カワゴカイ  8 コウロエンカワヒバリガイ 

9 スジエビ  9 マガキ 

10 クロベンケイガニ  10 ウチムラサキガイ 

11 ベンケイガ二  11 アサリ 

12 モクズガニ  12 テナガエビ 

13 アメンボ  13 クロベンケイガニ 

14 ウグイ  14 ベンケイガニ 

15 マハゼ  15 モクズガニ 

16 ウロハゼ  16 アメンボ 

17 マガキ     

18 ヤマトシジミ  

荒
川 

東
な
ぎ
さ 

1 コノシロ 

19 シロスジフジツボ  2 ウグイ属 

20 キタフナムシ  3 ニゴイ 

21 ユビナガスジエビ  4 ボラ 

22 シラタエビ  5 メナダ 

23 ヒライソガニ  6 コチ科 

24 タカノケフサイソガニ  7 スズキ 

25 ヤマトオサガ二  8 ヒイラギ 

26 シモフリシマハゼ  9 クロダイ 

27 チチブ  10 イダテンギンポ 

    11 ヒモハゼ 
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類 No. 確認された種  類 No. 確認された種 

荒
川 

 
 

東
な
ぎ
さ 

12 トビハゼ  

荒
川 

  

東
な
ぎ
さ 

42 クロベンケイガニ 

13 マハゼ  43 アカテガニ 

14 アベハゼ  44 モクズガニ 

15 マサゴハゼ  45 アシハラガニ 

16 シモフリシモハゼ  46 ケフサイソガニ 

17 ヒメハゼ  47 タカノケフサイゾガニ 

18 ビリンゴ  48 チゴガニ 

19 エドハゼ  49 ヤマトオサガニ 

20 タテジマイソギンチャク  50 ヒメアメンボ 

21 タマキビガイ  51 ハラグロコミズムシ 

22 ホトトギスガイ  52 コマツモムシ 

23 コウロエンカワヒバリガイ  53 セスジゲンゴロウ 

24 マガキ  54 ハイイロゲンゴロウ 

25 ヤマトシジミ     

26 ヤマトカワゴカイ  鳥類 

27 アシナガゴカイ  

江
戸
川
・
旧
江
戸
川 

1 キジ 

28 ヨーロッパフジツボ  2 オカヨシガモ 

29 シロスジフジツボ  3 ヒドリガモ 

30 ドロフジツボ  4 マガモ 

31 ニッポンドロソコエビ  5 カルガモ 

32 スナウミナナフシ属  6 ハシビロガモ 

33 キタフナムシ  7 オナガガモ 

34 フナムシ  8 コガモ 

35 テナガエビ  9 ホシハジロ 

36 ユビナガスジエビ  10 キンクロハジロ 

37 シラタエビ  11 スズガモ 

38 アメリカザリガニ  12 カイツブリ 

39 ユビナガホンヤドカリ  13 カンムリカイツブリ 

40 マメコブシガニ  14 ハジロカイツブリ 

41 ガザミ  15 キジバト 
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類 No. 確認された種  類 No. 確認された種 

鳥類  鳥類 

江
戸
川
・
旧
江
戸
川 

16 カワウ  

江
戸
川
・
旧
江
戸
川 

45 ハシボソガラス 

17 アオサギ  46 ハシブトガラス 

18 ダイサギ  47 シジュウカラ 

19 チュウサギ  48 ヒバリ 

20 コサギ  49 ツバメ 

21 バン  50 ヒヨドリ 

22 オオバン  51 ウグイス 

23 タゲリ  52 メジロ 

24 シロチドリ  53 オオヨシキリ 

25 チュウシャクシギ  54 セッカ 

26 ダイシャクシギ  55 ムクドリ 

27 アオアシシギ  56 シロハラ 

28 キアシシギ  57 アカハラ 

29 ソリハシシギ  58 ツグミ 

30 イソシギ  59 ジョウビタキ 

31 トウネン  60 イソヒヨドリ 

32 エリマキシギ  61 スズメ 

33 ユリカモメ  62 ハクセキレイ 

34 ウミネコ  63 タヒバリ 

35 セグロカモメ  64 カワラヒワ 

36 オオセグロカモメ  65 ホオジロ 

37 コアジサシ  66 カシラダカ 

38 ミサゴ  67 アオジ 

39 トビ  68 オオジュリン 

40 ノスリ  69 カワラバト（ドバト） 

41 カワセミ     

42 チョウゲンボウ     

43 モズ     

44 オナガ     
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類 No. 確認された種  類 No. 確認された種 

鳥類  鳥類 

新
中
川 

1 ヒドリガモ  

新
中
川 

31 スズメ 

2 カルガモ  32 ハクセキレイ 

3 コガモ  33 カワラヒワ 

4 ホシハジロ  34 アオジ 

5 キンクロハジロ  35 オオジュリン 

6 スズガモ  36 アヒル 

7 キジバト  37 カワラバト（ドバト） 

8 カワウ     

9 コサギ  

荒
川 

  

東
な
ぎ
さ 

1 オカヨシガモ 

10 オオバン  2 ヒドリガモ 

11 イソシギ  3 マガモ 

12 ユリカモメ  4 カルガモ 

13 セグロカモメ  5 ハシビロガモ 

14 コアジサシ  6 オナガガモ 

15 ツミ  7 コガモ 

16 チョウゲンボウ  8 ホシハジロ 

17 モズ  9 キンクロハジロ 

18 オナガ  10 スズガモ 

19 ハシボソガラス  11 クロガモ 

20 ハシブトガラス  12 ウミアイサ 

21 シジュウカラ  13 カイツブリ 

22 ツバメ  14 カンムリカイツブリ 

23 イワツバメ  15 ミミカイツブリ 

24 ヒヨドリ  16 ハジロカイツブリ 

25 ウグイス  17 キジバト 

26 メジロ  18 カワウ 

27 ムクドリ  19 アオサギ 

28 ツグミ  20 ダイサギ 

29 ジョウビタキ  21 コサギ 

30 イソヒヨドリ  22 クロツラヘラサギ 
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類 No. 確認された種  類 No. 確認された種 

鳥類  鳥類 

荒
川 

  

東
な
ぎ
さ 

23 オオバン  

荒
川 

  

東
な
ぎ
さ 

52 セッカ 

24 コチドリ  53 ムクドリ 

25 シロチドリ  54 シロハラ 

26 チュウシャクシギ  55 アカハラ 

27 ダイシャクシギ  56 ツグミ 

28 ホウロクシギ  57 ジョウビタキ 

29 アオアシシギ  58 イソヒヨドリ 

30 キアシシギ  59 スズメ 

31 イソシギ  60 ハクセキレイ 

32 ミユビシギ  61 ビンズイ 

33 ハマシギ  62 カワラヒワ 

34 ユリカモメ  63 ホオジロ 

35 ウミネコ  64 アオジ 

36 セグロカモメ  65 オオジュリン 

37 オオセグロカモメ  66 カワラバト（ドバト） 

38 ミサゴ     

39 トビ     

40 コゲラ     

41 チョウゲンボウ     

42 モズ     

43 オナガ     

44 ハシボソガラス     

45 ハシブトガラス     

46 シジュウカラ     

47 ヒバリ     

48 ツバメ     

49 ヒヨドリ     

50 メジロ     

51 オオヨシキリ     
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(2) 親水公園・緑道で確認された生物（植物以外）一覧 

類 No. 確認された種  類 No. 確認された種 

親
水
緑
道
で
み
ら
れ
る
生
物 

1 コイ  

親
水
緑
道
で
み
ら
れ
る
生
物 

31 白メダカ 

2 モツゴ  32 ヒメダカ 

3 タモロコ  33 スズキ 

4 ギンブナ  34 ブルーギル 

5 ニゴイ  35 クロダイ 

6 オイカワ  36 ボラ 

7 ウグイ  37 コノシロ 

8 タイリクバラタナゴ  38 コチ 

9 ヤリタナゴ  39 ヒイラギ 

10 タナゴ  40 ギマ 

11 ハクレン  41 シマイサキ 

12 スゴモロコ  43 チャネルキャットフィッシュ  

13 キンギョ  44 カダヤシ 

14 マハゼ  45 プラティ 

15 チチブ 
 

46 
ミナミヌマエビ 

(カワリヌマエビ) 

16 ヌマチチブ  47 テナガエビ 

17 チチブ  48 スジエビ 

18 アベハゼ  49 ユビナガスジエビ 

19 ウロハゼ  50 シラタエビ 

20 シモフリシマハゼ  51 アメリカザリガニ 

21 ウキゴリ  52 クロベンケイガニ 

22 ビリンゴ  53 タカノケフサイソガニ 

23 アシシロハゼ  54 ヤマトシジミ 

24 スミウキゴリ  55 タイワンシジミ 

25 ミミズハゼ  56 カワヒバリガイ 

26 ヒモハゼ  57 コウロエンカワヒバリガイ 

27 ヨシノボリ  58 ホトトギスガイ 

28 二ホンウナギ  59 ヒメタニシ 

29 ドジョウ  60 カワニナ 

30 メダカ  61 ヒメモノアラガイ 
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類 No. 確認された種  類 No. 確認された種 

親
水
緑
道
で
み
ら
れ
る
生
物 

62 マガキ  

親
水
公
園
で
み
ら
れ
る
生
物 

1 ボラ 

63 フジツボ  2 スジエビ 

64 シオカラトンボ  3 ニホンイサザアミ 

65 シマトビケラ  4 タイワンシジミ 

66 アメンボ  5 ヒラアオノリシオグサ 

67 サホコカゲロウ 
 

6 
ミナミヌマエビ 

(カワリヌマエビ) 

68 コカゲロウ  7 コツブムシ 

69 ユスリカ  8 カルガモ 

70 ハマトビムシ  9 クーマ 

71 イトミミズ  10 ユビナガスジエビ 

72 ミズミミズ  11 シラタエビ 

73 ゴカイ  12 イトミミズ 

74 シマイシビル  13 ヨコエビ 

75 イシビル  14 モツゴ 

76 ヒル  15 金魚 

77 ミジンコ  16 コイ 

78 ヨコエビ  17 ドジョウ 

79 ニホンドロソコエビ  18 ヒメダカ 

80 ミズムシ  19 ヤゴ 

81 コミズムシ  20 ユスリカ 

82 アメリカナミウズムシ  21 アメリカザリガニ 

83 アメリカツノウズムシ  22 テナガエビ 

84 ウズムシ  23 テッポウエビ 

85 コツブムシ  24 スミウキゴリ 

86 イソコツブムシ  25 シモフリシマハゼ 

87 キタフナムシ  26 チチブ 

88 ムロミスナウミナナフシ  27 マハゼ 

89 クーマ  28 アシシロハゼ 

90 クサガメ  29 アベハゼ 

91 ミシシッピアカミミガメ  30 イシガニ 
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類 No. 確認された種 

親
水
公
園
で
み
ら
れ
る
生
物 

31 イシガニ 

32 イソコツブムシ 

33 ウメナシトモヤガイ 

34 ヤマトシジミ 

35 タカノケフサイソガニ 

36 ヤマトオサガニ 

37 コウロエンカワヒバリガイ 

38 カンザシゴカイ 

39 ヨーロッパフジツボ 

40 ホトトギスガイ 

41 ビリンゴ 

42 メバル 

 

 

  



資‐18 
 

 

 

資
料
編  

生
物
調
査
結
果 

(3) 河川などで確認された植物一覧 

① 江戸川・旧江戸川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

コケ植物門　苔綱

ゼニゴケ科 ゼニゴケ ○

シダ植物門　トクサ綱

トクサ目 トクサ科 スギナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シダ植物門　シダ綱

シダ目 オシダ科 イヌワラビ ○

オニヤブソテツ ○

ホシダ ○ ○

裸子植物門　ソテツ綱

イチョウ科 イチョウ ○

裸子植物門　球果植物綱

球果植物目 マツ科 クロマツ ○

被子植物門　双子葉植物綱　古生花被植物亜綱

クルミ目 クルミ科 オニグルミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤナギ目 ヤナギ科 アカメヤナギ ○ ○

コリヤナギ ○ ○ ○

シダレヤナギ ○ ○ ○ ○

ヤナギ ○ ○ ○ ○ ○

イラクサ目 ニレ科 アキニレ ○ ○ ○ ○ ○

エノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ケヤキ ○ ○

ニレ ○

ムクノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カナムグラ ○ ○ ○ ○

クワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤマグワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タデ目 タデ科 アレチギシギシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イシミカワ ○ ○

イタドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イヌタデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エゾノギシギシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオイヌタデ ○

ギシギシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サクラタデ ○ ○ ○

シロバナサクラタデ ○ ○ ○ ○

スイバ ○ ○

タデ ○

ナガバギシギシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ママコノシリヌグイ ○

ミゾソバ ○ ○

ミチヤナギ ○ ○ ○ ○ ○

ヤナギタデ ○

アカザ目 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ ＃ ○

オシロイバナ科 オシロイバナ ＃ ○ ○

ハマミズナ科 ツルナ

ナデシコ科 ウシオツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○

オランダミミナグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

シロバナマンテマ ＃ ○

ツメクサ ○ ○

ノミノツヅリ ○

マンテマ ＃ ○

アカザ科 アリタソウ ＃ ○

ケアリタソウ ＃ ○

コアカザ ＃ ○

シロザ ＃ ○ ○ ○ ○

ホソバアカザ

地区⑤河川：江戸川
樹木 帰化

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑥
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目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

アカザ目 ヒユ科 イノコズチ ○ ○ ○ ○

ヒナタイノコズチ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホソアオゲイトウ ＃ ○

ホナガアオゲイトウ ○

モクレン目 クスノキ科 クスノキ ○ ○

タブノキ ○ ○

キンポウゲ目 キンポウゲ科 キツネノボタン ○ ○ ○

ケキツネノボタン ○ ○ ○ ○ ○

センニンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タガラシ ○

ハイキンポウゲ ○

ツヅラフジ科 アオツヅラフジ ○ ○

スイレン科 スイレン ○

コショウ目 ドクダミ科 ドクダミ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ケシ目 ケシ科 タケニグサ ○

ナガミヒナゲシ ＃ ○ ○ ○ ○

アブラナ科 インチンナズナ ○

アブラナ ○

イヌガラシ ＃ ○

カキネガラシ ＃ ○ ○

カラシナ ＃ ○

ナズナ ○

ハマダイコン ○

マメグンバイナズナ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バラ目 ベンケイソウ科 オカタイトゴメ ＃ ○

コゴメマンネングサ ○

コモチマンネングサ ○

ツルマンネングサ ＃ ○ ○

トベラ科 トベラ ○ ○ ○

バラ科 オオシマザクラ ○ ○ ○

オキジムシロ ＃ ○

サクラ ○ ○ ○ ○

シャリンバイ ○ ○

ソメイヨシノ ○ ○ ○

テリハノイバラ

ノイバラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ピラカンサ ○ ○ ○

ビワ ○ ○ ○ ○ ○

ヘビイチゴ ○ ○ ○ ○ ○

マルバシャリンバイ ○

マメ科 アカツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アレチヌスビトハギ ＃ ○

イタチハギ ○ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ウマゴヤシ ＃ ○

カスマグサ ○ ○

カラスノエンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クサネム ○

クサフジ ○ ○ ○ ○ ○

クズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クスダマツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○

コメツブウマゴヤシ ＃ ○ ○

コメツブツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シナガワハギ ＃ ○ ○

セッカツメクサ ＃ ○ ○ ○

シロツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スズメノエンドウ ○

ツルマメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネコハギ ○

ネムノキ ○ ○ ○ ○ ○

ハリエンジュ ○ ＃ ○

河川：江戸川
樹木 帰化

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥
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目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

バラ目 マメ科 フジ ○ ○ ○

メドハギ ○ ○ ○ ○ ○

モモイロシロツメクサ ＃ ○ ○

ヤハズソウ ○ ○ ○ ○

ヤブマメ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フウロソウ目 カタバミ科 アカカタバミ ○ ○

イモカタバミ ＃ ○

オッタチカタバミ ＃ ○ ○ ○ ○

カタバミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムラサキカタバミ ＃ ○

フウロソウ科 アメリカフウロ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

トウダイグサ科 アカメガシワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオニシキソウ ＃ ○

コニシキソウ ＃ ○ ○

ナンキンハゼ ○ ＃ ○

ニシキソウ ○

ミカン目 ミカン科 ナツミカン ○

センダン科 センダン ○ ○ ○ ○

ムクロジ目 ウルシ科 ヌルデ ○ ○

ニシキギ目 モチノキ科 クロガネモチ 〇 ○

クロウメモドキ目 ブドウ科 ツタ ○ ○ ○ ○ ○

ナツヅタ ○ ○ ○ ○

ノブドウ ○ ○ ○ ○ ○

ヤブガラシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アオイ目 アオギリ科 アオギリ ○ ＃ ○ ○ ○

ジンチョウゲ目 グミ科 ナワシログミ ○

グミ ○

ウリ目 ウリ科 アレチウリ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カラスウリ ○ ○

キカラスウリ ○

スズメウリ ○ ○ ○

ユウガオ ○

フトモモ目 ミソハギ科 ミソハギ ○ ○

サルスベリ ○ ○

アカバナ科 アカバナユウゲショウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アレチマツヨイグサ ＃ ○ ○

コマツヨイグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒルザキツキミソウ ＃ ○ ○ ○

マツヨイグサ ＃ ○

メマツヨイグサ ＃ ○ ○ ○

ユウゲショウ ○

セリ目 セリ科 アシタバ ○

ウイキョウ ＃ ○

セリ ○ ○

チドメグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハマウド

ハマボウフウ

マツバゼリ ＃ ○ ○

ヤブジラミ ○ ○ ○

被子植物門　双子葉植物綱　合弁花植物亜綱

カキノキ目 カキノキ科 カキ ○ ○

モクセイ目 モクセイ科 トウネズミモチ ○ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ネズミモチ ○ ○ ○ ○

リンドウ目 ガガイモ科 ガガイモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アカネ科 ハナヤエムグラ ＃ ○ ○

ヘクソカズラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤエムグラ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メリケンムグラ ○ ○ ○ ○

ビロードヤイトバナ

地区③河川：江戸川
樹木 帰化

地区① 地区② 地区④ 地区⑤ 地区⑥
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目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

シソ目 ヒルガオ科 アサガオ ＃ ○

コヒルガオ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハマヒルガオ

ヒルガオ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホシアサガオ ＃ ○

マメアサガオ ＃ ○ ○ ○

マルバアメリカアサガオ ＃ ○

ムラサキ科 キュウリグサ ○ ○

クマツヅラ科 アレチハナガサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダキバアレチハナガサ ＃ ○ ○

シソ科 イヌコウジュ ○

イヌトウバナ ○ ○

シロネ ○ ○ ○ ○

ナギナタコウジュ ○

ハッカ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメジソ ○

マルバハッカ ＃ ○ ○

ナス科 イヌホオズキ ＃ ○ ○ ○ ○

クコ ○ ○ ○ ○ ○

ワルナスビ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ゴマノハグサ科 アゼナ ○

ウンラン ○

オオイヌノフグリ ＃ ○ ○ ○

キリ ○

タチイヌノフグリ ＃ ○ ○ ○ ○

トキワハゼ ○ ○ ○ ○

ビロードモウズイカ ＃ ○

マツバウンラン ＃ ○ ○ ○

ムラサキサギゴケ ○ ○

セイヨウヒキヨモギ ＃ ○

ハマウツボ科 ヤセウツボ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオバコ目 オオバコ科 オオバコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツボミオオバコ ＃ ○

トウオオバコ ＃ ○

ヘラオオバコ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マツムシソウ目 スイカズラ科 スイカズラ

オミナエシ科 ノジシャ ＃ ○

キキョウ目 キキョウ科 ヒナギキョウ ＃ ○

キク科 アカミタンポポ ＃ ○ ○ ○

アキノノゲシ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカオニアザミ ＃ ○

アメリカセンダングサ ＃ ○ ○ ○ ○

イガオナモミ ＃ ○ ○

イヌキクイモ ＃ ○

ウラジロチチコグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオアレチノギク ＃ ○ ○ ○

オオジシバリ ○

オオハルシャギク ＃ ○

オオブタクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオホウキギク ＃ ○

オナモミ ○

オニノゲシ ＃ ○ ○ ○

カントウタンポポ ○

カントウヨメナ ○

キクイモ ＃ ○ ○ ○ ○

コセンダングサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジシバリ ○

シロバナセンダングサ ＃ ○

セイタカアワダチソウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セイヨウタンポポ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

センダングサ ＃ ○ ○

河川：江戸川
樹木 帰化

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥
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目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

キキョウ目 キク科 タカサブロウ ＃ ○ ○

タチチチコグサ ＃ ○

チチコグサ ○ ○ ○

チチコグサモドキ ＃ ○

ニガナ ○ ○

ノアザミ ○

ノゲシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノコンギク ○

ノボロギク ＃ ○ ○ ○ ○

ハキダメギク ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ハハコグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハルジオン ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメジョオン ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメムカシヨモギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フキ ○

ブタクサ ＃ ○ ○ ○ ○

ブタナ ＃ ○

ホウキギク ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ユウガギク ○ ○

ヨメナ ○ ○ ○

ヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニホンタンポポ ○ ○ ○ ○

ツワブキ ○

被子植物門　単子葉植物綱

ユリ目 ユリ科 ノビル ○

ハタケニラ ＃ ○ ○

ヤブカンゾウ ○

アロエ ○ ○

ヒガンバナ科 キツネノカミソリ ○

タマスダレ ＃ ○

ヒガンバナ ○ ○

ヤマノイモ科 オニドコロ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トコロ ○

ヤマノイモ ○ ○ ○ ○

アヤメ科 オオニワゼキショウ ＃ ○ ○

キショウブ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セッカニワゼキショウ ＃ ○

ニワゼキショウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イグサ目 イグサ科 イグサ ○ ○ ○ ○

クサイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コゴメイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スズメノヤリ ○ ○

ツユクサ目 ツユクサ科 ムラサキツユクサ ○ ○

シロバナツユクサ ○

ツユクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トキワツユクサ ＃ ○

ノハカタカラクサ ＃ ○

イネ目 イネ科 アキノエノコログサ ○ ○

アシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アズマネザサ ○ ○ ○

イチゴツナギ ○ ○

イヌビエ ○ ○

イヌムギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオスズメノカタビラ ○ ○

オギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オニウシノケグサ ＃ ○ ○ ○

オヒシバ ○ ○ ○ ○

カゼクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カモガヤ ＃ ○ ○ ○

地区③河川：江戸川
樹木 帰化

地区① 地区② 地区④ 地区⑤ 地区⑥
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注） 樹木 ： 木を表す。これ以外の植物は草本植物となる。 
   帰化 ： 原産地から他地域に運ばれ、新しい環境に適応して存在・繁殖したもの 

目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

イネ目 イネ科 カモジグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カラスムギ ＃ ○ ○ ○

キシュウスズメノヒエ ＃ ○ ○ ○ ○

ギョウギシバ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キンエノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クサヨシ ○ ○

コブナグサ ○

シナダレスズメガヤ ＃ ○ ○

シバ ○ ○ ○ ○ ○

シマスズメノヒエ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジュズダマ ＃ ○ ○

ススキ ○ ○ ○

スズメノカタビラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スズメノチャヒキ ＃ ○ ○

スズメノヒエ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セイバンモロコシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セイヨウシバ ＃ ○ ○

タチスズメノヒエ ＃ ○

チガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

チカラシバ ○ ○ ○ ○ ○

ナガハグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ナギナタガヤ ＃ ○

ネズミノオ ○ ○ ○ ○

ネズミムギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒエガエリ ○

ヒメコバンソウ ＃ ○ ○ ○

ホソムギ ＃ ○ ○ ○ ○

マコモ ○ ○ ○

ムラサキエノコログサ ○

メヒシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メリケンカルカヤ ＃ ○ ○

ホソネズミムギ ○

ヤシ目 ヤシ科 シュロ ○

ヤシ ○

タコノキ目 ガマ科 コガマ ○

ヒメガマ ○

カヤツリグサ目 カヤツリグサ科 アゼガヤツリ ○

アゼナルコスゲ ○

カヤツリグサ ○ ○

コウボウシバ ○ ○

サンカクイ ○ ○

テンツキ ○

ハマスゲ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメクグ ○

ミコシガヤ ○ ○ ○

メリケンガヤツリ ＃ ○

ラン目 ラン科 ネジバナ ○ ○

河川：江戸川
樹木 帰化

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥

５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

13 16 16 10 17 15 17 11 14 17 20 13 20 17 0 19 17 21

26 31 33 17 30 39 36 23 26 33 46 21 42 27 0 36 29 38

5 9 7 8 9 6 8 6 7 9 7 5 11 6 2 6 9 9

12 23 19 20 21 21 23 16 22 21 25 18 32 19 3 17 21 23

4 4 5 3 8 5 4 4 5 5 6 4 7 4 1 5 6 5

13 13 19 11 16 17 15 13 20 21 28 16 22 18 4 23 17 20

1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0

1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

河川：江戸川
地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥

種子植物門
被子植物亜門

双子葉綱
離弁花亜綱

科数

種数

双子葉綱
合弁花亜綱

科数

種数

単子葉綱
科数

種数

しだ植物門

とくさ綱
科数

種数

しだ綱
科数

種数
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目 科 種名 樹木 帰化 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

トクサ目 イヌドクサ 〇 〇 〇 〇
スギナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イヌワラビ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オニヤブソテツ 〇 〇

裸子植物門　イチョウ綱
イチョウ目 イチョウ科 イチョウ 〇 〇

クルミ目 クルミ科 オニグルミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヤナギ目 ヤナギ科 アカメヤナギ 〇 〇

クヌギ 〇 〇 〇
マテバシイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イラクサ目 ニレ科 アキニレ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
エノキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ケヤキ 〇 〇 〇 〇
ムクノキ 〇 〇 〇 〇 〇
イチジク 〇 〇
コウゾ 〇 〇 〇 〇 〇
クワ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヤマグワ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イラクサ科 カラムシ 〇
タデ目 タデ科 アレチギシギシ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イシミカワ 〇 〇 〇
イタドリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
イヌタデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
エゾノギシギシ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オオイヌタデ 〇 〇
オオケタデ ＃ 〇 〇
ギシギシ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コギシギシ 〇 〇
シロバナサクラタデ 〇 〇
スイバ 〇
ナガバギシギシ ＃ 〇 〇 〇

ショウガ目 カンナ科 カンナ ＃ 〇 〇 〇
アカザ目 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ ＃ 〇 〇

オシロイバナ科 オシロイバナ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
スベリヒユ 〇 〇
ハゼラン 〇 〇 〇 〇
ウシオツメクサ 〇 〇 〇 〇
オランダミミナグサ ＃ 〇 〇 〇 〇
シロバナマンテマ 〇 〇 〇
ツメクサ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ノミノツヅリ 〇 〇 〇 〇
ハコベ 〇 〇

アカザ科 アリタソウ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シロザ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヒユ科 イヌビユ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇
イノコズチ 〇 〇 〇 〇 〇
ヒナタイノコズチ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アリノトウグサ科 オオフサモ ＃ 〇
ユキノシタ科 ウツギ 〇 〇

モクレン目 クスノキ科 クスノキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
タブノキ 〇 〇 〇 〇 〇

モクレン科 コブシ 〇 〇
キンポウゲ科 ケキツネノボタン 〇 〇 〇

センニンソウ 〇 〇 〇 〇 〇
タガラシ 〇

メギ ナンテン 〇 〇 〇 〇
アケビ 〇 〇
ミツバアケビ 〇

ツヅラフジ科 アオツヅラフジ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コショウ目 ドクダミ科 ドクダミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オトギリソウ目 ツバキ科 ハマヒサカキ 〇
ケシ目 ケシ科 タケニグサ 〇 〇 〇

ナガミヒナゲシ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アブラナ科 イヌガラシ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スカシタゴボウ 〇 〇
セイヨウアブラナ ＃ 〇
タネツケバナ 〇 〇
ナズナ 〇 〇 〇
ホソエガラシ 〇 〇
マメグンバイナズナ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウラボシ目 オシダ科

アケビ科

スベリヒユ科

ブナ目 ブナ科

被子植物門　双子葉植物綱　離弁花植物亜綱

地区④地区① 地区② 地区③

トクサ科

河川：新中川

シダ植物門　トクサ綱

シダ綱

ナデシコ科

クワ科

ユキノシタ目
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目 科 種名 樹木 帰化 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

バラ目 コモチマンネングサ 〇 〇 〇 〇
ツルマンネングサ 〇

バラ科 オオシマザクラ 〇 〇 〇 〇
オキジムシロ ＃ 〇 〇 〇
カジイチゴ 〇 〇
サクラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シャリンバイ 〇 〇 〇 〇 〇
ソメイヨシノ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ナワシロイチゴ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ノイバラ 〇 〇
ピラカンサ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ビワ 〇 〇 〇 〇 〇
ヘビイチゴ 〇 〇
ヤマブキ 〇

マメ科 アカツメクサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アレチヌスビトハギ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
カラスノエンドウ 〇 〇 〇 〇 〇
クサネム 〇 〇 〇 〇
クズ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
クスダマツメクサ ＃ 〇 〇 〇
コメツブツメクサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
セッカツメクサ ＃ 〇 〇 〇
シロツメクサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
スズメノエンドウ 〇
ツルマメ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ナヨクサフジ 〇
ネムノキ 〇 〇 〇 〇
ハリエンジュ 〇 ＃ 〇
フジ 〇 〇 〇 〇 〇
メドハギ 〇 〇 〇 〇

フウロソウ目 アカカタバミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
イモカタバミ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ウスアカカタバミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オッタチカタバミ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
カタバミ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ハナカタバミ ＃ 〇
ムラサキカタバミ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇

フウロソウ科 アメリカフウロ ＃ 〇 〇 〇 〇
アカメガシワ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アレチニシキソウ ＃ 〇
エノキグサ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オオニシキソウ ＃ 〇
コニシキソウ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ナガエコミカンソウ ＃ 〇 〇

ミカン目 センダン科 センダン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ムクロジ目 ウルシ科 ハゼノキ 〇 〇 〇 〇 〇

ミカン科 ユズ 〇 〇
ムクロジ科 フウセンカズラ ＃ 〇

ニシキギ目 ニシキギ科 オニツルウメモドキ 〇 〇 〇 〇 〇
エビヅル 〇
ツタ 〇 〇 〇 〇
ノブドウ 〇 〇
ヤブガラシ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アオイ目 アオイ科 フヨウ 〇 〇 〇
アオギリ科 アオギリ 〇 ＃ 〇 〇 〇 〇 〇

スミレ目 スミレ科 スミレ 〇 〇
ウリ目 ウリ科 アレチウリ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カラスウリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
キカラスウリ 〇 〇 〇
ゴキヅル 〇

フトモモ目 アカバナ科 アカバナユウゲショウ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コマツヨイグサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヒルザキツキミソウ ＃ 〇 〇 〇
マツヨイグサ ＃ 〇
メマツヨイグサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウコギ科 キヅタ 〇
セリ科 チドメグサ 〇

ノチドメ 〇 〇
マツバゼリ ＃ 〇

河川：新中川

ベンケイソウ科

クロウメモドキ目

地区④地区① 地区② 地区③

カタバミ科

トウダイグサ科

セリ目

ブドウ科



資‐26 
 

 

 

資
料
編  

生
物
調
査
結
果 

 
 

 

 

 

 

 

目 科 種名 樹木 帰化 5月 7月 10月 5月 7月 10月 5月 7月 10月 5月 7月 １0月

シマトネリコ 〇 〇 〇
トウネズミモチ 〇 ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リンドウ目 キョウチクトウ科 キョウチクトウ 〇 〇 〇 〇
ガガイモ科 ガガイモ 〇 〇 〇
アカネ科 ヘクソカズラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

メリケンムグラ ＃ 〇 〇
ヤエムグラ 〇 〇 〇

シソ目 ヒルガオ科 アサガオ ＃ 〇 〇 〇 〇
コヒルガオ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
セイヨウアサガオ ＃ 〇
ヒルガオ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ホシアサガオ ＃ 〇 〇
マメアサガオ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇
マルバルコウ ＃ 〇 〇

ムラサキ科 キュウリグサ 〇 〇 〇 〇 〇
クマツヅラ科 アレチハナガサ ＃ 〇 〇

クサギ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ボタンクサギ 〇 〇 〇
ランタナ 〇 〇 〇
イヌコウジュ 〇
カキドオシ 〇
シロネ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ホトケノザ 〇 〇
マルバハッカ ＃ 〇 〇 〇 〇

ナス科 イヌホオズキ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
クコ 〇 〇
ワルナスビ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ゴマノハグサ科 オオイヌノフグリ ＃ 〇 〇 〇 〇
キリ 〇 〇 〇 〇 〇
タチイヌノフグリ ＃ 〇 〇 〇 〇
ツタバウンラン ＃ 〇 〇 〇 〇
トキワハゼ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
マツバウンラン ＃ 〇 〇
ムシクサ 〇 〇

ハマウツボ科 ヤセウツボ ＃ 〇 〇 〇 〇
オオバコ目 オオバコ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヘラオオバコ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
キキョウソウ 〇
ヒナキキョウソウ 〇 〇 〇

キク科 アメリカオニアザミ ＃ 〇
アメリカセンダングサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇
アメリカタカサブロウ 〇 〇
アレチノギク ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
イガオナモミ ＃ 〇
ウラジロチチコグサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オオアレチノギク ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オオジシバリ 〇 〇 〇
オオブタクサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オニノゲシ ＃ 〇 〇 〇
キクイモ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇
コセンダングサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
セイタカアワダチソウ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
セイヨウタンポポ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
チチコグサモドキ ＃ 〇 〇 〇 〇
ノゲシ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ノジギク 〇 〇
ノボロギク ＃ 〇 〇 〇 〇
ハキダメギク ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ハハコグサ 〇 〇
ハルジオン ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヒメジョオン ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヒメムカシヨモギ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
フキ 〇 〇
ブタナ ＃ 〇 〇 〇 〇
ホソバノチチコグサモドキ 〇 〇
マメカミツレ ＃ 〇 〇
メリケントキンソウ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇
ヨモギ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

河川：新中川

オオバコ科

被子植物門　双子葉植物綱　合弁花植物亜綱

シソ科

キキョウ目 キキョウ科

モクセイ目 モクセイ科

地点③ 地点④地点① 地点➁



資‐27 

 

 

資
料
編  

生
物
調
査
結
果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 科 種名 樹木 帰化 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

アスパラガス 〇
ツルボ 〇
ニラ 〇 〇 〇
ノビル 〇
ハタケニラ ＃ 〇 〇
ヤブカンゾウ 〇

ヤマノイモ科 オニドコロ 〇 〇 〇
ナガイモ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ニガカシュウ 〇 〇 〇
ヤマノイモ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アヤメ科 オオニワゼキショウ ＃ 〇 〇 〇 〇
ニワゼキショウ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
セッカニワゼキショウ ＃ 〇 〇 〇 〇

ヒガンバナ科 タマスダレ ＃ 〇 〇 〇 〇
ヒガンバナ 〇 〇

イグサ目 イグサ科 クサイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コゴメイ ＃ 〇 〇

ツユクサ目 ツユクサ科 ツユクサ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
トキワツユクサ ＃ 〇 〇

イネ目 イネ科 アオカモジグサ 〇 〇 〇 〇
アキノエノコログサ 〇
アキメヒシバ 〇
アズマネザサ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
イヌビエ 〇 〇 〇
イヌムギ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
エノコログサ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オオスズメノカタビラ 〇 〇 〇 〇
オギ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オニウシノケグサ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇
オヒシバ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
カゼクサ 〇 〇 〇
カナリークサヨシ 〇
カモジグサ 〇 〇 〇 〇 〇
カラスムギ 〇 〇
キシュウスズメノヒエ ＃ 〇
ギョウギシバ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
キンエノコログサ 〇 〇 〇 〇
クサヨシ 〇 〇
コツブキンエノコロ 〇 〇 〇
コバンソウ 〇
コメヒシバ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シナダレスズメガヤ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シバ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シマスズメノヒエ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ジュズダマ 〇
ススキ 〇 〇 〇
スズメノカタビラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
スズメノテッポウ 〇
スズメノヤリ 〇
セイバンモロコシ ＃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
チガヤ 〇 〇 〇
チカラシバ 〇 〇
ツルヨシ 〇
ナガハグサ 〇 〇 〇
ニワホコリ 〇 〇 〇 〇
ネズミムギ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ハルガヤ　 〇 〇 〇 〇
ヒエガエリ 〇
ヒメコバンソウ 〇 〇 〇 〇
ホソムギ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
メヒシバ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヨシ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アオウキクサ 〇
カラスビシャク 〇

タコノキ目 ガマ科 ヒメガマ 〇 〇 〇 〇
カヤツリグサ目 カヤツリグサ科 カヤツリグサ 〇 〇

コウキヤガラ 〇 〇
コゴメガヤツリ 〇 〇
ハマスゲ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ヒメクグ 〇 〇
ミコシガヤ 〇
メリケンガヤツリ ＃ 〇

サトイモ目 サトイモ科

被子植物門　単子葉植物綱

ユリ目 ユリ科

河川：新中川 地区③ 地区④地区① 地区②

注）樹本 ： 木を表す。これ以外の植物は草本植物となる。

帰化 ： 原産地から他地域に運ばれ、新しい環境に適応して存在・繁殖した
注） 樹木 ： 木を表す。これ以外の植物は草本植物となる。 
   帰化 ： 原産地から他地域に運ばれ、新しい環境に適応して存在・繁殖したもの 



資‐28 
 

 

 

資
料
編  

生
物
調
査
結
果 

 

 

  

５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

25 26 20 25 22 22 25 24 25 22 17 21
64 58 40 59 50 40 62 47 52 47 36 44
12 13 8 11 7 9 11 9 10 11 7 8
34 37 22 35 21 21 34 27 35 29 28 22
5 8 6 6 6 7 3 7 8 6 6 7
28 26 24 23 24 23 25 20 29 31 27 28
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
2 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1
1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1
1 1 0 2 2 0 0 0 1 1 0 1

しだ植物門
しだ綱

とくさ綱

単子葉綱

種子植物門
被子植物亜門

種子植物門
裸子植物亜門

種数

双子葉綱
合弁花亜綱

双子葉綱
離弁花亜綱

種数
科数
種数
科数

種数
科数
種数
科数

種数
イチョウ綱

科数

科数

地区③ 地区④地区① 地区②
河川：新中川
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③ 荒川 東なぎさ 

 

目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

トクサ目 トクサ科 スギナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シダ目 オシダ科 イヌワラビ ○ ○

球果植物目 マツ科 クロマツ ○

クルミ目 クルミ科 オニグルミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アカメヤナギ ○ ○ ○

コリヤナギ ○ ○ ○ ○ ○

シダレヤナギ ○ ○ ○ ○

ネコヤナギ ○ ○

ヤナギ ○ ○ ○ ○ ○

クヌギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シラカシ ○ ○

マテバシイ ○ ○ ○ ○ ○

アキニレ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムクノキ ○ ○ ○ ○

クワ ○ ○ ○ ○

クワクサ ○ ○ ○ ○

ヤマグワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アレチギシギシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イタドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イヌタデ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エゾノギシギシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオイヌタデ ○ ○ ○ ○

ギシギシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スイバ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ソバ ＃ ○ ○

ナガバギシギシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ママコノシリヌグイ ○ ○ ○ ○

ミズヒキ ○ ○

ミチヤナギ ○ ○ ○ ○ ○

オシロイバナ科 オシロイバナ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ウシオツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オランダミミナグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツメクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノミノツヅリ ○ ○

ノミノフスマ ○ ○

マンテマ ＃ ○ ○

ミドリハコベ ○ ○

ホコガタアカザ ○ ○

アカザ ＃ ○ ○ ○ ○

コアカザ ＃ ○ ○ ○

シロザ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハマアカザ ○ ○

イノコズチ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒナタイノコズチ ○ ○ ○

クスノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タブノキ ○ ○ ○ ○

キツネノボタン ○ ○

ケキツネノボタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

センニンソウ ○ ○ ○ ○ ○

アケビ ○ ○ ○

ミツバアケビ ○ ○

コショウ目 ドクダミ科 ドクダミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オトギリソウ目 ツバキ科 ハマヒサカキ ○ ○ ○

イヌカキネガラシ ＃ ○ ○

イヌガラシ ＃ ○ ○

キレハイヌガラシ ＃ ○ ○ ○ ○

セイヨウアブラナ ＃ ○ ○ ○ ○

セイヨウカラシナ ＃ ○ ○ ○

ナズナ ○ ○

ハマダイコン ○ ○ ○

マメグンバイナズナ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バラ目 コゴメマンネングサ ○ ○

コモチマンネングサ ○ ○ ○

タイトゴメ ○ ○

メノマンネングサ ○ ○

ユキノシタ科 タコノアシ ○ ○

地区⑦ 地区⑧
集計

シダ植物門　トクサ綱

シダ植物門　シダ綱

被子植物門　双子葉植物綱　古生花被植物亜網

ヤナギ目

裸子植物門　球果植物綱

東な

ぎさ

樹

木

帰

化

河川：荒川 地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥

ヤナギ科

ブナ目 ブナ科

イラクサ目 ニレ科

クワ科

ベンケイソウ科

アブラナ科

アケビ科

キンポウゲ科

タデ目 タデ科

ナデシコ科

アカザ科

アカザ目

モクレン目 クスノキ科

ヒユ科

キンポウゲ目

ケシ目
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目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

バラ目 オオシマザクラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オキジムシロ ＃ ○ ○ ○

サクラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ナワシロイチゴ ○ ○ ○

ノイバラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ピラカンサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘビイチゴ ○ ○

ヤマブキ ○ ○

アカツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アレチヌスビトハギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イタチハギ ○ ＃ ○ ○

カラスノエンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クスダマツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コメツブツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シナガワハギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セッカツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○

シロツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シロバナシナガワハギ ＃ ○ ○ ○ ○

スズメノエンドウ ○ ○ ○

ツルマメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネムノキ ○ ○ ○

ハギ ○ ○

ハリエンジュ ○ ＃ ○ ○ ○

マルバヤハズソウ ○ ○

ミヤコグサ ○ ○ ○ ○

メドハギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モモイロシロツメクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ヤハズソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤブマメ ○ ○

イモカタバミ ＃ ○ ○ ○

オッタチカタバミ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カタバミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムラサキカタバミ ＃ ○ ○ ○

フウロソウ科 アメリカフウロ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アカメガシワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エノキグサ ○ ○ ○ ○ ○

オオニシキソウ ＃ ○ ○ ○ ○

コニシキソウ ＃ ○ ○

ナンキンハゼ ○ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミカン目 センダン科 センダン ○ ○ ○ ○

ニシキギ目 モチノキ科 イヌツゲ 〇 ○ ○

エビヅル ○ ○

ツタ ○ ○

ナツヅタ ○ ○

ノブドウ ○ ○ ○

ヤブガラシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タチアオイ ○ ○ ○

アメリカキンゴジカ ＃ ○ ○

アオギリ科 アオギリ ○ ＃ ○ ○ ○ ○

ツルグミ ○ ○ ○

ナワシログミ ○ ○ ○ ○

ウリ目 ウリ科 アレチウリ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アカバナユウゲショウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アレチマツヨイグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コマツヨイグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒルザキツキミソウ ＃ ○ ○ ○ ○

マツヨイグサ ＃ ○ ○

メマツヨイグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キヅタ ○ ○ ○

ヤツデ ○ ○

ウイキョウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オヤブジラミ ○ ○

チドメグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マツバゼリ ＃ ○ ○ ○

ヤブジラミ ○ ○ ○

サクラソウ目 サクラソウ科 コナスビ ○ ○

カキノキ目 カキノキ科 カキ ○ ○

コブシ ○ ○

シオジ ○ ○ ○

トウネズミモチ ○ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネズミモチ ○ ○ ○

レンギョウ ○ ○ ○

樹

木

帰

化

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥ 地区⑦ 地区⑧
集計

東な

ぎさ

被子植物門　双子葉植物綱　合弁花植物亜門

ジンチョウゲ目

フトモモ目

セリ目

モクセイ目

バラ科

アカバナ科

グミ科

アオイ科

ブドウ科

ウコギ科

河川：荒川

トウダイグサ科

カタバミ科フウロソウ目

クロウメモドキ目

アオイ目

モクセイ科

セリ科
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目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

リンドウ科 ベニバナセンブリ ＃ ○ ○

ガガイモ科 ガガイモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘクソカズラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤエムグラ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メリケンムグラ ○ ○

シソ目 コヒルガオ ○ ○

ヒルガオ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マメアサガオ ＃ ○ ○ ○

ムラサキ科 キュウリグサ ○ ○ ○ ○ ○

クマツヅラ科 アレチハナガサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シソ ○ ○

シロネ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハッカ ○ ○

ヒメオドリコソウ ＃ ○ ○

ホトケノザ ○ ○ ○ ○

アメリカイヌホオズキ ＃ ○ ○ ○ ○

イヌホオズキ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クコ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワルナスビ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

オオイヌノフグリ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオカワヂシャ ＃ ○ ○ ○ ○

カワヂシャ ○ ○

タチイヌノフグリ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トキワハゼ ○ ○ ○ ○ ○

ムラサキサギゴケ ○ ○

キツネノマゴ科 キツネノマゴ ○ ○ ○

ハマウツボ科 ヤセウツボ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオバコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘラオオバコ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スイカズラ科 スイカズラ ○ ○ ○ ○ ○

オミナエシ科 ノジシャ ＃ ○ ○ ○

キキョウ目 キク科 アキノノゲシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカオニアザミ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカセンダングサ ＃ ○ ○ ○ ○

アメリカタカサブロウ ○ ○ ○

アレチノギク ＃ ○ ○

イガオナモミ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

イヌキクイモ ＃ ○ ○ ○

ウスベニチチコグサ ＃ ○ ○

ウラジロチチコグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオアレチノギク ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオジシバリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオブタクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オナモミ ○ ○

オニタビラコ ○ ○ ○

オニノゲシ ＃ ○ ○ ○ ○

キクイモ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コウゾリナ ○ ○ ○

コセンダングサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジシバリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キキョウ目 キク科 セイタカアワダチソウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セイヨウタンポポ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

センダングサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タカサブロウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

チチコグサモドキ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノゲシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノボロギク ＃ ○ ○

ハキダメギク ＃ ○ ○ ○ ○

ハハコグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハルジオン ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒマワリ ○ ○

ヒメジョオン ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメヒマワリ ＃ ○ ○ ○ ○

ヒメムカシヨモギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブタクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブタナ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホウキギク ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マメカミツレ ＃ ○ ○ ○

ミズヒマワリ ○ ○ ○

ヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユリ目 タカサゴユリ ＃ ○ ○

ニラ ○ ○

ノビル ○ ○

ヤブラン ○ ○ ○

ヒガンバナ科 ヒガンバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤマノイモ科 ヤマノイモ ○ ○ ○ ○

地区⑥ 地区⑦ 地区⑧
集計

東な

ぎさ

リンドウ目

ナス科

被子植物門　単子葉植物綱

河川：荒川 樹

木

帰

化

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤

ユリ科

オオバコ科

ゴマノハグサ科

オオバコ目

マツムシソウ目

シソ科

ヒルガオ科

アカネ科
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目 科 種名 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

ユリ目 オオニワゼキショウ ＃ ○ ○ ○ ○

キショウブ ＃ ○ ○

ニワゼキショウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イグサ ○ ○ ○

クサイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムラサキツユクサ ○ ○

ツユクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アオカモジグサ ○ ○

アキノエノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イチゴツナギ ○ ○

イヌムギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオウシノケグサ ○ ○

オオスズメノカタビラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オニウシノケグサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オヒシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カゼクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カモジグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カラスムギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ギョウギシバ ＃ ○ ○ ○

キンエノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クサヨシ ○ ○

コウライシバ ○ ○

コバンソウ ○ ○ ○

コブナグサ ○ ○

シナダレスズメガヤ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シマスズメノヒエ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ススキ ○ ○ ○ ○ ○

スズメノカタビラ ○ ○ ○ ○ ○

スズメノチャヒキ ＃ ○ ○

スズメノヒエ ＃ ○ ○ ○

セイバンモロコシ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セイヨウシバ ＃ ○ ○

チガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

チカラシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ナガハグサ ＃ ○ ○

ネズミノオ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネズミホソムギ ＃ ○ ○ ○

ネズミムギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハルガヤ　 ＃ ○ ○ ○

ヒエガエリ ○ ○ ○

ヒゲナガスズメノチャヒキ ＃ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメコバンソウ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホソムギ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムギクサ ＃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メヒシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メリケンカルカヤ ＃ ○ ○ ○

ヤマアワ ○ ○ ○

アオスゲ ○ ○

アゼナルコスゲ ○ ○ ○

カヤツリグサ ○ ○ ○ ○

コウキヤガラ ○ ○ ○

コゴメガヤツリ ○ ○ ○

タマガヤツリ ○ ○

テンツキ ○ ○

ヌマガヤツリ ○ ○ ○

ハマスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミコシガヤ ○ ○ ○

メリケンガヤツリ ＃ ○ ○ ○ ○

ラン目 ラン科 ネジバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月 ５月 ７月 １０月

11 16 19 14 16 13 16 15 9 13 11 12 14 18 12 13 11 11 8 10 9 16 12 18 36 19
22 31 30 28 31 22 29 25 14 26 14 15 35 32 28 28 20 21 22 22 17 36 25 37 130 47
7 8 8 8 6 7 8 6 3 9 5 2 12 7 7 11 6 9 11 5 5 9 6 9 18 10

20 22 22 18 14 11 12 17 9 14 10 7 31 19 21 24 18 21 22 16 19 21 24 23 77 38
3 6 4 4 4 3 2 4 3 4 3 1 6 3 5 3 3 1 3 4 3 4 5 3 10 4

10 20 18 11 19 13 9 13 10 9 8 4 26 11 19 18 10 8 13 13 15 18 19 14 69 20
0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 1 1 1
0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 1 1 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

イネ目

カヤツリグサ目 カヤツリグサ科

イネ科

ツユクサ科

イグサ科イグサ目

ツユクサ目

アヤメ科

種子植物門
被子植物亜門

しだ植物門

河川：荒川 樹

木

帰

化

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥ 地区⑦ 地区⑧
集計

東な

ぎさ

地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区⑥ 地区⑦ 地区⑧ 東な
ぎさ

集計

双子葉綱
離弁花亜綱

双子葉綱
合弁花亜綱

単子葉綱

とくさ綱

しだ綱

科数

種数

科数

種数

科数

種数

科数

種数

科数

種数

注） 樹木： 木を表す。これ以外の植物は草本植物となる。

帰化：原産地から他地域に運ばれ、新しい環境に適応して存在・繁殖したもの

注） 樹木 ： 木を表す。これ以外の植物は草本植物となる。 
   帰化 ： 原産地から他地域に運ばれ、新しい環境に適応して存在・繁殖したもの 
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 名 称 解 説 

江
戸
川
区
の
計
画
・
条
例 

江戸川区街路樹指

針「新しい街路樹

デザイン」 

学識経験者、区民委員、行政委員により構成された「街路樹のあり方検討

委員会」の 申を基に、街路樹の計画・設計や管理方針を示すために平成

21年に策定された指針のこと。 

江戸川区気候変動

適応計画 

区民生活や事業活動における気候変動に起因する災害や熱中症などの影響

の回避・軽減（適応策）と、地球温暖化の原因となる温室効果ガス排出量

の削減（緩和策）など、本区における脱炭素への対策の全てを対象とし、

令和４年に策定された地域気候変動適応計画のこと。 

江戸川区景観計画 

「わがまちに誇りの持てる景観」を育成するとともに「将来に夢を持てる

計画」としてだれもが共有できる景観まちづくりを目指した計画のこと。

平成 23年に策定、令和５年に改定されている。 

江戸川区公園施設 

長寿命化計画 

子どもや障害者、高齢者をはじめとした全ての利用者が安全、安心に公園

を利用できるよう、今後予想される既存施設の老朽化に対する安全対策の

強化、補修、更新の費用を平準化させ、維持管理経費の縮減を図るため作

成された計画のこと。 

江戸川区住宅等整

備事業における基

準等に関する条例 

中高層共同住宅の開発や一定規模以上の宅地開発にあたって土地利用や緑

化の基準などを定めたもの。 

江戸川区都市計画 

マスタープラン 

都市計画法第 18 条の２における「市町村の都市計画に関する基本的な方

針」であり、「江戸川区基本構想・基本計画」に即したまちづくりの総合的

な指針としての役割を担う計画のこと。 

江戸川区水と緑の 

行動指針 

「豊かな水と緑の快適環境都市」を具体的に推し進め、区民と区が一体と

なって「水と緑のまちづくり」を進めていくためのガイドラインとして平

成 14年に策定された行動指針のこと。 

江戸川区立公園等

の移動等円滑化の

ために必要な特定

公園施設の設置の

基準に関する条例 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の規定により、移

動等の円滑化の促進のために必要な区立の都市公園における特定公園施設

の設置に関する基準を定めた条例のこと。 

2030年の江戸川区

（SDGsビジョン） 

本区が目指す「ともに生きるまち（共生社会）」の考え方が SDGｓの「誰一

人取り残さない」という考え方と同じことから、2030 年までに行う取組と

して、SDGs17の目標ごとに整理しまとめたもの。 

2100年の江戸川区 

（共生社会ビジョン） 

区が目指す 2100 年の「明るい未来」について「広報えどがわ」「区ホーム

ページ」「オンラインミーティング」「ワークショップ」などで広く意見募

集や話し合いの場を設け、ともに生きるまちを目指す条例を制定してい

る。 

区
の
特
徴
的
な
取
組 

ウェルカム 

ガーデナー 

公益財団法人えどがわ環境財団が開催するウェルカム・ガーデナー養成講

座で集まったボランティアメンバーのことで、江戸川区役所本庁舎前庭や

総合文化センターなど、区を代表する施設の花植えなどを行っている。 

みんなのこうえん 

プロジェクト 

地域の皆さんにとって身近な公園が「地域の庭」のようになってほしいと

いう想いからはじまった、本区の取組。 
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 用 語 解 説 

あ 

行 
アダプト制度 

地域住民や企業、団体が、区の管理している道路や公園などの花壇や植樹帯

の管理、清掃などを通じ、環境美化活動を行う制度のこと。 

雨庭 
降った雨水を土の中にため、ゆっくりと地中に浸透させる構造を持った植栽

空間のこと。 

インクルーシブ 

「包み込むような、包摂的な」という意味。英語で「除外（Exclude）」の対

義語である「Include（含める）」が語源で、誰も排除しない社会を目指す考

え方のこと。 

ウォーカブル 

「歩く」を意味する「walk」と「できる」の「able」を組み合わせた造語

で、文字通り「歩きやすい」「歩きたくなる」「歩くのが楽しい」といった語

感を持つ。 

エコロジカル 

ネットワーク 

緑地や公園など、生物が生息・生育する空間が適切に配置され、生態系とし

て有機的につながるネットワークのこと。 

延焼遮断帯 
市街地の延焼を阻止するため、道路、河川、公園、鉄道などと、それらの沿

線に建つ不燃化された建築物により形成される帯状の不燃空間のこと。 

オープンスペース 
都市における公園・緑地・街路・河川敷・民有地の空地（くうち）部分など

の建築物に覆われていない空間のこと。 

か 

行 カーボン・マイナス 

排出される温室効果ガスよりも、植物などによって吸収される温室効果ガス

の量が多い状態を指す言葉。現在は植樹活動や再生可能エネルギーの利用な

どが主な取組として行われている。 

クラウド 

ファンディング 

不特定多数の者からインターネットを通じて資金を調達する新たな資金調達

手段のこと。 

グリーン 

アドベンチャー 

楽しみながら樹木の知識を学び、みどりに親しむことを目的として、本区内

の公園や緑道に設置されている設問パネル形式の自然学習ツールのこと。 

グリーンインフラ 

社会資本整備や土地利用などのハード・ソフト両面において、自然環境が有

する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進

める取組のこと。また、防災・減災、自然環境の保全、地域振興などの多様

な地域課題の同時解決を図ることができる取組として注目されている。 

コンポスト 

有機物を分解して肥料にするためのプロセス、またはその肥料そのもの。一

般的に、野菜や果物のくず、草、葉、紙などの有機物を通気性のある容器に

入れ、湿度を管理し、適度にかき混ぜることで、数週間から数か月で堆肥を

作り出すことができる。 

高規格堤防 
超過洪水対策を目的とし、現在の堤防から市街地側に概ね 200～300 メート

ル（堤防の高さの約 30倍）にわたって盛土を行った幅の広い堤防のこと。 

耕地整理事業 
耕地整理法（昭和 24 年廃止）に基づくもので、農地の生産力向上のため

に、土地の区画の整理や道路、かんがい排水の整備などを行う事業のこと。 

さ 

行 市街地再開発事業 

不足している道路・公園などの公共施設を計画的に整備するとともに、良好

な生活環境を備えた都市型住宅の供給や、業務施設の近代化を図るなど、安

全かつ快適な生活空間を創出する総合的なまちづくりを行う事業のこと。 

循環型社会 
有限である資源を効率的、循環的（リサイクルなど）に、持続可能な形で利

用していく社会のこと。 

親水公園 
河川や用水路などの水辺に親しむことを目的として設置された公園のこと。

安全に遊べるよう水質の改善や遊具の設置などをしている。 

親水緑道 
「水とみどりのネットワーク」づくりの一環として、道路空間に「親水」の

機能を緑道のこと。 

スーパー堤防 
東京都の事業。耐震対策と親水性の向上を目的とし、現在の堤防を最大 

50ｍ盛土した幅の広い堤防のこと。 

ストック効果 

整備された施設が供用されることで、その地域の生産性を向上させる効果

や、安全性や快適性を高め、衛生環境を改善するなど生活の質を向上させる

効果を長期的に生み出すこと。 
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さ 

行 
生産緑地 

良好な都市空間の形成を図るために指定される農地で、農地としての管理が

義務付けられるが、税制上の優遇措置がある。 

生物情報アプリ

「バイオーム」 

写真を撮った季節と場所から生物の種を判定することができるアプリのこ

と。国内ほぼ全種に対応した図鑑・いきもの名前判定 AIを搭載している。 

生物多様性 

生物たちの豊かな個性とつながりのこと。生物多様性の国際条約である「生

物多様性条約」では、生物多様性には「生態系の多様性」「種の多様性」「遺

伝子の多様性」という３つのレベルで多様性があるとしている。 

生物多様性基本法 

生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策を総合的・計画的に推進す

ることで、豊かな生物多様性を保全し、その恵みを将来にわたり享受できる

自然と共生する社会を実現することを目的としており、平成 20(2008)年５

月に成立し、同年６月に施行された法律のこと。 

生物多様性国家戦略 

生物多様性条約及び生物多様性基本法に基づく、生物多様性の保全と持続可

能な利用に関する国の基本的な計画。平成７(1995)年に最初の生物多様性国

家戦略を策定し、これまで５回の見直しを行っている。 

生物多様性損失 
地球上の生物の多様性が、自然環境の悪化に伴い、これまでにない早さで刻

一刻と失われつつある今の状況のこと。 

ゼロエミッション

パーク 

「カーボン・マイナス都市」の実現に向けた取組の一つとして、温室効果ガ

スの排出量実質ゼロと災害対策機能を兼ね備えた脱炭素の公園のこと。 

た 

行 

大規模救出救助 

活動拠点 

自衛隊や警察、消防などの広域支援・救助部隊が、被災者の救出・救助活動

を行うための拠点となる施設のこと。 

宅地化農地 
生産緑地以外の農地のこと。生産緑地のような営農継続の義務はないが、宅

地並みの固定資産税が課される。 

多自然型護岸 

従来のコンクリートブロックで固めるだけの護岸工事とは異なり、治水上の

安全を確保しつつ植物の良好な育成環境に配慮した水と緑豊かな護岸のこ

と。 

脱炭素社会 

地球温暖化、気候変動の原因となる温室効果ガスのうち、最も排出量の多い

二酸化炭素(CO2)について、実質的な排出量ゼロを達成している社会のこ

と。 

透水性舗装 
雨水を地盤にしみこませる機能をもち、ヒートアイランド対策や洪水対策な

どの都市環境改善に期待が寄せられている舗装構造のこと。 

特定外来生物 

外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水

産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定され

る。指定された生物の取り扱いについては、輸入、放出、飼養、譲渡などの

禁止といった厳しい規制がかかる。 

特定生産緑地 
生産緑地の指定から 30 年を経過する前に、所有者などの意向を基に、期間

を 10年延長する制度で、税制上の優遇措置を受けることができる。 

都市計画公園 
公園・緑地として必要な区域を明確化して、長期的な視点から計画的な整備

を進めるため、都市計画に定める公園のこと。 

都市公園法 

都市公園の設置及び管理に関する基準などを定めて、都市公園の健全な発達

を図り、公共の福祉の増進に資することを目的として制定された法律のこ

と。 

都市公園法運用指針 

都市公園法第 31 条に規定する国による都市公園の行政又は技術に関する助

言の一環。都市公園制度の趣旨や意図、法の円滑かつ適切な運用を図るに当

たって望ましい運用のあり方やその際の留意事項などについて原則的な考え

方を示すことで、地方公共団体や地方整備局が都市公園の整備及び管理を行

う際の参考に資することを目的として作成したもの。 

都市づくりの 

グランドデザイン 

2040 年代の目指すべき東京の都市の姿とその実現に向けた、都市づくりの

基本的な方針と具体的な方策を示したもの。 

都市農地貸借 

円滑化法 

市街化区域内の農地のうち、生産緑地の貸借が安心して行える仕組みとして

制定された法律のこと。 
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た 

行 都市緑地法 

良好な都市環境の形成を図り、健康で文化的な都市生活の確保に寄与するこ

とを目的として、都市における緑地の保全及び緑化の推進に関し必要な事項

を定めた法律のこと。 

土地区画整理事業 

土地区画整理法に基づき、道路、公園、河川などの公共施設の整備・改善及

び宅地の利用の増進を図るため、土地の区画形質の変更や公共施設の整備を

行う事業のこと。 

な 

行 

ネイチャー 

ポジティブ 
生物多様性の損失を止め、回復軌道に乗せること。 

は 

行 

バイオネスト 

植物発生材処理の経費を抑えること、植物発生材を資源として活用すること

を目的としたサステナブルな堆肥づくり。管理作業で発生した剪定枝や、腕

の太さ程度の樹木の幹などの植物発生材を組み合わせ、まるで鳥の巣のよう

な形状となることから「バイオ（bio）=生命」、「ネスト（nest）＝巣」と呼

ばれている。 

パートナーシップ 
まちづくりを担う市民などの複数の主体が、対等な立場で協力・連携し、役

割や責任を自覚することを通じて築いていく相互の信頼関係のこと。 

ヒートアイランド

現象 
都市部の気温が郊外に比べ高くなる現象のこと。 

ビオトープ 生物（Bio）が生息活動をする場所（Top）という意味のドイツの造語。 

ピクトサイン 情報や注意を示すために表示される視覚記号（マーク）のこと。 

ポケットパーク 
道路整備や交差点の改良によって生まれたスペースに、ベンチを置くなどし

て作った小さな公園のこと。 

保護樹 
区内の古木や名木の大径木の中で、区が保護するべきものとして指定した樹

木のこと。 

ま 

行 

密集住宅市街地 

整備促進事業 

老朽化した木造住宅が密集した地域において、新たな道路・公園の整備、老

朽住宅の建替え支援などを行う取組のこと。 

みどりのカーテン 
ツル性の植物による壁面緑化のこと。夏の強い日差しを和らげ、葉の蒸散作

用により室温の上昇を抑える効果がある。 

みどり率 

特定区域の面積に対して樹林地、草地、宅地内の緑(屋上緑地を含む）、公

園、街路樹、河川、水路等が占める面積の割合を示したもの。緑被率に「公

園内の緑で覆われていない面積の割合」と「河川等の水面が占める割合」を

加えたもの。 

や 

行 屋敷林 

家屋を取り囲むように敷地内に植えられた樹林のこと。防風、防寒、防火、

防音など、家屋を保護するためや生活環境をよくするために古くから活用さ

れている。 

ユニバーサル 

デザイン 

年齢、性別、国籍、障害の有 や能力の違いなどにかかわらず、はじめから

誰もが利用しやすい施設などを設計すること。 

予防保全型管理 
インフラの管理手法の一つとして、更新時期の平準化と総事業費の削減を図

るために、損傷や劣化が進行する前に適切な対策を行う管理手法。 

ら 

行 
ラムサール条約湿地 

ラムサール条約の締約国が、条約で定められた国際的な基準に従って、「国

際的に重要な湿地に係る登録簿」に登録した湿地のこと。 

緑被率 

特定区域の面積に対して緑被地が占める面積の割合。平面的な緑の量を把握

するための指標となる。緑被地とは、樹木や芝生等で覆われた土地のこと

で、樹木被覆地、草地、屋上緑地をあわせたもの。 
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 用 語 解 説 

英 

数 

字 

 

30by30目標 2030年までに陸と海の 30％以上を保全するという目標。 

DB（デザインビル

ド）事業 

民間事業者が公共施設などの設計と施工を一括して行い、公共側に施設の所

有 を移転する手法のこと。 

Park-PFI 

平成 29(2017)年の都市公園法改正により新たに設けられた「公募設置管理

制度」のこと。公募により選定された事業者は、公園利用者の利便の向上に

資する公募対象公園施設（飲食店、売店など）の設置または管理と、当該施

設から生じた収益を活用し、公園施設（園路、広場など）の整備・改修を一

体的に行う。 

SDGs 

「誰一人取り残さない(leave no one behind)」持続可能でよりよい社会の

実現を目指す世界共通の目標。平成 27(2015)年の国連サミットにおいて全

ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」の中で

掲げられた。令和 12(2030)年を達成年限とし、17 のゴールと 169 のターゲ

ットから構成されている。 
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事業名 1 ○ ―

●

●

●

事業の達成状況

次年度に向けた課題

今後の方向性

事業名 2 ○ ―

●

●

事業の達成状況

次年度に向けた課題

今後の方向性

　　農の風景の創出と保全

農地の防災機能の周知・拡充 継続 新規

農地所有者の協力により、防災協力農地として協定を結び、避難空間などとして活用を進めてい

くとともに、看板を掲示することで、その農地が生産の場以外にも地域にとって重要であること

を区民に周知していきます。

（次年度に向けた課題、および課題を解決するための方法案等を記入）

（今後の市民ニーズの動向や、社会経済・国・県の動向等を踏まえ、今後進むべき方向性を記入）

（年度において、計画と比べた事業達成状況、および達成／未達成の場合の理由を記入）

（次年度に向けた課題、および課題を解決するための方法案等を記入）

（今後の市民ニーズの動向や、社会経済・国・県の動向等を踏まえ、今後進むべき方向性を記入）

災害時に生活用水を確保できるよう、防災兼用農業用井戸の整備を推進します。

（年度において、計画と比べた事業達成状況、および達成／未達成の場合の理由を記入）

関連す

るSDGs
　農地の保全と活用

概要

営農者や地域と協働で農業体験や本区の農業の魅力をPRするイベントを開催します。

経営規模の拡大などを目指す農家による自身所有の宅地などを農地へ整備する取組を支援し、農

地の創出を図ります。

鹿骨地域において、「農の風景育成地区」を指定しており、今後は営農者や地域住民と協力し

て、魅力の発信や農を守る機運の醸成、農家の支援などを行い、地域連携により農の風景を保全

していきます。

概要

　農を守り活用します2方針

継続 新規

施策 ①

江戸川区みどりの基本計画　評価シート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈令和●年度実績・評価〉

基本方針 1 　みどりを守る
江戸川　みどり記入者

担当課 ●●課

４. 進捗管理の手法 

進捗管理にあたっては、年度ごとにそれぞれの事業を担当する主管課が進捗状況チェックシ

ートを記入することで管理します。社会状況の変化や進捗状況などを踏まえ、必要に応じて適

切に事業の見直しを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況チェックシートのイメージ 

 



 

 

 

 


